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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　机に置いたスマホのスピーカーから、編集者の血を吐きそうな声が流れ出る。

『ユウト先生、まだ、ですか!?　印刷所の人から何度も何度も電話がかかってきてるんですけど!?』

「わ、わかってます！　もう……もうすぐですから！」

　同じやり取りを２時間ほど繰り返していた。

　まだ新年の挨あい拶さつが交わされる時期のこと、場所はマンションの自室である。ＰＣデスクの周囲には、弁当の空箱や栄養ドリンクの空きビンや脱いだままの下着や資料として使った本が散乱していた。

　液晶タブレットにペンを走らせる。

　画面には白黒モノクロイラストが描かかれ、影の白抜きをしていた。いわゆるハイライトを入れる作業で、最終的な段階だ。完成間近なのは本当だった。

　京きよう橋ばし悠ゆう斗とはイラストレーターである。

　ライトノベルの挿絵イラストを請け負っていた。

　最初に告げられた〆しめ切きりは１ヵ月前に過すぎ、３回の再設定を越えて、未納──

　担当編集者の永なが井い敬けい吾ごが、声を震わせて提示してきた最後の最終の絶対厳守のぶっちゃけた本当の裏〆切が、２時間前に過ぎていた。

　デスクトップの時計は10：15を表示している。今、16分になった。

　永井は印刷所に遅延のお詫わびを繰り返し、社内を駆けずり回って関係各所をなだめつつ、催さい促そくの電話をしてきている。

　完成原稿をメールで受け取りしだい、工場に直行するとのことだった。

『先生、限界です！　早くいただけないと大変なことになっちゃいます！　もう年明けから何日経たってると思ってるんですか!?　今巻は年末進行でアニメ合わせでコミック同発のキャンペーンもサイン会もあるから絶対に落とせない──って何度も何度も!!』

「わかってます！　これを！　これ！　今、セーブすれば、終わり……」

　ペイントソフトが反応しなくなった。

「あえ？」

　悠ゆう斗とは液晶タブレットを強めにペンで叩たたく。

　無反応。

　すぐマウスに持ち替えて、操作した。

　よかった！　マウスは動く。

　液晶タブレットがグズるのは珍しいことではなかった。よりによって、このタイミングで……とは思うが、もう保存したし、あとはファイルを送るだけ。致命的とはいえない。

　安あん堵どした瞬間──見慣れない青色の画面に切り替わった。




《アップグレードを開始しました。もうすぐ素晴らしいＯＳになります》




　思わず立ち上がり、液晶タブレットを両手で摑つかむ。液タブにはなんの罪もないが、連日の徹夜で追い詰められた脳に、そんな判断力は残っていなかった。

「ちょっ……ちょっ……!?　やめ……おまえ、ちょっ……」

『先生！　サイン会で〝新刊落ちました〟って告知する気ですか!?　サイン会じゃなくて謝罪会になりますよ!?」

「やめ……やめて……？」

『ユウト先生、聞いてるんですか!?　もう無理ですから！　いいかげんに……!!』

「ぶっこわすぞ、おまえッ!!」





　　　　　†






　悲鳴のような叫び声をあげながら、悠ゆう斗とは飛び起きた。

「あぁあぁぁぁあッ………………あ？」

　ベッドのうえにいる。

　蹴けとばした毛布が床に落ちていた。

　全力疾走の直後みたいに呼吸が荒くなり、鼓動が音リズムゲーのＥＸエクストラモードのように連打している。

　丸くて白いシーリングライトに、微細な凹おう凸とつのある白い壁紙。ピクチャーレールから吊つった《変猫》のタペストリーと、溢あふれそうな本棚と、木目調のフローリング。

　カーテンの隙すき間まから、夏の日差しが射さしこんでいた。

　やや古くなった大型のエアコンが、うなりをあげて冷風を流している。

　ベッドテーブルからスマホを手に取る。時刻は09：18で、編集からの着信はなかった。

　──夢、か。

　本当に夢ならよかったが、あれは半年前に起きた悪夢のような事故だった。

　結局あのときは、30分ほどで見慣れぬＯＳになったＰＣから、原稿をメール──担当編集が印刷所で土下座してくれて。

　無事……とは言えなかったけれど、納得できる作品が発売日に書店に並んだのだった。

「てか、ここは……僕の部屋……だよな？」

　悠斗の記憶が確かなら、自分の部屋は資料の本が床を埋め尽くし、ベッドの頭上と足元さえ占領され、冬場の猫のように丸くならねば寝られない混こん沌とんとした惨状だったはず。

　資料は本棚の前に積まれていた。

　デスクの周辺に転がっていたはずの、弁当やカップラーメンやペットボトルや栄養ドリンクといった修しゆ羅ら場ばの痕こん跡せきが、ゴミ袋に分別されている。

　しかも、悠斗は着替えた記憶もないのに、イベントで着ていたパーカーとＧパンではなく、Ｔシャツとチノパンだった。

　──どういうことか解わかるかね、ワトソン君？

　名探偵っぽく尋たずねてみても、答えは思いつかなかった。

　悠斗が首をひねっていると──

　ミステリーの犯人ならぬ、悠斗の汚部屋を片付けてくれたらしき何者かが、部屋へと入ってくる。

　ドアが開けられた。

「大丈夫ですか!?　すごい声が……」

「ホワッ!?」

　寝室に入ってきたのはアニメキャラ──《魔法少女カニバスター》の赤あか城ぎカニヤだった。

　──〝環境汚染の元凶たる人類の浄化〟を掲げる蟹かに界かい人じんにより、世界は滅亡に瀕ひんしていた。そのとき異世界からもたらされた魔法により、少女はカニバスターとなる！　環境問題を真っ向から語り（小学生女児が過激コスチュームで駆け回る）真面目まじめな社会派作品である。たぶん。

　スカートがＶ字に開き、下着……ではなく、魔導内装甲マギインアーマーが見えていた。頭には蟹の鋏はさみをイメージした左右非対称のリボンが結ばれている。

　悠ゆう斗とは頭を抱えた。

「まだ夢のつづきだったか……いや、幻覚のほうか？」

　徹夜しすぎただろうか。

　カニヤが心配そうに顔を覗のぞきこんできた。

「あの……すごく大きな声が聞こえましたけど、大丈夫ですか？」

「幻覚にまで心配されるとは」

「本当に大丈夫ですか!?　すごい汗です。なにか必要なものはありますか？」

「……じゃあ……水」

「はい、先生！」

　──先生!?

　魔法少女カニヤが自分を〝先生〟なんて呼ぶわけがない。いや、呼ぶかもしれないが、そもそも彼女はアニメキャラだ。












　冷静に考えて、夢の中ではない。たぶん幻覚とも違う。

　つまり、寝室に入ってきた少女は、いわゆる〝レイヤーさん〟だった。

　コスチュームプレイヤー。この場合は、アニメやマンガのキャラクターの格好に仮装する人のことを指す。

　彼女が水を持ってきてくれた。

　コップを受け取り、一気に飲み干す。

　寝ね惚ぼけた頭がスッキリしてから、よくよく見てみれば、知っている顔だった。

　昨日のイベント（夏コミ）で、売り子をしてくれた少女だ。サークルの手伝いは初めてだったらしいが、不慣れにもかかわらず頑張ってくれたのを覚えている。

「えっと……君はたしか……」

「あ、乃の木ぎ乃のノの香かです」

　初めて聞く名前だった。

「そういや、本名は知らなかったな」

「わわっ……そうでした！　〝ののの〟ですっ」

「あ、その名前は聞いたね」

「はい、ＣＮコスネームですっ」

　ＣＮというのは、コスプレイヤーが使うＰＮペンネームやＨＮハンドルネームみたいなものらしい。

　彼女が、ぺこりと頭を下げた。

「すみません。昨日、ちゃんと自己紹介してなかったから……」

「いやいや……僕がちゃんと聞いてなかったんだろう、たぶん。ぼーっとしてたから」

「イベントの日ってバタバタしてますものね」

「それもあるけど……寝てなかったもんで」

「お仕事だったんですね」

　ぽりぽり、と悠ゆう斗とは頭をかいた。

「んー。仕事の絵は、日付が変わる前には納品したんだけどね」

「寝つけなかったとかですか？」

「ここ３日ほど徹夜で仕事の絵を描かいてたから……終わった瞬間に、ウオー好きな絵が描けるぞー、ってテンション上がっちゃって。そういうときってあるよね」

　彼女が曖あい昧まいな表情を浮かべた。

「……徹夜で描いてたのに、ですか？」

「結局、出発時間まで描いてたもんで。あ、そういや、そのままだったかな」

　ベッド脇のサイドテーブルに置いてある銀色の iPad Pro を手に取る。指紋認証を兼ねるホームボタンを押すと、終了させたときのままのアプリ画面が浮かび上がった。

「ちょうど、カニバスターを描かいてたんだ。落書きだけど」

　覗のぞきこんだ乃の木ぎが、甲かん高だかい声をあげる。

「ふわー!?　これで落書きなんですか!?　本にしないんですか!?」

「そりゃまぁ、解像度も低いし」

「わたし、すっごい欲しいです！　先生の描いたカニヤちゃん、見たがる人も多いと思いますよ!?」

　──年下の女の子に〝先生〟なんて呼ばれるのは、くすぐったいな。

「まぁ、気が向いたら pixiv にアップするかも、ってくらいで」

「ぜひぜひ！」

　話が盛大に脱線してしまった。

　落書きのことより、先に解決すべきことがある。

「えっと……乃木さん」

「よかったら、乃のノの香かって呼んでください」

「あ、う」

「〝ののの〟でもいいですけど！」

　リアルでは恥ずかしいよ、それ。言いにくいし。

　イラストレーター仲間のペンネームも、往来では口にするのも憚はばかられる奇き矯きようなものが稀まれにある。お互いに本名は名乗らない。飲み会の席などではいいが、周りに一般人のいる場所で呼ぶときは、地味に困るのだった。

　悠ゆう斗とは〝ユウト〟と本名をカタカナ表記にしたものをペンネームとして使っている。

「じゃあ、乃ノ香さん」

「なんでしょうか、先生！」

「僕の目には、君がコスプレしてるように見えるんだけど……どうしてだい？」

「はうぅ……」

　カァッ、と乃ノ香が顔を赤くする。

〝顔が赤くなる〟という表現が誇こ張ちようではなく、ペイントソフトの《塗ぬりつぶしツール》で色を置いたみたいに変わるのだ、と初めて知った。

　耳まで朱色に染そまる。

　瞳ひとみが潤うるんだ。

　──え？　これ、泣きそうなんじゃ？

　悠斗は慌ててしまう。

「ご、ごめん！　なにか理由があるんだよね!?」

「……はい」

「イベントの帰りは、着替えてたもんな」

　同人イベントはコスプレ姿のまま帰宅するのはルール違反だ。彼女も他の売り子と同じように着替えを済ませていたはず。

　思い出してきた。

　イベントの終わり頃ごろ、友人が声をかけてきたんだ。
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「よぉー、おつかれサン」

　夏コミの、まだ熱気の籠こもった会場で、悠ゆう斗とのサークルスペースに男がやってくる。

　金ネックレスにアロハシャツだけでも怪あやしいのに、丸サングラスとサンダルというハワイの浮かれた観光客みたいな格好をしていた。

　同業者で友人──つまり、イラストレーター仲間の倉くら山やま錦にしきだ。

　仲間といっても、錦はプロの絵え描かきとして10年以上のベテランである。ライトノベルの挿絵イラストだけでなく、ゲーム原画やアニメキャラデザの経験もあった。プロになって３年目の悠斗にとっては大先輩だ。

　しかし、堅苦しい雰囲気は苦手だとかで、上下関係なしの友人づきあいをしていた。

　悠斗は片付けの手を止める。

「そっちは、もういいのか、錦」

「ナガチーが仕切ってるからね。俺が居ないほうがスムーズなんよ」

　彼が〝ナガチー〟と呼んでいるのは、編集の永なが井い──悠斗の担当編集でもあった。

　売れっ子作家のサークルを編集が手伝うことは割とよくある。

　友人としてなのか、接待の一環なのか、親切心からなのか……悠斗には親しい編集がいないからよくわからなかった。

　一流大学を卒業した学力があり、複雑な暗算を瞬時にこなし、事務作業を並列処理でき、オタク知識を持ち、接客もでき、作家の性格や癖くせも熟知している──そんな完かん璧ぺき超人が手伝ってくれたら大助かりなのは間違いない。

　しかし、悠斗にとって編集者はあくまで仕事相手なので、気疲れしそうだな、とも思った。

　錦がスペースを眺ながめる。

「ユウトんトコは、今日も余裕の完売か。オメデトサン」

「ありがと。思ってたより、時間かかったけど」

「むしろ絞りすぎだと思うがね。ま、そのへんの話は今はいいやな。打ち上げ、どうせ何も決めてねえんだろ？」

「前と同じトコでいいかなって」

「おいおい……あの店も悪くはないけどよ？　連続じゃねえか。俺が手配してやるから他へ行こうぜ？」

「じゃ、任せるよ」

　おっしゃ！　と錦にしきが周りに声をかける。

「みんな、サイコーな肉を食いに行くぞォ！　ユウト先生のオゴリちゃんで！」

　やったー、と売り子さんたちから歓声があがった。

　ウチの売り子さんのぶんしか出さないからね──と悠ゆう斗とは、錦に釘くぎを刺しておいた。

　ふと尋たずねる。

「永なが井いさんも来るんだよね？」

「ん？　ナガチーは帰るらしいぜ。仕事が山積みなんだと」

「そ、そか」

　世間はお盆休みだってのにな。

　後片付けをして、錦が予約してくれた店に移動した。




　３時間後──

　銀座の焼肉屋《武蔵むさし》。屋内にもかかわらず個室に玉たま砂じや利りの坪庭がある。和風モダンな内装が、上品で落ち着いた雰囲気だった。












　コース料理は平らげ、今は飲み会と化している。

　売り子さんのうち遠方から来ている人や、疲れている人が帰り、残るは六人ほどになっていた。

　大きなテーブルの端はしっこで、悠ゆう斗とは錦にしきと向き合っている。ここだけ二サ人シで吞のんでいるかのようだった。

　赤ら顔をした錦が、ウイスキーグラスを片手に力強く断言する。

「だぁーから、今は巨乳だって！　巨乳はいいぞ、癒いやされる。あれこそ神が人類に与えた救いだ」

　悠斗は肩をすくめた。

「おいおい……なに言ってんだよ、大丈夫か？　吞みすぎてんじゃないか？」

「俺はヨッテナイ！」

「酔よっぱらいは、みんなそう言うんだよ」

「いいかげん、ユウトも巨乳を描かけ！」

「たまには描いてるだろ」

「少ない！　なぜ、オマエは、いつもヘソなのだ！」

「はぁ!?　おヘソのなにが悪いんだよ！　かわいいじゃんか！」

　悠斗も充分に酔よっぱらいだった。

　錦がグイッとウイスキーをあおる。響17年は少量ずつ味わって飲むような強い酒なのだが……

「巨乳はいいぞ。まず本が売れる！　売れるってことは大勢が嬉うれしいってことだ！　みんなに喜んでもらえてこその絵描きだろ!?」

「でも錦のはＲ18だろ。僕は未成年でも買える本が作りたいんだよ。自分が高校生のとき、どっかの誰かさんが原画やってるゲームが買えなかった苦い経験があるんでね」

「あん？　誰のだそれ？」

「言わないけど」

「ま、エロを描けとは言わんが、もうちょっと芸風を広げようぜ。ヘソばっかじゃねえか」

「いいじゃんか、おヘソ！」

「そんなん、男にだってあるだろ！」

「いやいやいや……かわいい女の子のおヘソだから、いいんだよ！　指先でちょちょっといじってみたくなる感じが」

「マニアックすぎる！」

　周りに売り子の女性もいるというのに、思い出すだけでも頭の痛くなる会話を繰り返すこと、さらに１時間──

「お～い、ユウト？　ユウト？」

「ん……に……起きてる……起きてる」

「寝言じゃねえか。そろそろ、解散するぞー？」

　錦にしきがため息をついた。

　周りを見回す。

「誰かー、池袋ブクロのほうに帰るヤツいねえ？　俺、秋葉原アキバなんだわ」

　どちらも山やまの手て線の駅だが、打ち上げをした銀ぎん座ざからだと、通り道とは言えない位置関係だった。

　おずおず、と一人が手をあげる。

「あの……わたし、ときわ台なので……」

　乃のノの香かだった。

　もちろんコスプレ姿などではなく、タンクトップのうえに白のサマーニット。下はピンクのキュロットをはいている。

「お、マジで？　そんじゃ、頼むわ！　ここに住所を書いとくから、運ちゃんに渡して。これタクシー代ね」

「こんなにですか!?」

「足りなかったら、あとで請求してくれな、ユウトに」

「は、はい」





　　　　　†






　……思い、出した。

　女性に送らせるなよォ！　と内心で叫びつつも、悠ゆう斗とは文句を言えなかった。潰つぶれるまで吞のんでしまったのは自分だ。

　改めて乃ノ香を見る。イベント当日は眺ながめる余裕もなかったけれど……

　瞳ひとみが大きくて印象的だ。

　艶つややかな黒髪を頭の後ろで留めていた。これはカニバスター（赤あか城ぎカニヤ）の髪型か。

　錦が連呼していたせいか、つい胸元に視線が行ってしまう。衣装の輪郭が歪ゆがむほど大きかった。魔法少女カニヤは胸が控えめな小学生女児なので、むしろ設定からは外れているが……

　ほどよく引き締まったお腹なかの中央に、形のいいおヘソがあった。このヘソ出しのデザインこそ、悠斗が同人誌を描かいた理由と言ってもいい。

　スカートがＶ字に開いて、丸見えだった。設定では、パンツじゃないから恥ずかしくないらしい。コミケ会場では肌色のタイツをはいていたはずだが、今は素肌のままだった。

　じっと見つめていたら、乃ノ香が身をよじる。

「あ、あの……」

「おわっ、ごめん！　そ、そうそう、思い出した！　送ってもらったんだよね!?」

「はい」

　タクシーに乗せられ、マンション前で鍵かぎを出したのは、うっすら覚えている。

　けれどもミステリーは解決しなかった。

　──送ってくれたことと、ウチでコスプレしてることが繫つながらない！

　普通は部屋に送り届けたら帰る。ものすごく親切な人でも、せいぜいベッドに寝かせるまでではなかろうか。

　むごいほど散らかった部屋を片付け、朝までいて、しかもコスプレを？

　悠ゆう斗とは不安になった。

　──まさか、僕が着替えるように言ったんじゃないだろうな。

　コスプレをさせただけなら、まだ笑い話だ。部屋の片付けまでさせたなら、かなり酷ひどいと思うが、謝罪とお礼で済む範囲だろう。

「そ、それ以上のことをしてないだろうな……？」

「先生？」

「……僕、昨夜……なにか、しちゃった？」

「あ……覚えて、ない、ですか」

　乃のノの香かが声を震わせた。

　悪夢とは別の理由で悠斗の心拍が加速する。ごくり、と空から唾つばを吞のみこんだ。

「な、なにを……？」

「いえ、その、先生が覚えてないなら、わたしは気にしませんから」

　目を伏せ、そんなことを言われた。

　やめて！

「あわわ……教えてくれ！　昨夜の僕は何をしたんだ!?」

　乃ノ香が瞳ひとみを潤うるませた。何度か頼むと、意を決したように唇を開く。

「せ、先生が……玄関前で……」

「はい」

「……わ、わたしに、抱きついてきちゃって」

「な、ん!?」

　彼女が言いよどんだ。

　つづきは!?　抱きついて、どうしたのか!?

「あの……か、かけられちゃって」

「何をー!?」

「先生の……食べたものを……」

「はい？」

「え、えっと……まーらいおん？」

「リバァァァァァァァァァァァァァァス!?」

　悠ゆう斗とは土下座した。

　人は取り返しのつかない失敗をしたとき、地面に両手両膝ひざをつき額を打ち付けることでしか気持ちを示せないのだと知る。

　武士なら切腹モノだった。

　乃のノの香かが焦ったような声をあげる。

「あ、あの、先生、大丈夫でしたから！　着替えも、これ持ってましたし！　平気ですから！」

　なるほど──私服がゲロまみれになったせいでコスプレ衣装に着替えたのか。わざわざウィッグまで付けたのはコスプレイヤーとしての習慣だろう。

　そして、露出度の高い衣装では、帰宅できないのも当然だった。

　ごめんなさい！

　平気ですから！

　というやり取りを繰り返していたら──




　誰かが玄関扉を開けた。勝手知ったる他人の家というやつで、どんどん入ってくる。

「ウィース。ユウトー、まだ寝てんのか？　おっじゃまァ…………あ？」

　コスプレ姿をした乃ノ香と、土下座している悠斗。

　錦にしきが目を血走らせ、見開いた。




「こ、これは……土下座してでもお願いするレベルってやつか！」




















　錦にしきが電子タバコをくわえる。

　ぷはぁ～と息を吐くと、白い煙が広がるが……すぐ消えた。タバコ特有のニオイはない。

「負けた」

「なに言ってんだよ？」

　場所はベッドやＰＣデスクのある部屋から、コタツのあるＤＫダイニングキツチン側に移っている。ここも昨日まではゴミに埋まっていたはずだが、今は人間の住める場所だった。

　だん！　と錦がコタツテーブルのうえに箱を出す。

「ファンからの差し入れに、すげえ酒があったんだ！」

　青黒い箱には、JOHNNIE WALKER Blue Label の箔はく押おしがあった。

　悠ゆう斗とは酒に詳しくないけれど、わざわざ錦が持ってくるくらいだから、高価で美う味まいのだろう。

「またファンから？　すごいな……」

　高級酒そのもの以上に、絵を見た人からの心尽くしが羨うらやましいと思った。

　錦にしきがうなずく。

「ありがたいことだと思うぜ。本を買ってくれてるわけだから、絵の対価は充分に貰もらってるってのに、そのうえプレゼントまでくれるなんてよ」

「本当だね……」

「ま、ニコ生で〝夏コミ３日目ってば、俺様の誕生日だからウイスキーよろしく！〟って言ったせいだと思うけど」

「最悪だ！」

「俺だって、本当にくれると思ってなかったの！」

「どうするつもりなんだよ、それ」

「吞のむさ。楽しく吞むのがお酒様を頂ちよう戴だいした者の権利と義務ってもんだろ。ユウトもどうだ？　こいつは良いものだぞ──と一緒に吞むつもりで来てみりゃ、ドン！　コレよ」

　彼が手で示した先には、お皿を持った乃のノの香かがいた。

　はてな？　と彼女が小首をかしげる。

　錦がうなだれた。

「俺の、負けだ！」

「いやいやいや……それ勝ったとか負けたとか言うの、いろんな方面に無作法すぎるからね？　謝れ？」

「俺は全すべてを勝ち負けで判断するんだよ！」

　難儀な性格の男だった。

　困ったような顔をして乃ノ香がお皿をコタツテーブルに置く。

「あの、朝食を作ってみたんですが……いかがでしょうか、ユウト先生？」

「あ……なんか、ごめん。かなりなことをしてしまったのに」

「もう気にしてませんから、本当に平気です。あ、でも、先生のお身体からだのために吞みすぎはダメですよ？」

「うん、気を付けるよ」

　並べられたのは、トーストとハムと目玉焼きとソーセージ。ほうれん草が添そえてある。それとコップ一杯の牛乳だった。

　錦が身を乗り出す。

「うおー、すっげーすっげー。喫きつ茶さ店のモーニングみてえ」

「料理、上う手まいんだね」

　なにより悠ゆう斗との家にある調理器具で、これを作れたことが驚きよう愕がくだった。

　乃ノ香が照てれたようにはにかむ。

「コンビニで買ってきて……フライパンで焼いただけなので」

「その格好コスプレでコンビニに行ったの!?」

「コート、お借りしました。夜でしたし」

「な、なるほど……」

　夏の夜にコート姿で、その下はヘソ出しのコスプレなんて、属性を盛りすぎだった。

　しかし、自分のために無理をしてくれた彼女に、そんなことは言わない。

　くっ……と錦にしきが目元をぬぐった。

「俺がファンから貰もらった酒に浮かれているとき、まさかユウトは売り子の巨乳な美少女をお持ち帰りしていたなんて！」

「おいおいおい、本人の目の前で〝巨乳〟とか言うな!?　失礼だぞ」

「コスプレさせてるヤツが言うか!?」

　たしかに、それどころではなく失礼なことをしたのは、間違いなかった。

　乃のノの香かが恥ずかしげに肩をすぼめる。

「そ、そんな、大きくないですよ……コスのせいです」

　思わず胸のふくらみを凝視してしまった。

　悠ゆう斗とは視線を引ひき剝はがす。

「あと〝お持ち帰り〟なんてしてない。錦が送らせたんだろ!?　まぁ、ちょっと事情があって、私服をダメにしちゃったのは僕だけど……」

　思い出すと凹へこむ。

　ぐいっ、と錦が顔を近づけてきた。

「は？　えっと……なに？　おま、この状況で、なにもしてないって言い張るの？」

「してないんだから、当然だろ。事実だよ」

　ゲロをぶっかけているから厳密には〝なにもしてない〟ということはないが、錦が言っているような意味のことはしていなかった。

　記憶はないが、していないはずだ。

　錦が顔を歪ゆがめた。

「だって、お持ち帰りだぞ!?　朝まで一緒にいて、コスまでさせて……誤ご魔ま化かさなくていいぜ？　俺はそういうのオープン派なんだぜ？　愛があればオッケー派？　愛の種類はイロイロ派だし！　博愛主義っての？」

「そういうのは〝節せつ操そうがない〟って言うんだ。本当になにもしてない……して、ないんだよね？」

　改めて乃ノ香に確認する。

　彼女が首をかしげた。

「なにか……ですか？」

　錦がわきわきと指を動かして、唇をすぼめる。へこへこ腰を動かした。

「揉もむとか！　吸うとか！　オフパコとか！」

「やめい！」

　その後頭部に林りん檎ごペンを刺した。

「痛ー!?」

　錦にしきが床でのたうちまわる。

　乃のノの香かが頰ほおを染そめた。

「あぅ……あ、あの……そういうの……よくわからないんですけど……見たこともない、ので」

　床に転がったままの錦が笑う。

「ははは……でもコミケに来てるくらいだし、経験なくても、Ｒ18の本くらい見たことあるでしょー。そういや、俺の新刊、持ってきたんだけど見てみる？」

「ダメですので！」

「ありゃ、男性向けＲ18はキライだった？」

「そ、そうじゃなくて……」

「ハッ！　まさか俺の作風がダメ!?」

　錦が青ざめる。

　悠ゆう斗とは腕組みしてうなずいた。

「女性には不評かもな」

「真面目まじめに言うなよ！　けっこうガチで傷つくんだぜ、やめろよォ！」

　わわっ、と乃ノ香が両手をワイパーみたいに左右に振った。

「そうじゃないんです！　二に色しき先生の絵もかわいいとは思ってるんですけど！」

　ちなみに〝二色〟というのは、倉くら山やま錦のペンネームだ。

　乃ノ香が力強く言う。




「わたし、14歳だからＲ18の本は、読んじゃダメなんですー!!」




　悠斗と錦は石化。

　言葉を受け入れるのに、しばらくの時間が必要に。

「え……？」

「マジかよ。ユウトん家ちのエアコンより新しいぞ、この子！」

「その表現はどうなんだ!?　事実ではあるけれども……ええっと、つまり、僕より８歳も下なのか。中学生なの!?」

「俺より14も下かよ……てかダブルスコアじゃねえか。俺が中１でセンズリこいてたとき、まだ精子だぞ、これ」

「やめい！」

　悠ゆう斗とは錦にしきの頭頂部を iPad の角で突いた。

「はげるッ!?」

　錦が頭を抱えてうずくまった。

　乃のノの香かが頰ほおを染そめて視線を逸そらす。

「え、エッチなのは、ダメなんです……よ？」

「はは……そうだよね」

　悠斗は苦笑するしかなかった。

　錦が起き上がる。

「しゃ～ねぇ出直すか！　ユウト、酒は預けとくから、また夜にでも吞のもうや」

「あ、うん」

　そもそも昼間から吞む気はなかったが。

　彼が耳打ちしてくる。

「……ユウト、この子にエロ知識を教えこむのは、事案だぞ」

「ちょっ……変なこと言うなよ。教えるわけないだろ」

　むしろ、猥わい褻せつな単語を連発しているのは錦のほうだ。彼は呼吸するように卑ひ語ごを発する。

　それを自覚しているから帰ることにしたのか？

　錦に比べれば道徳をわきまえていると自認する悠斗だったが、改めて禁止となるとプレッシャーを感じる。

　サンタクロースを信じている子供を前にしているような緊張感を味わうのだった。

　もしくは〝あつい〟と言ったら死ぬデスゲームとか。
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　錦が帰って、部屋が静かになった。

　せっかくだから、乃ノ香の作ってくれた朝食をいただく。

　彼女も悠斗が起きるのを待っていたらしく、二人でコタツを挟んだ。

「これ、夏なのに出してるんですか？」

「片付けるのが面倒なのと、錦とかが遊びに来て、そのまま寝ちゃうことがあるからね」

「客用布団でもあるんですね」

「乃ノ香さん、今更なんだけど……外泊して大丈夫だったの？」

　中学生の娘さんが、独り暮らしの男の部屋にだなんて、自分が親ならバールのような物を持って迎えに行くところだ。

　彼女がうなずく。

「平気です。友達の家に泊まるって連絡しておきましたから。わたし、意外と信用されてるんです」

「そうなんだ」

「でも、先生がご迷惑だったのでしたら……」

「いやいやいや、とんでもない！　なんか、片付けまでしてもらっちゃって」

「あ、床に置いてあった本とか、勝手に動かしちゃいましたけど、大丈夫でしたか？」

「もちろん。〝置いてあった〟なんて上等なもんじゃなく、散らかってただけなんでね。仕事が忙しくなると棚に戻してる暇もなくて」

「食事はコンビニばかりですか？」

「はは……そんなことないよ。コンビニに行けるのは、まだ余裕があるとき。ヤバイときは買い置きのカップラーメンで済ませるし。さらに湯を沸わかす時間さえ惜おしくなったら、栄養ドリンク様があるから安心」

「安心じゃないです！」

　乃のノの香かが目を丸くしていた。

　思わず悠ゆう斗とはたじろぐ。

「あ、いや、マルチビタミンと整腸剤ビオフエルも飲んでるから……」

「ちゃんと健康的な食事をしてください」

　真剣な表情だ。

　ぽりぽりと悠斗は頰ほおをかいた。

「まぁ、そのほうが体力が続くから、結果的に効率がいいんだろうとは思うんだけど、絵から意識を離すのが嫌なんだ」

「あ……すみません。わたし、そういう感覚はわからなくて……」

「謝ることないよ、心配して言ってくれたんだから。自分でも根こんを詰つめるのは悪い癖くせだと思うんだけど、なかなか直せなくて」

　ぐぐっ、と乃ノ香が身を乗り出してきた。

「あ、あの！　よかったら、わたし、お手伝いします！」

「え？」

「こう見えても、家事とか得意なので！」

　たしかに、深夜のコンビニで材料を買ってきたとは思えないほど、久しぶりに健康的な朝食だった。

　部屋も片付いている。寝転がれるほど床が広くなったのは半年ぶりか。

「なんか……申し訳ない感じがするけど……」

「わたしが先生のお役に立ちたいんです」

「なんで？」

　我ながら間の抜けた質問をしたな、と悠ゆう斗とは思った。

　乃のノの香かが不本意そうな顔をする。

「好きだからに決まってるじゃありませんか！」

「ホワッ!?」

「わたし、ユウト先生の絵のファンって……言いましたよ？」

「あ、ああ……絵が好きね……あれ本当だったのか」

　イベントで初めて自己紹介されたとき、そんなようなことを言っていた気がする。

　正直、社交辞令だと思っていた。

　イラストレーターに向かって〝アナタの絵に興味ありません〟なんて言うヤツは少数派だ。ほとんど絵を見たことがなくても〝ファンです〟と言う人のほうが圧倒的に多かった。

　乃ノ香が拗すねたように唇を尖とがらせる。

「お世辞じゃないですよ。とくに《猫と宝石と銃のソナタ》のイラストが大好きなんですから」

　ライトノベル《猫と宝石と銃のソナタ》──通称《猫ソナ》は猫と宝石と銃の不思議な世界に迷いこんだ少年と少女の冒険物語だ。主役の二人はただの高校生のはずだが、普通なら戸惑うような状況でも、豪ごう胆たんに淡々と対処する異色の魅力があった。

　悠斗のイラストレーターとしてのデビュー作であり、アニメ化までしている。

「そうなんだ？」

　乃ノ香が視線を落とす。

「……実はわたし、ずっとアニメとかマンガって、ぜんぜん見たことがなかったんです」

　意外だった。

　今は熱心なコスプレイヤーなのに。

　悠斗はふと思う。

「もしかして……親御さんが、そういうの嫌ってるとか？」

　両親に禁止されていて、本やゲームを捨てられたという話は、ときどき見聞きすることがある。そういう環境なのだろうか。

　乃ノ香が少し黙りこんだあと、打ち明ける。

「……そういう《俺妹》みたいな家庭事情ではなく、ただ興味を持つキッカケがなかったもので」

「まぁそんなもんだよね」

「だから、クラスメイトが盛り上がってても、ついていけなくて。楽しそうだとは思うけど、良さがわからなかったんです」

「今はガチのレイヤーさんなのに……」

「ぜんぜんでした。でも中学に入って──クラスメイトに教えてもらったのが《猫ソナ》だったんです。そのイラストを、初めて素敵だと思えたんです……一ひと目め惚ぼれでした」

　じっと見つめられた。

　悠ゆう斗とは照てれて、戸惑ってしまう。

《猫ソナ》は悠斗の初仕事だったから苦労したが、渾こん身しんのイラストばかりで自分でも気に入っている。

　だから挿絵を褒ほめてもらえるのは嬉うれしい。のたうちまわるほど嬉しい！　嬉しいのだが、思わず視線を逸そらすほど照れ臭かった。

「ど、どうも……」

「それからは、だんだん他の作品も楽しめるようになって……でも、全すべてのきっかけは、ユウト先生のイラストだったんです」

「そうか……なるほど……うん、よくわかった」

「信じてもらえましたか？」

「もちろん。じゃあ、えっと……乃のノの香かさん、お手伝いをお願いします」

「はい！　わたし、がんばりますので！」
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「そうと決まったのはいいけど……どうするかな？」

　悠斗は首をひねった。

　食事の用意や、片付けを任せるべきか。しかし、いつも掃除をしていないので、いざ頼むとなっても、指示が出せなかった。

「まずは水回りからお掃除しようと思います。台所、お風ふ呂ろ、トイレとか」

「じゃあ、それで」

「部屋に散らばってた服、洗濯しちゃってもいいですか？」

「うん。あ、洗濯といえば、乃ノ香ちゃんの服なんだけど……それも洗ったほうがいいよね？」

「えっ……？」

　彼女が戸惑ったような表情を浮かべた。

　昨夜、悠斗が汚してしまった服のことなのだが──彼女が申し訳なさそうに言う。

「さすがに、洗濯してもダメっぽかったので」

「あわわ……」

「先生の服も脱いでもらって、一緒にビニール袋に入れちゃってるんですけど……洗濯したほうがいいですか？」

「捨てちゃっていいデス！　むしろ、服は弁償するから！」

「えっ、そんな……」

「いやいやいや、頼むから弁償させて」

「んー……わかりました」

「よかった」

　それは嬉うれしいんですが……と乃のノの香かのほうから、別のお願いをされる。

「なにか服を貸していただけないでしょうか？　これだと……ちょっと外に出られないもので」

「軽く捕まりそうだよね」

　イベント会場ではよくても、公共交通機関を利用していい格好ではなかった。ほとんど水着も同然だ。

　しかし、悠ゆう斗との服だと大きすぎるだろう。ゆるくシャツを羽は織おるのもファッションとしてはアリかもしれないが。

「……他にウチにあるのは、こんな制服くらいだな」

「わぁ!?　《猫ソナ》のコスじゃありませんか！」

《猫と宝石と銃のソナタ》のヒロイン──洋琴ぴあのが着ている制服のコスプレ衣装だった。

　色は明るめの青だが、型はよくあるブレザーとブラウスとチェックのスカートだ。

　乃ノ香がおそるおそる訊きいてくる。

「先生、着たんですか？」

「女装の趣味はないからね!?　グッズのサンプルとして送られてきたんだよ」

「残念です」

「そこは安心してほしかった」

「ウィッグつけたら、似合うと思うんですけど」

「僕をその道に導かないように。女装に偏見はないつもりだけど、自分が似合うとは思えないからね。なんにしても、この服はどう？」

「えっと……色は明るめですけど、生き地じはしっかりしてるし、知らない人にはコスプレだってわからないと思います。これをお借りしてもいいですか？」

「どうぞ」

「すぐ着替えてきますので！」

　コスプレイヤーだからなのか、女の子とはこういうものなのか……衣装を抱きしめて嬉しそうに笑みを浮かべた。

　着替えるために、ＰＣやベッドのある部屋の間仕切りを開ける。

　途端に一匹の猫が入ってきた。

　黄茶色に黒の縞しま々しまが入った虎とら柄で、顔もどことなく虎っぽい。小さい猫のくせに貫かん禄ろくがあった。

　不満そうな鳴き声をあげる。

　ニャゴー。

　悠ゆう斗とは腰を浮かせた。

「そういや、まだゴハンを出してなかったな」

「あ、いっぱい鳴かれたから、ちょっとあげちゃいましたけど……キャットフード」

「どんくらい？」

「パッケージに１食は80ｇって書いてあったので……」

　ちゃんと計量して与えたらしい。真面目まじめな子だ。

「充分だね。さては食べてない振りして、僕からも貰もらおうとしたな？」

　ジト目を向けると──小さな猫は素知らぬ顔をして、尻尾しつぽを揺らしながらエアコンの風が当たる涼しそうな場所へ行き、寝ころんで丸くなった。

　乃のノの香かが表情をゆるめる。

「かわいいですねぇ」

「んー……まぁ、そうか……な？」

「なんて名前なんですか？」

「ワコム」

「え？」

「他意はない猫の名前だからね、ワコム。あと、名付けたのは本当の飼い主である姉さんだ。飼いはじめてから猫アレルギーが出ちゃったらしくて」

「あらら……」

「ときどき様子を見にきて、鼻水たらしながら撫なでてるよ。まぁ、アレルギーじゃ仕方ないし、ひと通りの躾しつけはされてるから」

「お利り口こうさんなんですね」

「餌えささえ忘れずにあげてればね」

　忘れて出掛けると、頭が良いぶん報復も酷ひどいのだった。
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　猫談義を終え──

　乃ノ香には脱衣所で着替えてもらうことにした。

　悠斗が住んでいるのは、築20年の賃貸マンションの６階だ。エレベーターはあるが、オートロックはない。

　玄関扉を開けると短い廊下があり、右にトイレ・左に脱衣所の扉がある。脱衣所には洗濯機が置かれ、浴室へと繫つながっている。廊下の先はＤＫダイニングキツチンで、曇くもりガラスの仕切りの奥に、仕事部屋があった。

　悠ゆう斗とは仕事部屋へ行き、ワーキングチェアに腰かける。

　机に転がしてあるマウスに触れると、沈黙していた液晶ディスプレイの電源ランプに青色の光が灯ともった。

　ほどなく、アニメ絵の壁紙のうえにアイコンの並ぶ画面が表示される。

　メーラーをクリック。

　仕事と挨あい拶さつのメールがわんさと受信された。

「うわ……」

　返信しなくてはならない。イベント後なので事務作業もあった。今日は丸ごと潰つぶされるだろう、と憂ゆう鬱うつな気分になる。

　ごそごそ、と脱衣所のほうから、衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。

　キーボードを叩たたく手が止まる。

　──14歳が着替え中か。

「いやいや……だから何だよ？　集中しような、集中。メールの返事も仕事のうちだし」

　しかし、悠斗はメールを書くのが大の苦手だった。メールに限らず文字と数字は全すべて苦手だ。返信一つよりも、イラスト一枚のほうが精神的には楽だとさえ思える。

　じりじりとした時間は実際よりもずっと長く感じた。

　脱衣所のドアが開く。

　青色のブレザーにチェックのスカートをはいた乃のノの香かが出てきた。

「先生、どうでしょうか!?」

「お、おう……」

　設定よりもスカートが短いんじゃないか？　襟えりの開きも……いや、これは着ている子の体形のせいか。絵を描かいているときは普通だと思ったが、自分の部屋に居ると存在感がものすごい。

　乃ノ香が自分の格好を見下ろし、スカートの端はしをつまんだ。

「どこかおかしいですか？　やっぱり、中学生には高校の制服は似合いませんか」

「あ、いや……いいと思うよ！」

　容姿を褒ほめる語ご彙いに乏しい悠斗だった。

「よかったです！　それじゃ、お掃除しますね。先生はお仕事ですか？　がんばってください」

「……はい」

　家事を任せられて、仕事に集中できる。そのはずだったが……

　乃ノ香が視界の端を通るたびに、そちらを見てしまい、いつもの半分も集中できないのだった。




　夕方──

　晩御飯には手作りのハンバーグとスープが並んだ。食後は清潔になった風ふ呂ろに入り、きちんと畳たたまれたタオルで身体からだを拭ふく。

　脱衣所に用意されていた寝間着は、新品みたいに丁寧に畳まれていた。

　──家事してもらうのって……いいなぁ。

　実家暮らしなら珍しくないのかもしれない。しかし、母親にやってもらうのと、制服姿の女の子にやってもらうのは違う。いや、制服は関係ないな。ない、はず……たぶん。

　とにかく、悠ゆう斗とのテンションが上がるのは確かだ。

　寝間着姿で仕事部屋に戻ると、乃のノの香かがコップを持ってきた。

「水出しの紅茶を作ってみました」

「喫きつ茶さ店みたいだね」

「ティーバッグを使った、簡単なやつですが」

「へー」

　キンと冷えたアイスティーは、水のように飲みやすく、それでいてしっかり紅茶が香る。

　風呂上がりの悠斗には、素晴らしく美お味いしく感じられた。

「うまぁー!!」

「うふふ……よかったです」

「実は、風呂って、ちょっと好きじゃなくてさ」

「どうしてですか？」

「時間の無駄な気がして。入ってるときは絵が描かけないし、なにかを見てるわけでも、誰かと情報交換してるわけでもないし」

「そこまで……」

「でも、こんな美う味まいものが飲めるなら、悪くないな」

　乃ノ香が嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　ぽつりとこぼす。

「わたしも、汗、流したいな……」

「ん？　ああ、いっぱい動いたもんね。よかったら、お風呂を……」

　言いかけて別のことを連想してしまい、悠斗は思わず固まる。

　──変な意味に取られたら困るな。

　乃ノ香のほうも、そういう意識はなかったらしい。スマホで時間を確認して、少し慌てた声をあげる。

「わわっ……そろそろ帰ります。２日も外泊できないので！」

　まだ９時前だったが、相手は14歳だ。陽ひが落ちてから帰すのも遅すぎるくらいだった。

「駅まで送るよ」

「スマホのナビがあるから平気です。先生はお仕事、がんばってください」

「……そか」

　結局、見送りは玄関まで。

　乃のノの香かが小さなスニーカーを履はき、ペコリとお辞儀する。

「おじゃまいたしました」

「すごく助かったよ。ありがとう」

「よかったです！　とても楽しかったです。昨日のイベントも……不慣れで、あまりお役に立てなかったかもしれないですけれど」

「とんでもない。できれば次も頼みたいと思ってる」

「本当ですか!?　がんばります！」

　それでは失礼します──と乃ノ香は別れの挨あい拶さつを残して、帰っていった。

　ドアが閉じられる。

　玄関で、悠ゆう斗とは立ち尽くした。

　妙に静か。

「…………いやいや……これが当然で……僕の日常なわけだし」

　ニャーと鳴いたワコムを抱きあげ、ＰＣデスクに戻る。

　まだ返信すべきメールが残っていたが、そんな気分にならず、ＳＡＩサイを起動した。

　無心に落書きをする。

　猫は膝ひざのうえ。

　ピヨコン、と電子音が鳴った。

　ツイッターにＤＭダイレクトメツセージが来たらしい。

　そういえば、夜に吞のもうと言っていたから、錦にしきからかな？　と確認する。





　　　Twitter　今

　　　ののの

　　　先生、本日はありがとうございました。

　　　少しはお役に立てたみたいで、よかったです。

　　　もしもお邪魔でなければ、またお手伝いをしに行ってもいいでしょうか？






















　チャイムの音で目が覚めた。

　しかし、身体からだが動かない。

　２度目を鳴らされる。ＮＨＫは払っているから、セールスか宗教か？

　無視した。

　しばらくして、ピヨコン、とスマホから通知音があがる。

「……ん？」

　ベッドテーブルを手でまさぐり、スマホを摑つかんだ。頭上に持ってきて、まだ重たい瞼まぶたを開く。





　　　Twitter　今

　　　ののの

　　　先生、お留る守すでしょうか？






「おわっと！」

　飛び起きて、玄関へ向かった。

　扉を開けると、夏の陽ひ射ざしに照てらされた乃のノの香かが安あん堵どの表情を浮かべる。制服姿だった。

「あ、こんにちはです！」

「ごめん……そんな時間だったか」

「すみません。もしかして、寝てらっしゃいましたか」

「もう昼過すぎなのにね。もっと早く起きて待ってるつもりだったんだけど……」

　時刻は３時を回っている。

　乃ノ香はセーラー服を着ていた。先日のようなコスプレ衣装ではなく、通っている中学校のだろう。

　紺色の襟えりに白線が入り、赤いリボンを結んでいる。

　ボストンバッグとエコバッグに、紙袋まで提さげている大荷物だ。

　玄関で立ち話を続ける理由もないので、招き入れる。

「わぁ、涼しいです」

　部屋に入ってきた彼女が、吐息をついた。

　エアコンの前に立って、気持ちよさそうに風を受ける。

　まだ外は暑かったのだろう──乃ノ香のなめらかな肌には玉の汗が浮かんでいた。

　悠ゆう斗とはまじまじと見つめてしまう。

「そうか……中学生くらいの子だと肌のキメが細かいから、水をはじいて玉になるんだ」

「な、なんですか、急に!?」

「ああ、いや、つい。中学生を間近に観察できる機会なんて、そうそうないから」

「そうなんですか？」

「現役中学生にとっては、同級生なんて珍しくないだろうけど……それなりの歳としになると、下へ手たに近づいたら通報されるよ。教師とかに」

「あはは、そんなことありませんよー」

「いや、あったからね」

「……え？」

「え？」

　悠斗は視線を逸そらした。

　すこし前、錦にしきが悪気なく話しかけて面倒なことになったのだが……友人の過去は無む闇やみに語らないほうがよさそうだ──今、学んだ。

　乃ノ香が小首をかしげる。

「不思議ですね。わたし、ユウト先生に声かけてもらったら、すごく嬉うれしいですよ？」

「ど、どうも……いや、でも、そういう問題じゃなくてね」

　いまいち理解されていない様子だった。

　乃のノの香かが買ってきた野菜などをエコバッグから冷蔵庫へ移していく。

「今日はピーマンとズッキーニが安かったです。夏ですねぇ」

「なんか関係あるの？」

「え？　だって、夏野菜じゃないですか……」

「季節で野菜の値段って変わるんだ？」

　ろくに自炊しないので、悠ゆう斗とは野菜に関する知識が乏しかった。

「ご実家で、お遣つかいはしませんでしたか」

「覚えがないな。家事を手伝わせない親だったから」

「ああ、そのせいで……」

「なに？」

「この家……柔軟剤がなかったので」

「ジュウナンザイ？」

　洗濯をするとき洗剤とは別に使うものがある──と初めて教えてもらった。

「へえー。乃ノ香ちゃんて、詳しいね」

「普通ですよぉ。洗濯機のマニュアルにだって書いてありますし」

「僕、文字を読むの苦手だから……マンガならいいんだけど。説明書は絵本にしてほしいよね」

「……ああいうのは読むのに」

　乃ノ香の視線の先には、ＰＣデスクの脇に積んである技術書の山があった。厚いものだと背幅が３センチを超える。Photoshop のノウハウ集や、LightWave の解説書などだった。最近、小物や背景に３Ｄを使いたくて勉強している。

　悠斗は肩をすくめた。

「あれらは文字を読んでるって感覚がなかったな。絵え描かきの一部ってノリだから」

「なるほどです」

「ところで、今日はどうして制服？　まだ夏休みでしょ？」

「部活があったので」

　乃ノ香が校章のプリントされたボストンバッグを指さした。

「ああ、部活やってるんだ？」

「水泳部で、これでもレギュラーなんですよ？」

「そりゃすごい」

　──だとすると、あのバッグの中には、使用済みのスクール水着が入っているわけか。

　ロリコンなら危なかった。

　幸いにも、悠ゆう斗とはノーマルなので大丈夫だ。

　でも、ちょっと見てみたい気もする。今のスクール水着は、どんな形なのだろうか。競泳水着のようなデザインになったらしいが、ネットで膝ひざ上うえまで覆おおったスク水を見かけたこともある。まさか本当にあれなのか？

　仕事で〝今時のスク水〟なんて依頼があったらどうする？　さすがに半はん袖そで短パンみたいな水着はないんじゃないか？　だがそれが良いのかも……

「先生？」

「あ!?　ああ……ちょっと、考え事をね」

「ふふ、お仕事のことですか？　マジメなんですね」

「ま、まぁ……たしかに、絵について、かな」

　あえて詳細は伏せた。

「先生、夕飯は夏野菜のカレーでいいですか？」

「そんなファミレスの期間限定メニューみたいなものが作れるとは」

「手間は普通のカレーと同じですから、簡単なので」

　悠斗は料理をしないので〝普通のカレー〟がどれくらい手間なのかわからない。お任せすることにした。

　乃のノの香かが台所に立つ。

　自宅から持ってきたらしいエプロンをセーラー服のうえから着け、まずは流しに放置されている食器を洗いはじめた。

　虎とら柄の猫が起きてきて、紺色の靴くつ下したをはいた脚に頰ほおずりする。

　ニャアン。

「あ、ワコムちゃんも、こんにちは。オヤツを買ってきましたよ。洗い物が済むまで待っててくださいね」

　フニァアン。

　後ろでボーっと見ている悠斗。

「……仕事するか」
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　仕事机に向かう。

　いつもＰＣは起動しっぱなしだった。

　脚を組み、《鼻の下が長い犬》のスリッパを爪つま先さきにひっかけ、ぷらぷらさせる。

　メールを受信した。

　編集の永なが井いから──あれこれと書いてあるが、要するに『進しん捗ちよくどうですか？』ということか。

　まだ日数的に余裕があるものの、目標よりは遅れている。前巻のこともあるから警戒しているのだろう。

　打ち合わせとか何とか理由をつけて様子を見に来る──なんて書いてあった。

　今のＭＦ文庫Ｊ編集部は飯いい田だ橋ばしにある。悠ゆう斗との家がある池いけ袋ぶくろまでは有ゆう楽らく町ちよう線せんで一本だ。

　悠斗は便利だと感じているが、人によっては自宅まで来られるのは苦手だという者もいた。

「まぁ、早く完成させればいい話だし」

　──夕方までには……あ、もう３時過すぎか。日付が変わるまでには、描かけるはず。

　ＳＡＩサイを起動した。

　新規作成。

　悠斗は３５０ｄｐｉの１８８㎜×２６３㎜というキャンバスを使っている。Ｂ５の上下左右に３㎜ノビを足した数値だ。文庫も店舗特典も同人誌も、この大きさで描いている。

　実はまだ構図で悩んでいた。

　つまり、描きはじめてもいない。

　いや、イラストは構図が決まれば半分──むしろ九割くらい完成したようなものだ。イメージは固まりつつあるわけだから……

「……ほぼ完成したようなもの、と言えるのではなかろうか？」

　真っ白のキャンバスに、粗あらく線を引きながら、そんなことをつぶやく悠斗だった。

　しばらくペンを動かしていたら、乃のノの香かがやってくる。

　アニメキャラの描かれたマグカップに琥こ珀はく色の液体が揺れ、湯ゆ気げをたてていた。小皿にはビスケット。

「先生、紅茶はいかがですか？」

「お、ありがとう」

「それと、これ。ありがとうございました！」

　紙袋から出されたのは、先日の《猫ソナ》コスプレ制服だった。新品みたいに折り畳たたまれている。

「ああ、持ってきてくれたのか」

「もちろんです。大切な思い出の品ですから、お返ししませんと」

「……そりゃ、嬉うれしいとは思ってるよ？　自分がデザインしたものが立派なコス衣装になるなんて、そうそうないから」

「すごいです！」

「うん、他にもフィギュアやヌイグルミになったり……でも、アニメ化するとかなりの量のグッズが作られるんだよ。狭い部屋には置き場がなくて」

「あらら……」

「この衣装も、監修チエツクは終わってるし、持ってても絶対に着ないし、資料として使うこともないしね」

「どうするんですか？」

「いつもは、欲しいって言ってくれた人にあげてるんだけど……どう？」

「欲しいです！」

「はは、じゃあ、どうぞ」

「ありがとうございます！　大切にします！」

　喜んでくれたようで、よかった。

　少しはお礼になっただろうか。

　そういえば、家事をやってもらっているのだから、謝礼を考えるべきか。でも中学生を相手に金銭というのは、どうなのだろう？　アルバイト代として渡すべきか？

　しかし、下へ手たをすればＪＫビジネスならぬＪＣビジネスで社会的にアウトではなかろうか？

　なにか買って渡したほうがマシか？

「そういや、服を弁償するって言ってたよね。あれ、幾らくらい？」

「福袋に入ってたから、５０００円です」

　節約している。なかなか、しっかり者だった。

「それ、５０００円じゃ、同じくらいのものは買えないよね？」

「残念ながら……」

「じゃあ、普通に買って支払いを回してもらうか。あ、他に欲しいものない？　家事やってもらってるお礼って感じで」

　乃のノの香かが首を左右に振る。

「とんでもないです！　わたしが好きでお手伝いしてるのに！」

「いやいやいや……それでもね？」

　何度かのやり取りの末すえ──乃ノ香がおずおずと口にする。

「じゃあ……お願いしてもいいですか？」

「うん、僕にできることなら」

「お洋服を買いに行きたいです……先生と、一緒に」

「一緒に？　まぁ、そのほうが支払いもシンプルだな。本当にそれだけでいいの？」

「でも、お忙しいですよね？」

「あー……今すぐは無理だけど、来月には時間ができる……と思う。それでどうかな？」

「いいんですか!?　やったぁ！　嬉うれしいです！」

「お、おう」

　ちょっと驚いてしまった。

　──洋服を買いに行くってだけで、そんなに嬉うれしいもんなんだなぁ。





　　　　　†






　夕飯の夏カレーは、とても美お味いしかった。

　柔らかく煮にたピーマンやズッキーニが、ごろんと大きめに入っている。ほどよくトロみのあるルーは濃厚で、硬めに炊たいた米とよく合っていた。

　じっ、と乃のノの香かが見つめてくる。

　最初は理由がわからなかった悠ゆう斗とだが、ようやく自分が無言で食べていたことに気づいた。

「あ、美味しかったよ。すごく」

　口に出した瞬間、彼女が顔をほころばせる。

「ふわぁ、よかったぁ！」

　そういえば、料理の感想を言うなんていつ以来だろうか、と悠斗は思う。

　友人らと外食をして、美う味まいとか微妙とか評価することはあるが、そういうのとは違う感じがした。

　夕飯のあと──

　悠斗は仕事に戻る。また紅茶が出てきた。

「ありがと」

「もう遅い時間なので、《ルピシア》のデカフェ・アールグレイにしてみました」

「あ、ああ、あれね。知ってる知ってる。ルピなんとか」

「ふふ……池いけ袋ぶくろで試飲会などもしている紅茶のブランドなんですよ？　デカフェっていうのは、カフェインの入ってない紅茶です」

「へえー」

　よくわからないが、この紅茶は美味しいと思う悠斗だった。

　乃ノ香が液晶タブレットに視線を向ける。

「これって、新キャラですか？」

「ああ、《猫ソナ》に出てくる隣国のお姫様だよ」

「また浮気ですか!?」

「は、はは……まぁ、そういう物語だし」

《猫と宝石と銃のソナタ》の主役二人（男女）は互いに惹ひかれあっているのだが、たびたび美男美女が出てきて、恋のライバルとなる。波乱を起こしつつも、結局二人の心は離れないのだった。

　乃のノの香かが笑みを浮かべ、両手を合わせる。

「来月の25日には発売ですもんね。楽しみです！」

「ウッ……」

　悠ゆう斗とは胸を押さえた。

「ど、どうしたんですか、先生!?」

「…………今、何日だっけ？」

「８月20日ですけど」

「いやいや……実はまだ10日だったりしないかい？」

「それ夏コミより前になっちゃうんですが」

「僕たちの間でくらい10日ということにしよう。セカイのほうが間違ってる」

「なんの意味が……あ、もしかして、遅れてるんですか？」

「ソンナコトナイヨ」

「まさか、延期とか……」

「あ、いや、さすがに、そこまでは大丈夫。本もクオリティも落とさないのが、僕のモットーなんで」

「でも遅れてるんですよね？」

「まぁ、最初の〆しめ切きりはね」

「最初の？」

「そう……〆切には、種類がある。最初に言われる〝表の〆切〟……まぁ、これは努力目標みたいなもんだよね。スローガン的な？」

　編集者が聞いたら悶もん絶ぜつしそうなことを語る悠斗だった。

　ふんふん、と真面目まじめな顔をして乃ノ香がうなずく。

「テストの満点みたいなものですか」

「これカラーページだから、ＭＦなら、発売前月の10日なんだよね」

「思いっきり過すぎてますよ!?」

「だから……今は〝裏の〆切〟に合わせて描かいてる」

「裏の！」

「その後も、本当の……最終の……限界の……と、〆切は変身をあと３段は残している」

「シン・ゴ○ラみたいですね。編集さんに怒られないんですか？」

「急いでほしいと頼まれはするけど、怒られはしないかな」

「優しいんですねえ」

「はは……違うよ」

「ん？」

「スケジュールが破は綻たんしてるのは、文章が予定より１ヵ月も遅れたのが原因だから」

「えええっ!?　１ヵ月も……!?」

　例外もあるが、ライトノベルは文章が完成してから挿絵に取り掛かるのが普通だった。

　先に描かけるのは表紙カバー絵くらいだ。

　悠ゆう斗とは肩をすくめる。

「《猫ソナ》の作者さんは、いろんな出版社で複数のシリーズを書いてるせいで、どっかでトラブルが起きると、他の作品が遅れるんだよ」

「あらら……遅れるのは困りますよね？」

「そりゃね。こっちは６月にスケジュールを空けておいたんだけど……原稿が来たのが、７月頭で他の原稿と丸まる被かぶり。編集さんは〝８月上旬までにイラストが欲しい〟って言ってたけど」

　進しん捗ちよくを気にするのは当然だが、無理なのは承知しているはずだった。

「それで編集さんも怒らないんですね」

「ちゃんとしたクオリティで仕上げようと思うと、どうしても時間かかるし」

「当然ですよね」

　ため息まじりに、悠斗は言う。

「……まぁ、完かん璧ぺきなクオリティの絵を短時間で描いてしまう超人もいるけどね」

　ふと、ある人のことが脳裏をよぎった。

「そうなんですか？　お知り合いですか？」

「……うん」

「もしかして、二に色しき先生とか……？」

「違うよ。錦にしきも速いけどね、すごく。でも、けっこう粗あらいんだ。その粗さを味というか迫力にするのも上う手まいんだけど」

　たんなる手抜きでしかなければ、今いま頃ごろは仕事がないだろう。

　イラストは速く描いたから粗悪なわけでも時間をかけたから良品なわけでもない。それが難しいところだった。料理に喩たとえるなら──火を通す時間が長かったり、調味料が多ければ美お味いしくなるわけではない。

「錦は必要なときは丁寧に仕上げられるから、さすがベテランって感じだね」

「わー」

「あ、僕が褒ほめてるっぽいこと言ったのは、本人には言わないように。調子に乗るから」

「ふふふ……わかりました」





　　　　　†






　乃のノの香かが台所へ皿を持っていった。洗い物まで任せられるのは、本当に助かる。

　悠ゆう斗とは液タブのうえにペンを走らせた。

　描かく。

　アンドゥで取り消す。

　同じ位置に微妙に違う線を引く。

　アンドゥ。

　描く。

　アンドゥ。

　まるで、賽さいの河原で石を積んでは鬼に壊される子供のようだ。

「うん」

　思わずうなった。

「なんか違うんだよなぁ……こうだろ……？」

　絨じゆう毯たんのうえに寝そべって、くっと背筋を反らせる。両手のうえに、あごをのせて、膝ひざを曲げて踵かかとを上げる。床に押しつけられて胸がつぶれるはず。

　胸のラインで悩んでいるのだが、それについてはポーズを取ってみても全く参考にならなかった。

　ふと顔をあげる。

　紅茶とデザートを持った乃のノの香かが立ち尽くしていた。

「…………」

　悠斗は慌てて立ち上がる。

「あわわ、こ、これは絵の参考にね！」

「あ、そうですよね！　ちょっと、びっくりしました」

「ははは」

「先生のセクシーポーズ、よかったです！」

　そのフォローはどうだろう!?

「ちょ……ちょっと線で悩んでてね」

「ええ、悩んでるんだろうなぁっていうのは、見ててわかったんですが……」

　悠斗はいそいそとＰＣデスクに戻った。

「うーん」

　また線を引いて、アンドゥ、引いて、アンドゥ……

　乃ノ香が仕事机の端はしに紅茶と、うさぎカットにした梨を置いた。

「おっぱいのとこで困ってるんですか？」

「ッ……そ、そうかな……まぁ、そこもかなぁ」

　女の子の口から〝おっぱい〟なんて単語が出ると、健全な男子である悠斗は動揺してしまう。

「これじゃダメなんですか？　かわいく描かけてると思います」

「ダメだね。かわいいだけじゃなくて艶つやもないと。錦にしきもよく言ってるけど〝ラノベだろうと使えてこそのお色気シーン〟なんだよ」

「……使える……ですか？」

　彼女が小首をかしげ、悠ゆう斗とは自分の口元を押さえる。

　アカンことを口走った。

　冷や汗が背筋を伝う。

「…………と」

「先生、使えるって、なににですか？」

　ナニにだよ──なんて言えない！

「え、えっと、かわいいだけじゃなくて、セクシーさも必要なんだよね。やわらかそうとか、すべすべしてそうとか！　水着のシワで胸の重みを表現したり、そういう肉感がエロスだよね！」

　誤ご魔ま化かそうと慌てて話を転じたせいで、余計に深みへハマった気がした。

　冷静に考えると、女子中学生に向かっておっぱいの描き方を語るとか、ひどい。

　乃のノの香かが頰ほおを赤くする。

「エ、エロス……」

「ごめん、忘れて！」

「いえ、わたしだって、そういうイラストも楽しんでますし」

「マジで!?」

「女の子だって、女の子に興味ありますよ？」

「ちょっ……乃ノ香ちゃん、そっち系の趣味が……？」

「いえいえ、普通です。かわいい女の子は、女の子にとっても魅力的じゃないですか。だからコスとかもするわけなので」

「ああ、なるほど」

「男の人だって、かっこいい男の人に興味ありますよね？」

　言われてみると、悠斗もジョジョとか上かみ条じようさんとか、男性キャラも好きだ。

「たしかにね」

「やっぱり、ユウト先生は男の人に興味が……」

「その言い方はおかしいよ!?　瞳ひとみをキラキラさせないで。そういう意味じゃないからね」

　今度は乃ノ香が自分の口元を両手で押さえた。

「わたし、べつに腐くさってはいませんから」

「…………」

　隠れ腐ふ女じよ子しは、みんなそう言う──と思ったが、悠斗は黙っておいた。

　乃のノの香かが話を戻す。

「絵の参考に、寝転んでたんですか？」

「あまり役に立たなかったけどね。そもそも、これ俯ふ瞰かん……あ、上から見た絵だし」

「それでしたら、わたしがやりましょうか？」

「え？」

　ぽん、と乃ノ香がふくよかな胸に手を置いた。

「先生よりは、その子の体形に近いと思いますので！　その子ほど美人さんではないですが」

　客観的に言って、乃ノ香は充分に美人だと思う。まだ幼さが残る顔は、かわいいと評されることが多いだろうが……

　悠ゆう斗とは個人的な感想を吞のみこんだ。

「絵のキャラと、現実リアルの人を比べたことはないなぁ」

　先日、錦にしきに言われたせいもあって胸の大きなキャラクターをデザインしてみたが、苦戦しているのは事実だ。

　現実リアルが絶対の正解ではないが、見れば参考になるに違いない。

「どうでしょうか？」

「気持ちはありがたいんだけど……これ水着の絵だから」

「水着……持ってきてますよ！　ちょっと濡ぬれてますけど」

　乃ノ香が視線を校章の入ったボストンバッグに向けた。

「スク水か。それはそれで見てみたいけど、これビキニなんだよ」

「見てみたいんですか？」

「あ、う、その……今どきのスクール水着ってどういうのかな、って思ってね。純粋に仕事の参考として」

「あは、なるほどです。んー……そういえば、わたしが部活で使ってるのは競泳用水着なので、ピチッとしたやつです。この絵だと、むしろ下着のほうが近いかも？」

「だよね。僕はビキニとか持ってないし」

　女性の服を買う趣味はなかった。世の中には資料として用意するイラストレーターもいるようだが。

　うん、と乃ノ香がうなずいた。

「そ、それでしたら……下着でも大丈夫ですが……どうでしょうか!?」

「モデル!?」

「参考になるのでしたら」

「そりゃ、まぁ……でも、ちょっとマズイんじゃ……」

「ビキニだと思えば、隠れてるとこは同じですし。濡れなければ透けないので……上だけでよければ」

「たしかに、ビキニと同じだけど……」

　乃のノの香かがぐっと顔を近づけてきて言う。




「わたし、先生に納得いく絵を描かいてほしいんです！」




　悠ゆう斗とは頭を金かな槌づちで叩たたかれたような気がした。

　──納得いく絵！

　心血を注そそいで求めているものだった。

　中学生に部屋で下着姿になってもらうなんて、正直、マズイんじゃないかと思うが……

　絵の参考にするためだ。

　これは芸術だ！　やましい気持ちを抱くほうが、どうかしている！　絵を描く第一歩は、徹底的な観察だった。

「乃ノ香ちゃんの言うとおり……僕は納得いく絵を描きたい。モデル、お願いします！」

「がんばります！」

　下着姿は見せてもいいが、脱ぐところは見られると恥ずかしいものらしい。

　しばらく後ろを向いていることになった。

　悠斗はＰＣ画面を凝視する。

　──あ、黒色のとこに映りこんでる……かも。

　乃ノ香が声をかけてくる。

「あの、用意できましたので！」

「は、はい！」

　いつもは自分が寝ているベッドのうえに、今は乃ノ香が下着姿で横たわっていた。

　肌色がまぶしい。

　ピンク色のブラが、ゆたかなふくらみを支えていた。

　腰から下は制服のプリーツスカートのままだが、それが逆に背徳感を増幅させている。

　悠斗は心拍数が上がるのを感じた。

　乃ノ香が照てれた顔をして、上目遣づかいで見つめてくる。

「先生、これでいいでしょうか？」

「最高か」

「え？　あの、ポーズは……」

「おっと、そうだった。えっと……もうちょい、背を反らして。前を見て、もうちょい肘ひじを左右に開いて、胸がつくまで」

「こうですか？」

「足を重ねて、右を前に」

　フィギュアを動かす感覚で手を伸ばしかけ、悠ゆう斗とは慌てて引っこめた。

　レイヤーさんに触れるのはＮＧだ。一発レッドで退場である。

「あ……少しくらい平気ですよ？」

「いやいやいや……」

　倫理的に問題だ。

　要望を言葉で伝え、ポーズを変えてもらう。

　乃のノの香かは趣味でコスプレイヤーをしているだけあって、慣れたものだった。すぐバシッと決まる。

「どうでしょうか？」

「あ、うん……すごく参考になる、と思う。見ながら描かけるといいけど……」

「長時間はちょっとつらいかもです。写真を撮ってはいかがですか？」

「いいの？」

「もちろんですよー」

　モデルとしてポーズを取ってもらったのだから、当然か。なぜか撮影しちゃいけないような気になっていた。

　悠斗はスマホを手に取る。












　気づかなかったが、編集者からの着信履歴があった。

　──まぁ、あとで折り返せばいいだろう。今は電話どころじゃないんだよ！

　スマホを乃のノの香かへと向ける。

　こんなことなら高性能なカメラを買っておけばよかった、と悔やむ。

　イラストレーター仲間には、何十万円もする一眼レフを持っている者もいる。興味はあるが、あれは沼だ。投じる時間と金額を考えると踏み出せないのだった。

「ごめん、スマホくらいしかなくて」

「なにも悪くないですよ？」

「でもレイヤーさんって、大きなカメラで撮られるほうがいいんでしょ？」

「あはは……わたしは大きいカメラ、苦手です」

「そうなの？」

「まだ撮られるのに慣れてないから緊張しちゃうし、お化け粧しようが下へ手たなのもわかっちゃいそうで」

「化粧してるんだ？」

「勉強中です。やらないと上う手まくならないですから」

　14歳なら素顔でも肌ツヤツヤだろうに。趣味といえど真剣ということか。

　そういうことなら、と遠慮なくスマホで撮影させてもらう。

　目の前でポーズを決める女の子を写真に収めるのは、なかなか独特な感覚があった。

　何枚か撮るうち、思い描えがいたイメージに近い写真が撮れると、純粋に嬉うれしい。

　可動フィギュアなら自分の手で動かすわけだが、レイヤーさんには口頭で頼む。だから、うまく伝わらないこともあれば、相手のアレンジで予想外の好印象になることもあった。

　撮影は共同作業だ。

「今度は、背中を下にしてもらっていい？」

「あ、他のポーズですか？　こうしますか？」

　彼女は仰あお向むけになって寝そべる。

　重力によって胸が左右にこぼれそうになるのをブラが押さえた。重圧とワイヤーの攻防戦により、やわらかなふくらみが、たゆゆんと揺れる。

　悠ゆう斗とは妙な気分を押し殺し、スマホを向けた。

「えっと……スカートちょっと下げられる？」

「ん？　ああ、そっか……先生、おヘソが好きなんですよね」

　乃ノ香がスカートの両りよう端はしを持って、くっと下げる。

　小さなくぼみが現れた。

　まじまじと見つめてしまう。

　最初は照てれたり興奮していたりした悠斗だったが……

　じっ、と真剣に睨にらみつけていた。

　──負けてる……すごい存在感だ。負けてる……僕の絵は、負けてる！　どうしたら勝てる!?　僕はこれを絵にしたい！　ただリアルに描かくってのは違う！　そんなのは写真でいい。グラビアが欲しいわけじゃない。この魅力に勝てるイラストが……どうやったら描けるんだ!?

「ううぅ……」

「あっ」

　乃のノの香かがシーツを被かぶったことで、悠ゆう斗とは思索から引き戻される。

「ん？　寒かった？」

「いえ、玄関のほうから音がして……」

「はい？」

　玄関はＤＫの奥にある廊下の先だった。

　勝手知ったる他人の家というやつで、また誰かが部屋へと入ってくる。

　担当編集者の永なが井いだった。

「ユウト先生、約束したじゃないですか、電話には出てくださいよぉ！　進しん捗ちよくいか………………がはぁぁぁー!?」

　ベッドのうえで胸元をシーツで隠した少女。下は紺色のプリーツスカートで、床にはセーラー服が置いてある。

　中学生！

　そして、イラストレーターはスマホを構えていた。

　略りやく取しゆ!?

　とうとう犯罪に走ったか！　と急激なストレスで永井が吐血しそうな叫び声をあげる。




　その後、事情を説明するのが大変だった。




















　乃のノの香かの声がする。

「…………て………………起きて…………先生、起きてください」

「んに」

「そろそろ５時になりますよ」

「早朝れすか」

「夕方です！　17時ですので！」

「…………やべ、銀行に！」

　カッ、と悠ゆう斗とは目を開いて身体からだを起こす。顔がやわらかいものに当たった。

　ぼすん！　とうずまる。

　──やわらかくて、あたたかい？

「ほわぃ!?」

「ハゥンッ……!?」

　乃のノの香かが鼻にかかった声をあげた。

　彼女が身体からだを引く。

　悠ゆう斗との顔が解放された。

　乃ノ香はセーラー服姿で、今は胸元をかばって赤面している。

　突然のことに、悠斗は目を白黒させた。

「……い、今のは？」

「わ、忘れてください！　先生が急に起きるものだから……」

「ごごごめん！」

「そういうのは、ダメですよ……？」

「わざとじゃないよ!?」

「ん……それならいいです。銀行がどうかしたんですか？」

「ああ、用事があったんだけど……本当に５時過すぎだ。今日は無理だな」

　まだイベントの売り上げを入金していなかった。急ぎではないが、長く手元に置いておくのは落ち着かない。

「すみません、もっと早く起こせばよかったですね」

「明日でも平気だから」

「よかった──そろそろ夕飯ができます。先生には朝食かもしれませんが」

「はは……忙しくなると昼夜逆転しちゃって」

「胃に優しそうかなって思って、素そう麵めんと煮物と豚汁にしましたので」

「ありがとう」

　今日も部活だったらしく、乃ノ香はセーラー服姿だ。

　せっかく来てくれたのに寝ていることもあるので、もう合あい鍵かぎを渡してあった。

「ポストに郵便物がありました」

　持ってきてくれたらしい。

　悠斗は茶色い封筒を手に取る。

　とある大学の名前が書かれていた。

　乃ノ香が尋たずねる。

「大学から……ですか？」

「僕、一応、まだ籍があるから」

「ええっ!?　先生、大学生だったんですか!?」

「もう、だいぶ行ってないけどね。レーターになったばかりの頃ころは、なんとか通ってたけど……アニメ化したとこで諦あきらめたよ。いきなり依頼が増えちゃったから……４年生にはなれなかったな」

「大学って、楽しくなかったですか？」

「どうだろ？　けっこう興味深い講義もあったんだけど、仕事との両立が大変すぎてね」

「お友達とかは？」

「できなかったなー」

「じゃあ……あの……カノジョさんとかは？」

「女子とは話したこともなかったな」

　そもそも、カノジョがいたら、いくら家事をしてくれるとはいえ女の子に合あい鍵かぎを渡したらマズイだろう。

　乃のノの香かが興味深そうにうなずいた。

「そうですか。カノジョさんはいないんですねえ」

「……君は？　学校に友達とかはいないの？　夏休みなのに、ほとんどウチに来ちゃってるけど」

「休日に一緒に遊ぶような友達は……でも、よく話す人はいますよ？」

「へえー、どんな子？」

「水泳部の仲間たちとは、いろんなこと話すし……あと、クラスメイトで趣味の合う男子がいて」

「……趣味の合う男子？」

「たくさんラノベを読んでるみたいで、よく貸してくれるんです。その人から《猫と宝石と銃のソナタ》も教えてもらって、ユウト先生のファンになったんですよー。あ、もちろん、今は全巻とも買ってますので！」

「あ、ありがとう……」

　──勝手な想像だけれども、その男子は乃ノ香のことが気になっているのではなかろうか？　少なくとも、仲良くなりたいと思わなければ、わざわざ本を貸したりしないはず。

「その男子に、ウチに来てることを言ったりは……？」

「誰にも言いません。そもそも、コスしてることやコミケに行ってることは学校の友達にはナイショにしてるので」

　照てれたように彼女は言った。

「うん」

「その男子も《猫ソナ》のイラストが好きみたいで。登校日に会ったとき、来月の新刊も楽しみだねって話してたんですよー」

「そ、そっか。ありがたいね」

　新キャラのおっぱいのモデルが、まさか目の前の女子だとは思わないだろう。

　微妙に後ろめたい気分になる悠ゆう斗とだった。
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　少し早めの夕飯（悠ゆう斗とにとっては朝食）を取り、いつもの紅茶を飲みつつイラストを描かき進める。

　とくに早くはなかったが、危険なほど遅くもない。どうにか今回も終わりそうだ。

「ふぅ～」

　ＰＣデスクから離れる。

　バターン、と倒れて絨じゆう毯たんに寝そべった。背骨が軋きしむ。疲労が溜たまっていることを実感した。

　キャットタワーで一日中ごろごろしている猫のワコムが、心の底から羨うらやましい。自分の心が消耗しているのを感じた。

「うー……」

　台所で洗い物をしていた乃のノの香かが振り返る。

「先生、大丈夫ですか？」

「あー……ちょっと、きついだけ。ずっと座ってるからね……」

　悠斗は液晶タブレット（27ＱＨＤ）を水平に近くして使っている。トレス台に置いた原稿用紙のように描けるメリットがあるが、猫ねこ背ぜになりやすく、画面と目が近くなる。

　慣れもあるのだろうが、身体からだへの負担は大きいのだった。

　乃ノ香が心配したように尋たずねてくる。

「わたしに、なにかできることありませんか？」

「少し横になってりゃ回復するから、平気」

「お夜食とかは……？」

「けっこう食べたし、とくに腹は減ってないかな。食べ過すぎると眠くなるし」

　うめきながら倒れている悠斗を見て、乃ノ香は何かしてあげたいと思ったらしい。

　しかし、必要なのは休息だった。

　ベッドで横になったほうが休まるかもしれないが、寝てしまう確率が高い。それだと、スケジュール的に問題がある。

　乃ノ香がエプロンを外し、悠斗の傍らにしゃがんだ。

「先生、こういうのは、どうですか？」

「え？」

　ぺたん座りした乃ノ香が、プリーツスカートに包まれた太ももをなでる。

　悠斗は硬直した。

「…………もしかして、膝ひざ枕まくら？」

「はい。同人誌に描かれてたから、もしかしたら、お好きなのかなって」

　そういえば、夏コミの新刊に、そういうシーンがあった。

　好きか嫌いかで言えば、大好きだ。

　──やってもらったことはないけど！

「い、いいのかな？」

　中学生の太ももに頭を載のせるというのは、問題にならない行為なのだろうか？　と悠ゆう斗とは自問自答する。

　乃のノの香かが苦笑する。

「わたし、こういうの初めてなんで、上う手まくできるかわかりませんけど……先生の疲れが取れるなら」

「……僕も、ないんだけど」

「え？」

「いや、あの……じゃあ、お願いします」

「がんばります！　それでは、うつぶせでどうぞ」

「うつぶせなの？」

　スカートに包まれた太ももの間に、顔をうずめろ──だって？

　乃ノ香がうなずいた。

「前に、お母さんのお供でエステに行ったんですけど」

「エステ？　すごいね……」

「お母さん、一人で行くのが恐こわかったみたいで」

「初めての場所だと、気持ちはわかるな」

「ふふ……そこのエステでは、Ｕ字型の枕まくらに顔を置いて、うつぶせで施術してもらったんです。とっても気持ちよかったんですよー」

「へえー」

　悠斗はマッサージ屋を思い出した。

　顔のところに穴の空いた台にうつぶせになり、背骨を中心にほぐしてもらうと、天にも昇る心地よさで寝ね入いってしまう。

「……今、寝ちゃうとマズイんだけど」

「わかりました。寝てしまったら、起こしますね」

「そう？　それならいいかな？」

　乃ノ香は正座の形から、爪つま先さきを左右に開いてぺたん座りをしている。そこから10センチくらい膝ひざを開いた。

　彼女の太ももの上へ、悠斗は顔を置く。

　セーラー服のプリーツスカートは、思ったよりもやわらかくて、ごわごわした感触ではなかった。夏服だから生き地じが薄いのだろうか。

　太ももの温度を頰ほおに感じる。

　やわらかく沈む。

　うつぶせで使う枕まくらとしては厚すぎるかと思ったが、やわらかな太ももは意外と沈みこみ、息苦しさは感じなかった。

「いかがですか？」

　乃のノの香かが様子を気にして視線を下げる。彼女の背が丸まり、大きな胸の双球が、悠ゆう斗との後頭部に載のっかる。セーラー服に包まれたふくらみが、たわわんっと頭に重みをかけてきた。

「おおう……」

「あ、大丈夫ですか？」

「もちろん。てか……これ……あったかいなぁ……」

　だっこされている赤ちゃんみたい──などと思ってしまう。

　乃ノ香が手を伸ばし、悠斗の肩に触れた。

「わぁ……すごく固いですね。ユウト先生、背中だけじゃなく、肩こりも痛かったりしませんか？」

「背中も肩もバッキバキだよ」

「じゃあ、ほぐしちゃいますね？」

　ぐっ、ぐっ、と乃ノ香の指が、肩の周りを押してくる。

　さほど力はないが、悠斗のために頑張ってくれていることが、嬉うれしかった。

「重かったりしない？」

「はい。思ってたより平気です」

　密着しているせいか、だんだん彼女の体温も上がってきた気がする。太ももから高めの体温が伝わってきた。

　胸のふくらみが後頭部に載っていることもあって、包まれ感がすごい。

　──なんだこれ、やばい。

　胎たい児じが母体にあるとき、これほどの安らぎを感じているのではなかろうか、と思える。

　本能を刺激してくる安あん堵ど感に満たされた。

　姿勢としてはベッドで寝ていたほうが楽なのかもしれないが……

　──ある！　あるぞ、回復効果！　膝ひざ枕まくらには回復効果が確実にある！　絶対だ！

　涸かれていた気力ゲージが、ぐんぐん上昇する。

　疲れなど吹っ飛んだ。

　問題は、ここから全く動きたくないせいで、ＰＣデスクに戻れないことだった。膝枕してもらったまま仕事したい。

「ああ……これは……ダメになる」

「え？」

「すっごい気力が戻った」

「わー、よかったです」

「もう離れたくない」

「はわー!?」

「膝ひざ枕まくらすごい」

「それはよかったです。じゃあ、もうちょっとだけですよ？」

　彼女の手が、悠ゆう斗との頭をなでる。
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　チャイムが鳴らされた。

　悠斗は膝枕されたまま、顔を玄関のほうへ向ける。

　誰が訪ねてきたのだろう？　と考えているうち──鍵かぎをかけていない玄関扉が、ばーんと開けられた。

　悠斗は在宅していても応対しないことが多い。そのため、親しい者は勝手に入ってくるのだった。

「ユウト～、おっひさー!!」

　赤系に染そめた髪を背中まで伸ばした女性だ。

　悠斗と乃のノの香かを見て、彼女のアーモンド型の目が大きく見開かれた。

「って、えええっ!?」

　オレンジ色のタンクトップのうえから、ゆるいシャツを重ねていた。下はえぐい短さのホットパンツだ。太ももまで素足が露あらわになっている。

　悠斗は寝起きのようなうめき声をもらしつつ、惜おしみつつも乃ノ香の太ももから頭を上げた。身体からだを起こす。

「やあ……」

「ユウト、なにやってんの!?」

「なにを騒いでるんだよ？　膝枕してもらってただけじゃないか」

「膝枕！」

「すごく疲労が回復した感じがする。これは良いものだ」

「疲労回復!?」

　乃ノ香がはにかむ。

「あはは……お役に立てたのなら、よかったですー」

「そ、そんなの変じゃない!?　それとも、あたしが変なわけ!?」

　女性が声を荒らげた。

　悠ゆう斗とは絨じゆう毯たんのうえで胡坐あぐらを組む。

「変なことはしてないって……。そんで？　なにしに来たんだよ、ハラミ？」

「ハラミって呼ばないでよぉ」

　人の部屋に無断で入ってきておいて、過大な要求をする女だった。

　乃のノの香かが戸惑っている様子だ。

　悠斗は説明しておく。

「こいつは、上かみ葉は良ら南海みなみだ。一応はイラストレーターをしている」

「イラストレーターさんなのですね」

「本名の真ん中を取って、ハラミと呼んでやってくれ」

　そう命名したのは錦にしきだけれど。

　ハラミが頰ほおを膨らませた。

「あたしのペンネームは神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えだってば！」

「恥ずかしいって、それ」

〝神〟が二つも入ったうえに〝神絵〟なんて。素面しらふでは呼べない。

「ぷぅ～」

　ハラミは今年で20歳だ。高校生でプロデビューしている。才能があるのは間違いなかったが、自称〝神〟は痛かった。

　話題を転じて──

　ハラミが乃ノ香に視線を向ける。

「ふ～ん、マジだったんだ……錦に聞いたときは、つまらない冗談かと思ったけど……」

「なんの話だよ？」

「巨乳ＪＣレイヤーを連れこんでるって」

「その情報には悪意がある！」

　やり取りを聞いて、乃ノ香がショックを受けた様子だった。

　悠斗はため息をつく。

「乃ノ香ちゃんは、家事とかしてくれてるんだよ」

「膝ひざ枕まくらも？」

　にっこり乃ノ香が微笑ほほえんだ。

「ユウト先生が、お疲れのご様子だったので」

　ハラミは〝納得いかない〟という顔をしていたが、ため息まじりに肩をすくめた。

「まぁいいわ……つまり、メイドさんなのね？　カノジョじゃないんだ？」

「違うって。失礼なこと言うなよ」

　そのとき──

　ぺこり、と乃ノ香が頭を下げた。

「あの……わたし、今日は帰りますので。そろそろ時間ですから」

「あ、そうか」

　気がつけば、夜８時を回っている。

　失礼いたします──と、乃のノの香かはボストンバッグを摑つかむと、やや急いだ様子で部屋から出て行ってしまった。
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　ハラミがニヤニヤしながら、こちらを見る。

「ユウトも女の子に興味があったんだねー。絵を描かくことしか興味ないのかと思ってた」

「イラストレーターなんだから、絵を描くのが好きなのは当然だろ？」

「あたしは、そうでもないけど？」

「えっ」

　ハラミの会話は、ぽんぽんと勝手に話題が変わる。

「でも残念ね。あの子、帰っちゃった」

「……中学生が帰るには遅すぎるくらいの時間だろう。それと、君が来たから気を遣つかったんだよ、たぶん」

「んふふ、ごめんねー。そのぶん、あたしが慰なぐさめるからぁ。膝ひざ枕まくらする？」

「不気味なこと言ってないで、用件を言いなよ。ハラミが何の目的もなく僕の家に来るわけないし」

「そんなことないわよ、あたしたち親友でしょ？　ユウトとなら、それ以上の関係になってもいいと思ってるんだから」

「僕の貯金が目当てだろ!?」

「ひどーい」

「じゃあ、今日の目的は何だい？　君が夏に大赤字を出したって話は、もう聞いてるんだけど」

「ウッ!?」

　ハラミがたじろいだ。

　この業界、おもしろいことをすると噂うわさはすぐ広まるものだ。

「抱き枕を作って、大量に余らせたって？　どんだけ？」

「……こんだけ」

　自嘲気味に笑い、彼女がスマホで写真を見せる。

　ヌイグルミやサ〇リオグッズの散乱する、ファンシーの墓場みたいな部屋に、ダンボール箱が積まれていた。写っているだけで、大箱３個も。

　悠ゆう斗とは顔を引きつらせた。

「うえぇ……なんというグロ画像」

「ひどーい！　あたしの部屋をグロ画像だなんて！」

「それ、抱き枕まくらの在庫!?　イタリア製のバイクが買えそうな赤字じゃないの!?」

「……バイクのことなんて、よくわからないし」

「世界一周旅行ができそう」

「やめて！　あたしをいじめるなんて、好きな女の子はいじめたくなる系なの!?」

「ごめん、ハラミのことは二度といじめないよ。それで？　そのグロ画像とウチに来たことは、まさか関係ないよね？」

「それがね……ひどいんだよ？　印刷所の人がね？　印刷代を払えって」

「当然だよね」

「でも、お金、ないし」

「やっぱり、金じゃん！　金だけが目的じゃん！　帰れ！」

　ぶんぶんとハラミが首を左右に振る。

「ちがうの！　そんなことないの！　ユウトになら、いいかなって思ってるの！　ちょっと若すぎるけど、意外と顔は好みだし、身体からだつきも悪くないし、たぶん痛くしなさそーだし？」












「君がどう思おうと、僕のほうはチーターに狙ねらわれたシマウマの気分なんだけど」

　ハラミが右手をシャツの内側へ滑りこませ、吐息をついた。

　シャツをまくりあげ、おヘソをチラ見せする。

　つつう、とホットパンツのジッパーをわずかに下げた。下着が見えてしまいそう。

「んふ♡　ユウト、気持ちイイコト……したくな～い？」

「仕事がしたい。〆しめ切きり、近いんだよ、マジで」

「いやぁん!?」

　悠ゆう斗とは全力で危機感を煽あおられた。

　──こんなダメなヤツになっては、ダメだ！

　先ほどまで、乃のノの香かの膝ひざ枕まくらでダメ人間に堕おちかけていたが、今は完全に仕事モードになっている。

　絵に向かう精神には、気力と危機感の両方が必要なのだとわかった。

　ハラミが床に正座して、三つ指をつく。

　深々と頭を下げた。

　見事な土下座だ。

「お願いします、ユウト様！　この哀れなハラミをお助けくださいませ！」

　どうしてこうなった？

　悠斗はさすがに突き放せなかった。一度は仲良く語らった相手でもあるし。

「うーん……それ印刷所の人にやって、支払いを待ってもらったらどう？　ハラミなら次のイベントで稼かせげるでしょ？」

　色仕掛けで友人から金を引き出そうとするようなクズだが、画力は本物だった。

　商業作の報酬は、贅ぜい沢たくすぎる生活のせいで消えているらしいが、同人イベントで本を出せば確実に行列ができる。

　ハラミが顔をあげた。

　ドヤ顔だ。

「ふっふ～ん？　まぁねぇ、あたしのドエロなレイプマンガに、盛さかった男たちはフル勃ぼつ起きして先走り液を垂たれ流しちゃうわよね♡」

「卑ひ語ごを連発すればエロスなわけじゃないぞ、ハラミ」

「うぐっ……Ｒ18を書かないユウトにはわからないのよ！　あたしはチョー変態なんだから！　ＮＴＲでリョナでＳＭだわ！」

「それ口だけで、いつもベタ甘な恋人同士の演技だったり、暴力とか言いながらぜんぜんパンチが痛そうに描かかれてなかったり、レイプとか言いながらすぐ女の子が喜んでたりするよね？」

「……そんなことないもん」

「だから、君のは〝やわらかレイプ〟なんて言われるんだよ。いや、その作風にファンがついてるんだから喜ばしいと思うけど」

「やっぱり、いじめる。ユウト、あたしのこと好きなんだ。あたしも好き！」

「君が好きなのは僕の貯金でしょ。とにかく、頼むなら印刷所の人にしなよ。払えないなら待ってもらうしかないって」

「そんなの、もうあらゆる手を使って頼んだわよぉ」

「ダメだったの？」

「印刷所の社長の奥さんが出てきちゃって、訴えられそう」

「ぎょえー……聞きたくなかった」

　耳を塞ふさいで貝になりたい。

　ハラミが目元に浮かんだ涙をぬぐう。

「ぐすん……おもしろおかしく贅ぜい沢たくに暮らしたいだけなのに、どうしてあたしばかり酷ひどい目に遭あうの!?」

「爆死アニメの抱き枕まくらを作るからだよ」

「今日のユウト……厳しい。これがＳＭ？」

「違う。一応は先輩だからアホな後輩を諭さとしてるんだ」

「も、もしかして、あの巨乳ＪＣのせいなの!?　もうあたしは要らないってこと!?」

「一度も必要としたことないよね!?」

「いいのよ？　一度くらい使ってくれても……」

「……いや、病気とか怖いから」

「ありえないしッ！」

　冗談はともかく……

　どうやら本気で困っているようだ。

　しかし、ここで同情して金を貸したら、絶対に返ってこないし、また同じような失敗を繰り返すだろう。

　──でも、印刷所に迷惑かけるのも申し訳ないしな。

　ハラミが使っているのは、悠ゆう斗とも世話になっている印刷所だった。

　原稿が遅れても笑って励はげましてくれる気のいい社長と、急いでいても美麗に仕上げる腕のいい社員がいる。

　印刷所だって下した請うけ工場や従業員への支払いがあるのだ。きっと困っているだろう。

「……相談してみるか」

　悠斗はＰＣデスクに戻った。

　Skype で錦にしきのアカウントをクリックして、チャット画面を開く。

　液晶タブレット上に固定したキーボードに手を伸ばして、カタカタと叩たたいた。





　　　ユウト：こんばんは

　　　二に色しき：おう、そろそろ来る頃ころだろうと思ってた。

　　　ユウト：ハラミのこt

　　　二色：音声にするか。






　悠ゆう斗とはキーボードを打つのが苦手だった。

　ボイスチャットに切り替える。卵型のスピーカーから錦にしきの声が流れてきた。

『よおー、どうなってる？　まさか金を貸してないだろうな？』

「そこまで馬ば鹿かじゃない」

　ワーキングチェアに座っている悠斗の後ろから、ハラミが身を乗り出してくる。

「ひどいんだよ、ユウト。あたしをいじめるの！　きっと好きなんだと思う！」

『本当か？　そいつは愛だな、間違いないぜ。まだ部屋から蹴けり出してないなんてよ！』

「でしょー。優しいよねー」

　悠斗は頭を抱えた。

「なあ、僕はハラミを蹴り出すのが正解だったのか!?」

『ハハハ……ユウトらしいと思うぜ。なんとかできないか、って俺に相談するために連絡してきたんだろ？』

　ため息を返す。

「まぁ、そうなんだけど……そこまでわかるなら、錦がなんとかしてやればいいのに」

『冗談だろ？　俺はユウトほどお人ひと好よしでもなければ、後輩想おもいでもねえよ──だいたい、あのアニメはヤバイって忠告はしたぜ？』

「言われてたのか!?」

　ハラミを睨にらむと、彼女は視線を逸そらした。

「そ、そんな昔のことは忘れたわぁ。いい女は過去にこだわらないのよ？」

「馬鹿すぎる」

『そんなアホは放ほうっておけ──と、いつもなら言うところだが、相変わらずハラミは運がいい。ちょうど昔なじみから頼まれ事をしてよ。本を作りたいんだ』

「錦が？」

『今やってるアニメ《メルクラフト》って知ってるか？』

「名前くらいは」

「あたしもー」

『まぁ、そうだよな。原作はソシャゲなんだが、２００万アカウントくらいだし。アニメは出来が微妙で空気だし……だけど、オンリーイベントを来月末にやるらしい』

「無謀な」

『言ってやるな。赤字覚悟のファン活動なんだからよ。だが、ぜんぜん参加サークルが集まらなくて、泣きつかれた。赤字はいいが人が来ないのは寂しいとよ』

「へえ……珍しいね、そういうのを錦にしきが相手にするなんて。僕のことお人ひと好よしとか言うけど、そっちだって」

『もう５年前かな──俺が原画を描かいたエロゲのオンリーがあったんだ。ウチの会社はファン主催のイベントなんて無縁だったからよ、ずいぶん社長が喜んでなぁ。ゲームはあまり売れてなかったけど、おかげで次の企画に繫つながった』

「なるほどね、そのときの主催者が？」

『恩は返さねえとな。あと、俺は嫌いじゃねえんだよ、《メルクラフト》……ヒロインがエロくて良い感じだぞ』

「オフセで作るの？」

『スケジュール的に一人で一冊は無理だが、合同誌なら、なんとかなる』

「ふむふむ……」

『ショップにも卸おろすから、それなりの部数にはなるはずだ。ちゃんとしたもん描いたら、ハラミの原稿は俺が即金で買い取ってやるよ。抱き枕まくらの支払い全額は無理でも、不足分くらいにはなるだろ、たぶん』

　瞳ひとみを輝かせたハラミが、さらに身を乗り出してきた。二人分の体重をかけられて、ワーキングチェアが軋きしむ。

「うわー、助かるよぉ！」

『ユウトも描くならな。そうじゃねえと、ページが足りねえし、本も売れねえ』

　頭の中で計算する。

　スケジュール的には厳しい。

「うーん……」

「ユウト様ぁん♡　おねがい！　あたしのこと、好きにしていいからん♡」

「いやいやいや……要らないから」

『無理はするなよ？　商業に穴を開けてまでやることじゃねえぞ』

「挿絵はもうすぐ終わると思う。ちょっと休みたいと思ってたんだけど……そういや夏コミの打ち上げ、結局、払ってもらっちゃってたよね？」

『む？　そいつは後日、取り立てるつもりだったんだが……しゃーねー、あれはオゴリにしとくから、表紙を描けよ。売り上げは経費を抜いてページ数に応じて配分な』

「じゃあ、恩は返すことにしようか」

　──そういうことになった。




















　９月25日（日）

　ソーシャルゲーム《メルクラフト》オンリー同人イベント『暴走ナイトメア』当日──

　産業プラザＰｉＯ、４Ｆコンベンションホール。

　天井は低いが、広さは体育館くらいあった。公式が協賛しているらしく、会場の奥にはキャラクターの等身大看板がならべられ、設定資料の掲示がされている。

　錦にしきは主催者から〝人が来なそう〟と泣きつかれたらしいが、行列が会場の外に伸びてエレベーターホールで渦を巻くくらいには盛況だった。

　人集めに参加した悠ゆう斗とたちとしては、ホッと一安心だ。

　売り子の乃のノの香かが、元気よく声をあげる。

　急ごしらえだが、合同誌の表紙にしたヒロインのコスプレをしていた。レオタードにミニスカートを合わせたような、やや際どい衣装だ。

　売り子として、最後の一冊をお客さんに手渡した。

　乃のノの香かが満面の笑みで振り返る。

「ユウト先生、完売です！」

「おー……」

　買えなかったお客さんもいるので、ささやかに喜ぶ悠ゆう斗との横で──両拳こぶしを天井へと突き上げたのはハラミだった。

「っっっしゃあぁぁぁぁぁッ!!　さすが、あたし！　天才すぎる！　オンリーイベントでも、あたしのレイプは無敵なのよぉ！」

「大声でなんてこと言ってんだ!?」

「もがが……!?」

　悠斗は慌ててハラミの口を両手で塞ふさいだ。

　錦にしきが肩をすくめる。

「ユウト、そのまま鼻も塞いでおけよ」

「いやいやいや……そんなことしたらハラミのせいで、僕の人生がむちゃくちゃになっちゃう」

　手を離すと、彼女は頰ほおを上気させていた。

「い、今の……ＳＭ？　あたしに欲情したの？」

「……君は一度、脳を診みてもらったほうがいいと思うよ？」

　おずおずと乃ノ香が話しかけてくる。

「あの、ユウト先生……わたし、呼ばれちゃってるので、行ってきても大丈夫でしょうか？」

「あ、そうか。もう大丈夫だと思う。がんばってね」

「はい！　行ってきます！」

　ぺこり、と乃ノ香が頭を下げる。

　彼女を撮影したいという希望者が跡を絶たなかったので、売り子が終わったらコスプレエリアに行く、と約束していた。

　ポーチを持って足早に向かう乃ノ香を見送り、錦がアゴをなでる。

「主催者も喜んでるぜ？　レベルの高いレイヤーさんまで呼んでくれて、盛り上がってるってな」

　たしかに、大きなカメラを持っている撮影者の大半が、乃ノ香の前に列を作っていた。

「まぁ、そのお礼は、乃ノ香ちゃんに言ってよ。僕が何かしたわけじゃないし」

「言うんじゃねえか？　主催者も列に並んでるし」

「マジで!?」

　錦が指さしたのは、《メルクラフト》のキャラＴシャツを着た横幅の広いおっさんだった。バカでかいカメラを担いで、列で順番を待っている間もニコニコしている。

「……楽しそうだね？」

「あいつが、このイベントを一番楽しんでると思うぜ」

「それはよかった」

「んじゃ、撤収準備すっか」

　錦にしきが売り上げ金を革バッグに入れる。

　悠ゆう斗とは乱雑に積まれた荷物を整理しはじめた。

　ふと薄い冊子が目に入る。

「あ……これ、今回のカタログだよね？」

「おう、そうだぜ」

　イベントでの注意事項やサークル配置図が記されている。一般参加者はカタログが入場券の代わりになっていた。

　サークル参加者は入口で運営から一サークル一冊ずつ貰もらえる（イベントによるが）。

　悠斗はカタログを手にとり、表紙を見つめた。

《メルクラフト》の主要ヒロインが、キメポーズを取っている絵だ。

　かなり俯ふ瞰かんがきつい構図にもかかわらず、まったく破は綻たんがない。ロゴで潰つぶれているが、背景まで丁寧に仕上げてあった。

　なにより色使いが独特で面白い。影にピンクが入っていたり、髪のハイライトが明るい紫色だったり。

「上う手まいよ、これ」

「ん？　ユウトが認めるなんて珍しいな。どれどれ？」

「そうかな？　僕、けっこう他の人の褒ほめると思うけど……？」

「自覚ねえのかよ、おまえは厳しいぞ。基準が自分になってるから、どんどん要求レベルが上がってて。ほうほう……ちゃんと見てなかったけど、こいつぁ確かに上手いな。ま、そりゃそうかって感じだけど」

「良いよね」

「オンリーのカタログで、この背景の描かきこみはヤベーな。ユウトと同じ描画狂ドローマニアのニオイがするぜ」

「人を変態みたいに言わないでくれよ」

「変態だろ」

　錦が自分たち用のストックから新刊を取り出した。

　合同誌の表紙は悠斗が描いている。ロゴで隠れるところまで、みっちり背景を描きこんでいた。正直、描いているうちに楽しくなってしまったのだ。

　悠斗は視線を逸そらす。

「え、えっと……このカタログを描いたの、誰だろう？　見たことある絵柄な気がするんだけどな」

　錦にしきが呆あきれたような顔をした。

「そりゃ、見てるだろう」

「有名な人？」

「この会場で知らないの、ユウトくらいじゃね？　ま、せっかく近くに居るんだ、会ってくればいいじゃねえか」

「あ、サークル参加してるんだ？」

「ユウトって小さいイベントに慣れてないよなー。オンリーでカタログの表紙を描かいてる作家なんて、間違いなく主催者の知り合いで、イベントの目玉になるサークルだぞ。本人が来てるかはわからんけど、本は出してる」

　彼が指さした。

　ホール反対側の壁に、まだ行列を伸ばしているサークルがあった。

　悠ゆう斗とは戸惑ってしまう。

「会ってくれば……って言われても。名前も知らないのに？」

「名前はこれ」

　カタログ表紙の端はしに、『ILLUST. ナストキュウリ』と書かれていた。普通の人が見たら、まず人名だと思わないだろう。変わったペンネームは見慣れているので、そう驚きはしなかったが……

　錦が肩を叩たたいてくる。

「ユウトが珍しく興味を持ったんだから、行ってこいよ。おまえは絵を描くだけじゃなく、営業力を……せめて社交性を身に着けたほうがいい」

「僕をコミュ障みたいに言うなよ」

「そこまでは言わねえよ？　言わねえから、こちらの新刊を渡して、カタログの表紙が良いと思った──くらいは伝えてこいや」

　つまり、ここで行かないと、コミュ障と言われてしまうわけか。

　正直、知らない人と話すのは苦手だが……

　挨あい拶さつもできないほどではなかった。

　キャラを作らないと会話もできない異世界転移した廃ゲーマーとは違うのだ。

「うー……じゃあ、行ってくるよ。錦はどうする？」

「俺は一服したくなったんでパス」

　胸ポケットからラッキーストライクとジッポーを取り出した。彼は重度ではないが喫きつ煙えん者だ。周りに人がいるときは無煙に近い電子タバコだが、自宅や喫煙スペースでは普通のタバコを吸っていた。

　錦が指示する。

「ハラミ、ちょっと俺らは出てくるから、撤収やっとくように」

「え～!?　なんで、あたしだけ？」

「おまえ今朝は８時集合って言っといたのに、何時に来た？」

「11時でございます。撤収、お任せください」

「よし。売り上げは預かっとくからなー」

　ハラミが笑いだす。

「あたしの信用って!?　そおゆーことはしないよ!?」

「わかってる。でも、おまえの場合、うっかり失なくしそうで恐こわいんだよ」

「あ～やりそ」

　否定しないハラミだった。

　悠ゆう斗とは苦笑する。この二人は、まるで兄妹きようだいのようだ。そんなことを言ったら、両方とも嫌がりそうだから言わないが……

　錦にしきにうながされて、自分たちのスペースを離れる。





　　　　　†






　悠斗は一人でサークルの前に来た。

　まだ行列が伸びている。

　時刻は12時過すぎだ。

　売り子が二人だけとはいえ、小規模なイベントであることを考えると、かなりの人気だった。

　ポスターの絵は、たしかにカタログの表紙と同じ絵柄だ。

　こちらも丁寧に描かきこまれており、好感を持った。ごちゃごちゃと細かいだけでなく、必要なものが必要な精度で描かれている。

　良よし悪あしではなく、趣味が合う──と感じた。

「うーん……」

　挨あい拶さつというと、普通は行列に関係なくスペースのスタッフに声をかける。悠斗に会いにくる業界人は、みんなそうだ。

　しかし、それは知り合いの作家や編集者の場合で、自分は赤の他人で初対面だった。

　脳内でシミュレーションする。




　妄想──

「初めまして。僕たちの新刊、もらってください！」

　想像なので顔はわからない作者さん。

「えっと……どうも？」

「カタログの絵、よかったです！　僕、この絵が好きです！」

「はぁ、ありがとうございます……？」




　終わり。会話が盛り上がる余地などなかった。

　──僕、すごい変な人じゃん!?

　これはナイな。ナイよ。なんだよ〝この絵が好きです〟って？　小学生でももっとマシな感想を述べるだろう。

　悠ゆう斗とは首を左右に振った。

　挨あい拶さつを考えつつ、行列の最後尾に並ぶ。

　新刊を渡し、可能なら先方に気持ちを伝える──それだけなら読者と同列だ。知り合いや仕事相手ではないから、順番を守るべきだろう。

　待つこと15分ほど。

　行列が少し動いたところで、売り子の女性が声をあげる。

「すみませーん！　残り20部になりました！　増刷して、来月には書店に卸おろしますんで、よろしくお願いしまーす!!」

　１イチ限ゲン（１人１部制限）でも、目視で数えられる人数だった。

　諦あきらめた人たちがうなだれて列を離れる。

　悠斗は立ち尽くした。

　そもそも、同人誌を買うのが目的ではない。

　結局、最後の20部が売られるのを眺ながめて待った。

　売り子の女性二人が、完売を静かにお祝いしているところへ、声をかける。

「あの……」

「わ、すみません！　もう完売で！」

「はい、それは、わかってて……おめでとうございます」

「ありがとうございます？」

　ちょっと警戒されているような雰囲気だった。

　スペースにいるのは女性が二人だけ。どちらかが作者で、どちらかがお手伝いか？　もしかすると二人組み？　そういう作家もいる。

　そんな女性サークルに、何の用かわからない男が声をかけたら、警戒されて当然だ。

　しかし、逃げ帰ったら負け犬である。

「ナストキュウリ先生はいらっしゃいますか？」

「あー……」

　女性二人が戸惑った顔をする。

　ここで悠ゆう斗とは気づいた、自分の失敗に──まず名乗らなくては！

「すみません、僕は……あちらのサークルで……」

　壁に貼はっておいたポスターが見えるかと思ったが、すでに外されていた。

　──くっ……ハラミ、こんなときだけ仕事が早いな。

　不審感が増した気がした。

　開き直り、用件を切り出す。

「よかったら、ご挨あい拶さつしたいんですが」

「少々お待ちください」

　一人がスペースを離れ、壁際で話している女性に声をかけた。

　呼ばれた人は、会話相手に会え釈しやくして別れ、こちらへ来る。




　──声優か女優かな!?　と悠斗は思った。

　同人作家から連想するビジュアルではない。

　波打つような襟えりと、やわらかそうな素材感のブラウスを着ていた。スカートは膝ひざ下まであり、首元には銀のネックレスが光っている。

　肩まである明るめの髪は、ふわっと広がりつつ巻かれていた。

　歳としは悠斗と同じくらいだろうか。

　まつ毛がバシバシと長くて、薄く口紅も引いている。しっかり化け粧しようをしている大人の女性だった。

　同人即売会よりも、青あお山やまとか代だい官かん山やまのカフェにいそうな雰囲気だ。そんな美人が、愛あい想そうのいい優しそうな笑みを浮かべた。

「はじめまして、ナスです」

「あ、ユウトといいます。あの……」

　べつに女性が苦手というわけではないが、住んでいる世界が違う感じがすごかった。

　緊張する。

　あれこれ事前に考えていた言葉が、頭の中から消えてしまう。

　彼女が首をかしげた。

「？」

「あ、あの……カ、カタログの絵、よかったです！　僕、この絵が好きです！」

　緊張のあまり、妄想でＮＧを出した言葉をそのまま言ってしまった。

　どーん、と固まる。

　やり直したい。

　ナスと名乗った女性が、驚いたように目を丸くする。

　しかし、すぐ嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます。私も、この絵が好きです」

　よかった。

　伝えられた。

　それ以上は話すことがなくなった。

　いや、もうひとつ、やるべきことがある。

　悠ゆう斗とは手にした同人誌を差し出した。

「えっと……僕ら、こういうものを出してまして……よかったら、貰もらってください」

「まあ、ありがとうございます」

　受け取った彼女が、まじまじと本を見つめる。

　笑みが消えた。

「…………」

　悠斗は第二の失敗に気づいた。相手が女性だと思っていなかったので、まったく注意していなかったのだが……

　──この合同誌、錦にしきとハラミのとこはＲ18だ！

　つまり、Ｒ18の本だ！

　女性の作家で、男性向けＲ18が苦手な人はいる。

「す、すみません、無理にとは……」












「ユウト先生？」

「え？」

「もしかして、ユウト先生ですか？　《猫と宝石と銃のソナタ》の？」

「あ、はい」

　彼女の瞳ひとみが輝いたような気がした。

　一歩、距離を詰められる。

「私、ぜんぶ読んでます！　あの挿絵、とっても素敵です！」

「え？　あ、そうでしたか」

「あら、ごめんなさい。急にこんなこと」

「いえいえ……ちょっとびっくりしたけど、嬉うれしいです」

「私もです。先生にイラストを褒ほめていただけるなんて、光栄です」

　会話を聞いて、売り子の二人も驚いたらしい。声こそあげなかったが、わぁーと盛り上がった。

　ナスは本当に嬉しそうな様子だ。

「うふふ、素敵な同人誌。みんな、これを買いに来てたんですね」

「そんなことは……ナストキュウリ先生が目玉サークルって聞きましたよ。同人誌もいい感じだし」

「……ありがとうございます。尊敬するイラストレーターさんに、そんなふうに褒めてもらえるなんて。ふふ、今日は表紙記念日ですね」

「いやいやいや……そんな……」

「ユウト先生って、もっと気難しい方かと思っていました」

「どうしてですか？」

「文庫のプロフィールが、いつも『イラストレーター』としか書いてないじゃありませんか。きっと、編集さんが何を言っても〝自分の仕事は絵だけ〟って断ってるんだろうな、と思いまして」

「あー、それは……」

　悠ゆう斗とは自分語りが苦手で、文字が苦手で、メールが苦手だ。三重苦でプロフィールを提出できないでいたら、タイムアップで肩書きだけになってしまった。

　とくに問題視されなかったので、続刊でも空欄で通している。

「絵柄も細かい部分まで描かきこんでいて、生き真面目まじめな性格でなければ、こういう絵は描きませんよね」

「僕は描くのが好きなだけですよ。描いてるうちに、楽しくなってきて没入しちゃって」

「あ……すっごくわかります。私も同じかもしれません」

「ナストキュウリ先生も」

　彼女が提案してくる。

「よかったら、ナスって呼んでください。〝先生〟って呼ばれるのも慣れてなくて」

「じゃあ、僕もユウトでいいんで」

　彼女がうなずいた。

「それでは、ユウトさんで」

「はい、ナスさん」

「うふふ……なんだか、ちょっと照てれますね」

「ですねー」

　ナスが同人誌をめくる。

　冒頭の数ページはユウトの担当で、そこだけカラーになっていた。

「そういえば……ユウトさんは、水彩境界はレイヤー効果ではなく手て塗ぬりなんですね」

「あー。あんまり変わらないのはわかってるんですけど、細かいところまで調整したくなっちゃうんで」

　時間を忘れて話しこんでしまった。





　　　　　†






　13時──

　駐車場で、錦にしきのインプレッサに荷物を載のせた。青色クオーツブルーのスポーツワゴンだ。

　後ろの席に、乃のノの香かとハラミが収まる。

　悠ゆう斗とは助手席に乗った。

「遠回りになって悪いけど」

「いいって。ハラミも乃ノ香ちゃんもそっちだしな」

　運転席の錦が、カーナビを操作して、まず池いけ袋ぶくろ駅を目標地点として設定した。

　ハラミがひらひらと手を振る。

「悪いわねー、所ところ沢ざわまで送ってもらっちゃって」

「行くわけねえだろ、あんな遠くまで。池袋ブクロで降ろすっての」

「ぷぅ～」

「そろそろ都内に引っ越せよ。イベント会場も近くなるぞ」

「あたしに掃除や洗濯ができると思う？　自慢じゃないけど、あたしの家事能力は、ユウト以下よ！」

「そいつは酷ひどい。猫にも劣るな」

　なかなかの言われようだ。悠斗は苦笑してしまった。

「僕だって、少しはやってるって」

「でも最近は、乃のノの香かちゃんに任せっきりだろ？」

　言われてみると、ここ１ヵ月くらい自分で洗濯機を回した覚えがない。

「……そうかも」

　後ろの席で、ハラミが乃ノ香を抱きしめる。

「いいな～!!　のののちゃん、ウチの子になってぇん！　そしたら、あたしも独り暮らしできるから」

「ご、ごめんなさい」

「振られたぁ！」

　やれやれ、と錦にしきが窘たしなめる。

「あまり売り子さんを困らせるなよ？」

　クルマがゆっくりと駐車場から出て、流れに乗った。

　そういえば──と乃ノ香が尋たずねる。

「先生方はラノベの挿絵とかで忙しそうなのに、どうして同人誌まで描かくんですか？　今回は主催の方に誘われたから、と聞きましたけど」

「えっと……」

　どう説明したものか、悠ゆう斗とは言葉を探す。

　ハラミが窓の外に視線を向けた。いつもアレな言動ばかりの彼女でも、印刷代を稼かせぐため──という目的は、あまり言いたくないものらしい。

　赤信号で停とまったのを機に、錦が口を開いた。

「同人に限らず、絵を描く理由なんて、人それぞれだと思うぜ？　プロだから客が望むものを描くのは当然だが……例えば、ユウトなんか絵を描いてられれば何でもいい。絵を描くのが好き。できればそれだけで生きていきたい──って感じだ」

「僕がバカみたいじゃないか」

「お絵描きバカだろ」

「イラストレーターなんだから、普通だと思うけど……」

「ムキになんなよ、たんなる事実だ。んで、ハラミの場合は──作品が好きだからだな。惚ほれこむと、爆死するとわかってても高額グッズを作っちまうようなアホだ」

「アホじゃないもん」

　ハラミが不満そうに唇を尖とがらせると、乃ノ香がうなずいた。

「わかります！　わたしも、そのキャラが好きだから、コスしてるので！　神じん宮ぐう寺じ先生と同じです」

「う、うん……いい子なんだね、のののちゃん……あたし、どうしよう」

「どうしましたか？」

「女の子同士に目覚めちゃいそう」

「困りますぅ!?」

　逃げ場のない後部座席で、乃のノの香かが悲鳴のような声をあげた。

　錦にしきがため息をつく。

「あと、ハラミの場合──絵を描かいて目立ちたい。褒ほめられたい。ちやほやされたいって欲求もあるけどな」

「そ、そんなんじゃないわよ！　ただ神と崇あがめられたいだけ！」

「想定外のアホだったか、すまん。そんで、俺の場合は──金かねだな」

　乃ノ香が戸惑う。

「お金ですか？」

「そうさ。昔、俺がガキンチョだった頃ころ、名古屋の小さいイベントに出た。あ、出身は名古屋なんだ。当時から、けっこう絵が上う手まくてよ、仲間たちは口を揃そろえて褒めてくれたもんだ」

「昔から上手だったんですねー」

「ところがな？　初参加から行列を作ったユウトやハラミと違って……俺はハナクソほども売れなかった」

　悠ゆう斗とは思う──自分やハラミはプロデビュー直前にイベント参加している。中学生のときの絵なんて、見せられたものではない。

　錦はタバコをくわえたが、火は点つけなかった。

「逆に、葉は鍵かぎの同人誌が売れまくってたな。うぐぅはわわの時代でよ。仲間が誰も褒めてなかった落書きみたいなエロ本が、目の前でバンバン売れてくんだ」

「悲しいですね……」

「いや？　それは違うぜ。その同人誌は、お客さんの欲求に応こたえられてたんだ。逆にガキだった俺は読者のために技術を使えてなかった──君が恋人を作るとして、セックスで気持ちよくしてくれるヤツと、身勝手にオナニーしてるだけのヤツ、どっちがいいよ？」

「そ、それは……ちょっと……」

「あっと……ワリィな。比ひ喩ゆは忘れてくれ。とにかく、口先だけの褒め言葉なんかに価値はねえと思い知った」

「なるほどです」

「人間なんて、好きだの素晴らしいだの言っても、心の底はわからねえ。だが金はガチだ。金を出したヤツは絶対に良いと思ってる。たとえボロクソに批判しててもな」

「そう……ですね」

「まぁ、そういうわけで、金が欲しい俺はエロ同人を描いてる。ラノベの挿絵やエロゲの原画だけじゃ厳しいしな」

　乃ノ香が驚いたような声をあげる。

「そうなんですか!?」

「ユウトって、乃のノの香かちゃんに、そういう話はしてねえの？」

「しないだろ？　お金の話なんか」

「そういや、ナガチーが〝ユウト先生は契約書を返してくれない〟って、ぼやいてたな。ほんと、金に興味ないのなー」

「いやいや……興味がないわけじゃ……」

　自分は普通で常識人だと思っているが、少し不安になる悠ゆう斗とだった。

　錦にしきが肩をすくめて話題を戻す。

「レーベルによって差はあるけど、例えばＭＦ文庫Ｊの場合──ラノベの挿絵は１冊30万だ。たいてい後発のトコほど報酬は高いな。実績による増減もあるが。これに重版印税が１％ほど上乗せされる。３万部より多ければ印税ってトコもあったか」

　え？　と乃ノ香が首をかしげる。

「さっき、厳しいっておっしゃってましたけど、かなり多いんじゃ……？」

「そう思うか？　ラノベの仕事って毎月あるわけじゃないんだぜ。編集から依頼があって、何枚もキャラデザして、何回もリテイクされて、ようやくシリーズがスタートする。準備に半年くらいかな。それなのに最近だと１巻で打ち切りもざらだ──日本で〝収入〟っていうと〝固定の月収〟に脳内変換されることが多いけど、例えば年収30万でやってけるもんかね？」

「あ……それだと節約しても、厳しいです」

「だよな。額面は小さくないが、定期収入じゃない。打ち切り以外にも、作家が書かないとか、作家が逃げたとか、作家が壊れたとか、そういう理由でシリーズが終わることもある。ゲームの仕事も同じようなもんだ。関かかわる人数が多いぶん、もっと計算できんぜ」

「……そうなんですね」

「世に出てるゲームは、どんなクソゲーだろうと、関係者の努力と根性と幸運による奇跡だと思ってくれ。世間に名前タイトルを告げることなく消える作品のほうが多いんだ」

「ふわぁ……」

「そういうわけで、イラストレーターは基本的に〝待ち〟が多い。依頼待ち・本文待ち・修正要望待ち。複数の商業仕事を並行してもいいが、うっかり〆しめ切きりが重なると事故が起きちまう」

「あ、そうですね」

「だから、同人なんだ。クリエイターが好きなものを作れて、仕事の合間を有効活用でき、忙しければ落としても責任追及はなく、割高でもコアなファンが買い支えてくれる。このシステムがあるから、日本のオタク系コンテンツは成立してると言っても過言じゃねえ。同人がなかったら経済的に廃業してる同業者は多いからな」

「経済的に……」

「まだプロとして成功してないヤツでも絵だけで食っていける。描かけば上う手まくなる。それがどれほど業界を豊かにしてることか……。文化人や知識人を自称してる連中のなかには、成功ヒツト作品タイトルだけを残して、同人は潰つぶそうっていうバカもいるけどな。花か壇だんから花だけ残して土をなくすようなもんだ。花か瓶びんに刺しとけば花が増えるとでも？　──ま、もちろん、同人ってか二次創作はグレーだ。著作者が黙認してるだけでよ。そこは忘れちゃいけないけどな」

「……お話、たぶん理解できた、と思います」

「ははは、ちょっと話が脱線しちまったか。ま、好きな絵を描いて、仕事の合間の時間で、生活費を稼かせげるから同人やってる──と思ってくれていいぜ」

「そういう理由なんですね」

「あ、これプロの場合だからな？　大半の同人作家は、作りたいから作ってるだけ。なんせ同人で黒字になるサークルは10％ほど。生活費にできるくらい売れてるヤツなんて３％もないからよ」

「印刷代、大変って聞きますね」

「同人サークルもいろいろさ。プロでも大赤字を出すヤツもいるしなァ？」

　錦にしきにからかわれて、ハラミが歯は嚙がみする。

「うっさいわね、錦！　ツイッターで公開告白してやろうか!?」

「おま、それ……自分のファンのほうが大幅に減ると思うぞ……？」

　恐ろしい脅迫技だった。




　ピヨコン、と悠ゆう斗とのポケットの中で電子音が鳴る。

　スマホを取り出した。

　ＤＭダイレクトメツセージが来たらしい。

「これ誰だろ？」

　錦が視線は前に向けたまま、尋たずねてくる。

「どうした、ユウト？」

「いや、知らない人からＤＭが」

「フォロー外からＤＭ？　制限の設定してねえのかよ。スパムでも来たか？」





　　　Twitter　今

　　　影かげ鯱しやち

　　　ナストキュウリさんに馴なれ馴なれしくするな害虫！　近寄るな！　殺虫するぞ！






「……なんだろう？　これは」

　そういえば、悠ゆう斗とが訪ねたとき──

　ナスと話していた男がいたことを思い出す。

　しかし、緊張していたこともあって、その顔までは覚えていなかった。




















　悠ゆう斗とは３日悩んで、４日後にナスへ連絡を取った。

　イベントで話したとき、ツイッターでも挨あい拶さつして相互フォローしていたので、ＤＭダイレクトメツセージを投げてみる。




『影かげ鯱しやちというアカウントから、ちょっと妙なＤＭが来たんですが、もしかして僕が訪ねたせいで、トラブルになっているでしょうか？』




　ナスのことは理性的な大人の女性だと感じた。

　いきなり〝害虫〟などと蔑さげすんで脅迫まがいのＤＭを送ってくる影鯱とかいうヤツと、親しい仲だとは考えにくい。

　そうは思うが、一度しか話したことのない相手だ。表も裏もまだわからない。

　まずは様子見といった感じだった。

　夜になって、ナスからＤＭが返ってくる。




『ご迷惑をおかけしてしまったみたいで、本当に申し訳ありません。謝罪いたします。できれば詳しいことを教えていただきたいのですが、お時間いただけませんでしょうか？』




　悠斗はスマホを机に置いて、腕組みした。

　──どういう状況なのか、ぜんぜんわからないな。

　こちらのＤＭから、迷惑をかけたことは察したらしい。

　しかし、彼女がどんな立場にあって、影鯱という者とどういう関係なのか、まったく書かれていなかった。

　なにが起きたのかわからないのに、謝罪の言葉だけもらっても、スッキリしない。

「うーん、こんなふうに考えてる時間が、そもそも無駄なんだよなぁ」

　悠斗はうなった。

　気掛かりがあると、作業に集中できない。

　スマホを手に取った。

『ＤＭでも電話でも直接でもいいので、詳しいことを教えてもらえませんか？　自分も知っていることはお伝えします。都内ならどこでも大丈夫だし、今週は空いています』

　当然、描かかなければいけないイラストはあるが、そこまで急ぎではない。

　しばらくしてから返信があった。

『ありがとうございます。それでは、お忙しいところ大変恐縮ではありますが、明日９月30日の15時に、下記のお店に来ていただけませんでしょうか？　www.hiramatsure……』

　どうやら、事情がありそうだ。

　悠ゆう斗とはツイッターで、乃のノの香かに連絡を入れる。

『明日は出かけることになりました。帰りの時間はわからないです』





　　　Twitter　今

　　　ののの

　　　先生、こんばんは。

　　　お出かけ、わかりました。お気をつけて行ってらっしゃいませ。







　　　　　†






　翌９月30日、15時──

「くっ……電車から、出口までが遠いな……もっと小さい駅かと思ってた」

　延々と地下道を歩き、階段を何個も上る。

　悠斗は乃の木ぎ坂ざか駅で初めて降りた。青あお山やまと六ろつ本ぽん木ぎの境のような場所にある。駅の出口が、そのまま国立新美術館に直結していた。

　国立新美術館──ガラス張りの建物に入る。

　カフェだけの利用であれば、チケットは必要ない。ちなみに、今日は晴れているからいいが、傘かさは持ちこみ禁止だった。

《ブラッスリー　ポール・ボキューズ　ミュゼ》

　巨大なガラス張りの建物の中にある、逆円錐の上にあるカフェ──と説明されても、想像しにくい。美術館の中にある独特な雰囲気のカフェだった。

　円形の店内に、四角いテーブルが並べられている。

　悠斗は入口から、店内に視線を巡らせる。

　見覚えのある顔を見つけた。

　あちらも、ほぼ同時に悠斗を見つけたらしく、椅い子すから立ちあがってお辞儀する。

　ふわふわした布を重ねた服で、イベントのときより浮き世離れしていた。席へと向かう。

「こんにちは、ナスさん」

「来ていただき、ありがとうございます。この度は、ユウトさんに大変なご迷惑をかけてしまい、本当に申し訳ありません」

「いえ……ＤＭダイレクトメツセージだけなんで、騒ぐようなことじゃないです。どっちかというと、ナスさんから事情を聞きたくて」

「すみません。私、説明が下へ手たで……」

「文章だと伝えにくいこともあるでしょうから。実は僕も文字書くのが苦手で……あ、注文したほうがいいですかね？」

　店員が傍らに待機した。

　ちなみに、水は持ってこない。テーブルに水差しとコップが用意してあった。

　悠ゆう斗とは椅い子すに座り、メニューを開く。

　見慣れぬカタカナ名が並んでいる。

「なにかオススメはありますか？　ちょっと小腹が空すいてるんですけど……」

「こちらのお店は、クレーム・ブリュレが有名みたいです」

　ナスが向かい側の椅子に座り、そう教えてくれた。

「じゃあ、それ。あとは紅茶で」

　かしこまりました──と店員は伝票にメモして、戻っていく。

　本題は注文の品が来てからがいいか。

　ここのクレーム・ブリュレは表面のパリパリした部分がしっかり固く、焼いた砂糖の香りが素晴らしい。苦味が強めで、甘さは控えめ。大人びた味で、大きめだが飽あきさせない。一口目から最後まで楽しめるケーキだった。

「……美う味まい」

　思わずこぼれた悠斗の言葉に、ナスが静かにうなずく。

　悠斗は紅茶を飲んで、会話に戻った。

「ナスさん、よく来るんですか？」

「ん……そうですね。お気に入りの店のひとつです。落ち着いた雰囲気でいながら、ほどよく創作の刺激を受けるといいますか……」

「美術館の中ですもんね」

　ナスが本題を切り出してくる。

「ユウトさん、よかったら、送られてきたというＤＭを見せていただけませんか？」

「……これです」

　スマホを操作して、ＤＭを表示した。ナスのほうへ向けて机に置く。





　　　Twitter　５日前

　　　影かげ鯱しやち

　　　ナストキュウリさんに馴なれ馴なれしくするな害虫！　近寄るな！　殺虫するぞ！






　彼女が息を吞のむ。脅迫された当人である悠ゆう斗とよりも、ショックを受けている様子だった。

「…………これは……酷ひどいです」

「まぁ、ちょっと驚きましたよね」

　ぎゅっ、と彼女が唇を嚙かんだ。それから、深々と頭を下げる。

「本当に申し訳ありません」

「待ってください。この人はナスさんの何なんですか？　そのあたりがわからないと、謝られてもスッキリしないっていうか……」

　彼女はうなずいて事情を話す。

「影かげ鯱しやちという人は、読者さんの一人なんです」

「え？　読者？　関係者とかじゃなく？」

「いつもサークルに買いに来てくれる常連さんです。業界の方ではなく、今は大学生みたいです」

　業界の方だろうと大学生だろうと、このＤＭダイレクトメツセージが異常な脅迫文であることは変わらないが──それにしても、ただのファンとは思えない行動だった。

「もしかして、僕が訪ねたとき、来てました？」

　ナスがうなずく。

「はい……イベントに行くと、ほぼ必ず訪ねてきて、長いときは２時間くらい話しているので」

「なっ!?　２時間!?　20分でも長いと思うんですけど……!?」

　イベントでの挨あい拶さつは、よほど親しい間柄でもなければ、５分くらいで切り上げるのがマナーだろう。

　ナスがうつむいた。

「なかなか話を終わらせてくれなくて……出で待まちされたことも……」

「出待ちって？」

「オンリーイベントだと、会場の出口が１ヵ所だったりするじゃありませんか？　そこで待ってて、一緒に帰ろうとしてきたり、です」

　理解が追いつかない。

「ちょ、えっと……だって、読者さんなんですよね？　サークルのお客ですよね？」

「はい」

「家族でも友人でもないのに、どうして一緒に帰ろうって発想になっちゃうんですか？」

「……わからないです」

　ナスが弱りはてた顔で、首を横に振った。

「お、おう」

「売り子さんと打ち上げしてたら、隣の席に座ってたりするし……」

「きっついですね」

「家までついてこようとするし……」

「大丈夫だったんですか!?」

「ええ、そのときは、タクシーを使いましたから」

「うへぇ」

「私、前にも同じようなことがあって……それは別の男の人なんですけど……マンションの郵便受けに、直接、ファンレターが投とう函かんされてたんです」

　だんだん、状況が摑つかめてきた。

　悠ゆう斗ととて無知で無む垢くなお子様ではない。噂うわさ話ばなしくらいは聞いたことがあった。

「ストーカーじゃないですか！」

「……やっぱり、そうですよね？」

「そこまでやったら、もう客でも読者でもないですよ。たんなる迷惑な犯罪者です！」

　思わず語勢が強くなってしまった。

　ナスが深々とため息をつく。

　うつむいた。

　長いまつ毛がわずかに震える。

「……私、売り子さんや作家仲間から……ス…………って言われちゃってるんです」

「ん？　なんですか？」

　悠斗は身を乗り出して、彼女の小さな声に耳を澄ます。

　ナスが瞳ひとみを潤うるませた。




「……ストーカーほいほい、って」




　笑ってはいけない。悠斗は丹たん田でんに力を込め、奥歯を嚙かみしめた。

　彼女は真剣に悩んでいる。それは確実だった。

「そ、そういう被害に遭あうこと、多いんですか？　今回の影かげ鯱しやちとか、直接ファンレター男の他にも？」

「……ええ……プレゼントが電源の入ったスマホだったりとか」

「ケータイお探しサービス来ちゃった!?」

「ツイッターで、ベランダに干した洗濯物について質問されたりとか」

「控えめに言って警察沙ざ汰ただよね」

「何度か引っ越してるんですが……」

　実害は大変なものだった。

　引っ越しなんて、かなりの金額が必要だし、なにより時間がかかる。その間は、絵が描かけないのだ。

「ちゃんと拒絶したほうがいいですよ。迷惑なら、迷惑って言ったほうが」

「言ってるつもりなんですけど……」

「どんなふうにですか？　僕を影かげ鯱しやちだと思って、言ってみてください。イベントで長居されたときをイメージして」

「そんな。ユウトさんなら、どれだけ長居してくださっても、むしろ嬉うれしいです」

「ど、どうも。いや……練習ってことで。拒絶してみてください」

「んぅ……わかりました。では、前に言ってみたのを」

「はい、やってみてください」

　ナスが深呼吸した。

　キリッと表情を引き締める。

　初めて見せる厳しい目つきだった。それでも美人がやると、魅力的なのだが。

「すみません、用事があるので、失礼させていただきます」

　拒絶か？

　──まぁ、会場だと周りに大勢の人がいるしな。

「それ言ったら、影鯱は？」

「えっと……〝あ、そうだよねー。ところでさ〟って話が続きました」

「ダメダメですね」

　ナスが肩を落とした。

「そうなんです……私の言葉を聞いているのかどうか、わからなくて……ずっと、あちらが話すことに相あい槌づちを打っているような感じで……」

「相槌をやめてみては？」

「〝聞いてます？〟って言われると、つい反応しちゃうんですよ」

「完全に無視してみては？」

「そんなの、恐こわいです」

「ああ……」

　ストーカー行為からして思考が理解できないのだ。あからさまに拒絶したとき、どういう反応をするかわからなかった。

　判明していない危険を人は〝恐怖〟と呼ぶ。

　悠ゆう斗とは思案する。

「うーん……サークルのスタッフに、男性を入れてみてはどうでしょう？」

「前に、会社の先輩に来てもらったんですが……」

「あ、会社に所属してるんですね」

　ナスが意外そうな顔をした。

「ご存ぞん知じなかったんですね」

　錦にしきの言葉を今更のように思い出す。

〝この会場で知らないの、ユウトくらいじゃね？〟

　実は、すごく有名なクリエイターなのかもしれない。実力は間違いないし。

「……すみません。よく考えたら、僕……ナスさんのこと、ほとんど何も知らなくて」

「もしかして、私が関かかわったアニメのことも？」

「ううぅ……知りません。あのとき、カタログの絵が良いなって思って……それだけで声かけちゃって」

　気分を害したかと思いきや、暗く落ちこんでいたナスが、いくらか表情をやわらげた。

「ユウトさんが話しやすい理由、わかった気がします」

「え？」

「私は私ですから、ね？」

「……はぁ」

「あ、それで、男性スタッフなんですけど……その先輩に会社で〝交際してる〟なんて言いふらされてしまって」

「ありゃ……番犬が狼おおかみになっちゃいましたか」

「しかも、その人、妻子持ちなのに」

「なんだその地獄」

「私、奥さんとお友だちだったから、もう大変で……」

「ごめんなさい。浅はかな提案でした」

　つらい出来事を思い出したのか、ナスが瞳ひとみを潤うるませた。

　笑っていても美人だが、怒っていても泣いていても美人だ。ただ綺き麗れいなだけでなく不思議な魅力がある。

　長い睫まつ毛げのせいか？　ほっそりした首筋のせい？

　男性を狂わせる呪じゆ詛そでも掛けられているかのようだった。

　ナスがつぶやく。

「……私、高校まで、人と話すのが苦手だったんです」

「え……？」

「でも、アニメやマンガで癒いやされて……自分の部屋で小説を読んで、元気になれました。嫌なことがあっても生きることを頑張れたんです。いっぱい励はげまされたんです」

　悠ゆう斗とは黙ってうなずいた。

　独白のような彼女の言葉が続く。

「だから……今度は、私が、励ます番だって……思って……楽しい絵を描かいてます」

「なるほど」

「もちろん、絵を描かくのは好き。それもありますけど、みんなに、元気になってほしいんです。明日も頑張ろうって思ってほしいんです。そういう絵を描いてるつもりなんです」

「伝わってきますよ」

「……だけど、こんなことが続くと、疲れてしまって」

「そう、ですよね」

「どうして？　どうして、絵じゃなく、私を見ちゃうんでしょうか!?」

　美人で笑顔が優しそうだからだと思います──という言葉は吞のみこんだ。それが苦難の原因ではない。

　悠ゆう斗とは断言する。

「悪いのは迷惑をかけてるヤツだ。あなたは悪くない。そこは間違っちゃいけない」

「ユウトさん……」

「迷惑なヤツが、どうして迷惑なことをするのか？　そんなの専門家か神様にしかわかりませんよ。答えの出ないことを悩むより、どうやったら迷惑なヤツを遠ざけられるかだけ考えましょう」

「そう、ですね」

「ですよ。雨が降ってきたときに、なぜ雨が降るのかを思い悩むより、傘かさを開くほうが先です」

「ふふ……ユウトさんって頼もしいです」

「難しいことを考えるのが苦手なだけです。悩むのが嫌いっていうか」

「わたしも、悩むのが嫌いなんです。だから、困ったとは思いつつ、あまり深く考えていませんでした。私が我慢すればいいだけですし……でも、ユウトさんにまで迷惑をかけてしまうなんて……どうにかしないと」

「放ほうっておくと危ないですよ」

　ナスが思い出したように言う。

「あ……そういえば、友達もストーカーにつきまとわれて困っていたんですけど……」

　そういう話、よくあるのか？　実は多いのか？

　悠斗は背筋に嫌な汗をかいた。

　彼女が続ける。

「その問題が、ちょっと前に解決したらしいんですよ」

「どうやったんですか!?」

「結婚したらしくて」

「あー、旦だん那なさんが退治を？」

「それが、結婚したら自然といなくなったとか」

「ふむ……」

　まるでミステリーだった。

　しかし、今回はホームズならぬ悠ゆう斗とにも、ひとつ思いついたことがある。

「指輪か」

　ナスが視線を手に落とした。

「なるほど……そうかもしれませんね？」

「効果があるかわからないけど、つけてみたらどうでしょう？」

　少しだけ悩んだあと、彼女はうなずいた。

「わかりました──あの、ユウトさん。もしもまだお時間が大丈夫でしたら……今から、一緒に買いに行ってもらえませんか？　男の人に選んでもらったほうが、それっぽい気がして」

「たしかに。リアリティがありますね」

「ですよね」

「まぁ、僕でいいのかは怪あやしいですけど……結婚どころか、女性とお付き合いしたこともないんで」

「ふふ……冗談ばっかり。ユウトさん、モテるでしょう」

　ナスが口元に手を添そえて笑った。

　悠斗は内心でため息をつく。

　──絵は好きって言ってもらえるんですけどね？




















　カフェから10分ほど歩いて、六ろつ本ぽん木ぎヒルズを訪れた。

　ビルの中を貫通しつつどんどん進んで、エスカレーターで上がったり下がったり。

　広場のような道のような建物の隙すき間まのような曖あい昧まいな空間が連続する。

「なんか、迷いそうですね」

「初めてだと、ちょっと戸惑うかもしれませんね？」

「10回目でも迷う自信がありますよ」

「あは……」

　笑って流された。冗談だと思われたようだが、悠ゆう斗とは本気で現在地すら把握できていなかった。

　ナスの案内で《六本木けやき坂通り》へと出る。

　平日で、まだ早い時間のせいか、ほとんど人はいない。行き交うクルマは、タクシーか高級車ばかりだ。

　歩道が広く、芸術品らしきオブジェが点々と置かれている。

《Tiffany & Co.》

　まるで宝石箱を建物にしたような店構えだった。

　四角い時計がシンボルになっている。外に向けたショーケースには、ダイヤモンドの輝く鍵かぎ型のアクセサリーや、宝飾品だか時計だか判然としない腕時計が飾られていた。

　悠ゆう斗とは気き後おくれする。

「あの……ここは、よれたジャケットで来てはいけない場所じゃ？」

「平気ですよ、私も似たようなものです」

　違う。青○の閉店セール（しょっちゅう開催）で買った５０００円のジャケットと、彼女の透け感のあるカーディガンは、断じて同じではない。

　膝ひざまであるホワイトのチュールスカートも清せい楚そ可か憐れんだった。悠斗はいつものＧパンだ。

「まぁ、誰も見てないか」

「ふふ……そうですよ」

　店に入る。

　煌きらめくネックレスやイヤリングがショーケースに並べられていた。

　さほど広々とはしていないが、定番商品が揃そろっている感じだ。

　悠斗は真剣に見つめる。

「このネックレスは……いいかも」

「素敵ですね」

「……綺き麗れいだなぁ……次のヒロインに着けてみたい。石は赤系にして、中央は大きめにアレンジして」

「まあ、ユウトさんってば。私も同じようなことを考えていました」

「あはは……でも、すんごい値段ですね。自動車が買えそう」

「びっくりしちゃいますね」

　そんな会話をしていたら、隙すきなくスーツを纏まとった女性店員が、話しかけてきた。

「何かお探しですか？」

「あ、すみません、とくに……いや、指輪です、探してます！　つけるのはこちらの女ひ性とですが」

「どのような用途でいらっしゃいますか？　誕生日プレゼントや婚約指輪や結婚指輪などございますが」

「へえー、婚約指輪と結婚指輪って違うんですね」

　悠斗が感心したように言うと、ナスがうなずいた。

「私も知りませんでした」

　女性店員が丁寧に説明してくれる。

　一流の店はスタッフの質も一流だった。知識のない客を馬ば鹿かにしたり、面倒くさがったりしない。

「婚約指輪とは結婚の約束をしたとき、男性から女性に贈られる指輪のことです。記念品ですから、普段使いはせずにパーティーなどで際立つ華やかなデザインが好まれますね。結婚指輪は結婚式で誓いの証あかしとして交わされるペアリングで、結婚後は日常的にはめて生活するのでシンプルなものを求められるお客様が多いです」

　ふむふむ、と悠ゆう斗とは知識として覚えておく。婚約済みや既婚のキャラクターを描かくとき参考になりそうだ。

　興味深いが、今日は取材ではなかった。

　同じような仕事モードの表情で、おそらく絵のことを考えているであろうナスを、本来の目的に引き戻す。

「ナスさん、婚約指輪がいいですかね？」

「ん。たしかに、イベントもパーティーのようなものですよね。あ……でもダンボール箱で引っかけたりしそう、かも」

「そうか……落ち着かないですね。じゃあ、結婚指輪にしておきましょう」

「はい」

　すかさず店員が入ってくる。

「ご結婚なさるのですか？」

「んー。そうですね」

　ナスがうなずいた。

　え？　と悠斗は驚いたが……

　ストーカー対策の指輪などと説明する必要はない、と気づいた。話を合わせておく。

「そんな感じです」

「ご結婚、おめでとうございます。最近は婚約指輪を用意せず、結婚指輪だけで式を挙げられるカップルも増えておりますから」

「へえー。あ……今日は彼女のぶんだけで」

「畏かしこまりました。ブライダルはお２階になります」

　木材とガラスを組み合わせた階段をぐるりと上がると、ショーケースに指輪がずらりと並んでいた。

　それではサイズを測りましょう──と店員さんに言われる。

　指輪の場合は、そういう段取りも必要らしい。

　ナスの指輪は７号だった。

　その後、悠斗は尋たずねられる。

「失礼ですが、ご予算は？　結婚指輪ですと一般的に、ペアで月収の１～２ヵ月分ほどと言われております。女性のリングだけであれば、その半分くらいかと」

　購入するのはナスという話になっているのだが、この場合は自分が答えるべきか。

　悠ゆう斗とは昨年の収入から計算した。

　数字を口にすると──店員の目が光った気がする。

　ナスが両手を左右に振った。

「ユ、ユウトさん、ちょっと高すぎます。会場でそんなのつけてたら落ち着きません！」

「それもそうか」

「雰囲気だけで大丈夫です」

　店員がショーケースの一つに案内してくれる。

「でしたら、このあたりはいかがでしょう？　落ち着いたデザインで、全すべて本物のダイヤモンドを使っておりますが、お手て頃ごろな価格帯かと」

「ああ、たしかに……」

　最初に見ていた、自動車が買えそうな棚にくらべれば。自転車くらい。

　ナスが悠斗に視線を向ける。

「選んでいただけますか？」

「責任重大ですね」

「悠斗さんの趣味でお願いします。私を飾ってください、なんて……ふふ」

「は、はい」

　思わず赤面してしまった。

　陳列されている指輪を順番に見つめる。うーん……と悠斗はうなった。ばりばりと頭をかく。

　新キャラをデザインしているときのような気分だった。脳みそが沸ふつ騰とうしそう。

「んー……じゃあ、このシボリのある指輪で！」

「素敵です」

　ナスが少し照てれたような顔でうなずいた。

　店員が一礼し、ショーケースから指定した指輪を取り出す。ビロードを貼はったトレーに載のせた。

　悠斗はナスに耳打ちする。

「ここは僕が会計しときます」

「え？　でも……んー、わかりました、お願いします」





　　　　　†






　太陽が西に傾かたむく頃──

　お互い、このまま帰っても何も用意がないということで、少し早いが夕飯を取っておくことにした。

　壁に埋め込まれた地図と店舗リストを眺ながめ、店を選ぶ。

「ナスさん、なにが食べたいですか？」

「そうですね……ユウトさんの好みに合わせますが、どちらかといえば、お肉でしょうか。できればステーキで。可能なら調理している手元が見えるお店だと、とても良いです」

　肉食女子か。

　悠ゆう斗とに合わせると言いつつ、かなり具体的な希望があった。

「手元が、見える？」

「誰かが自分のために調理してくれた食事が好きなんです……。生きてることを望まれてる気がするから」

「なるほど」

　イラストレーターとして充分に成功しているはずなのに、そういう感情を持つのだな、と悠斗は意外に思った。

「このお店、どうですか？」

　鉄板焼ステーキの店がある。

　ナスが嬉うれしそうにうなずいた。

「よさそうですね」

《鉄板焼　開かい化か屋や》

　大きな赤のれんの店だ。

　運よく予約せずに入店することができた。

　鉄板のあるカウンター席で、すぐ向かい側にシェフが立つ。

　清潔で整理整せい頓とんされた調理場が見えるのは、なかなか好印象だった。

　コースを選ぶ。

　まずは、モドリガツオのカルパッチョに、色とりどりの野菜のピクルス。

　次に、きつね色に焼いた大きなフォアグラが出てきた。まったく油っこくなくて、むしろサッパリした味に驚く。

　さらに、軽く炙あぶったマグロと、ぷりぷりのホタテが出された。ジュレにしたポン酢が見た目にも美しく、しかも食べやすい。

　口の中でとろける野菜に続いて──でん、と肉が出てきた。

　ナスが瞳ひとみを輝かせる。

「美お味いしそうです」

「たしかに、いいですね」

　外はこんがり、中は肉汁のしたたるカットステーキを、塩・山葵わさび・大蒜にんにくでいただく。

　締めに、ガーリックライスと味み噌そ汁しるが並ぶ。

　デザートを食べ終わる頃ころには、すっかり満腹になっていた。

　ぐぐぐっとナスが感情をこめて言う。

「とっても美お味いしかったです」

「本当ですね」

　悠ゆう斗とは食後にコーヒーを、ナスは紅茶を選んだ。

　とても満足感があった。




　悠斗は宝石店のショップバッグを取り出す。

　白いリボンの結ばれた、ロビンズエッグブルーの箱を手に載のせた。

　はい、と手渡すだけでは味気ない。それっぽい雰囲気の言葉を添そえてみることにした。

「ナスさん……受け取ってもらえますか？」

「ロマンチックですね。これは本気にしてもいいのかしら？」

「え、えっと……」

「ふふ……冗談です。リアリティですよ、ユウトさん」

「そうですね」

「せっかくだから、塡はめていただけますか？」

「うまくできるかな？」

　悠斗は包み紙を開け、紺色の化け粧しよう箱を取り出す。

　蓋ふたを開くと、銀色の指輪が輝いていた。

　手に取る。

　失礼します──とナスの左手を支え持つ。やわらかく、ひんやりしていた。

　指輪を彼女の左薬指に通す。

「どうですか？」

「ふふ……私、結婚願望とかないんですけど……今、ちょっと良いかなって思っちゃいました」

　うっとりした彼女の横顔に、悠斗は見とれてしまう。

　結婚なんて考えたこともなかったけれど、いつかそういう気持ちになるのだろうか？

　ナスがため息をつく。

「これで解決するといいんですけど。あ、代金をお返しします」

「いいですよ」

「え？　ダメですよ、ユウトさん。安いものではないのに」

「指輪の案を出したのは僕だし、まだ解決できたわけではないですし」

「でも……」

「これも、リアリティってことで。あ……僕はつきまとったり、変な噂うわさ話ばなしを撒まいたりはしませんからね」

　彼女が首を左右に振る。

「そんな心配していません。私、これまで何人も見てきたせいで、なんとなくわかるんです。ユウトさんはストーカーなんてしませんよ」

「便利ですねー」

「こんな特技、欲しくなかったです」

「はは……イベントのときは、また顔を出しますんで……いざとなったら頼ってください。何ができるかわからないですけど。好きに使ってくれていいですから」

「ユウトさん、意外と荒あら事ごとが得意なんですか？」

「んー……映画で流血シーンを見ると気分が悪くなるくらいには」

　姫様を護まもる騎士にはなれそうになかった。

　ナスが苦笑する。

「私も平和的に解決したいと思ってます。みんなが楽しんでるのに、私のせいで雰囲気が悪くなるのは嫌なんです」

「あなたのせいじゃないですよ」

「……でも、私が消えちゃえば、解決するのも事実ですから」












「そんなのダメです！」

　ナスが悠ゆう斗とを見つめる。

　瞳ひとみのなかに、オレンジ色の照明が反射して、煌きらめいていた。

「ユウトさんは、どうして……こんなに親切にしてくれるんですか？」

「素晴らしい絵を描かく人が、つまらないことでいなくなって欲しくないからです」

「……ん……そうですか。ユウトさんにとっての私は、絵を描くことにしか価値がないんですね」

　たしかに、そうとも取れる言葉だった。

　失礼だったか？

　しかし、悠斗は正直にうなずいた。

「僕は、そういうヤツですよ」

「……嬉うれしいです」

「え？」

「それって、私をイラストレーターとして評価してくれてるってことですよね？」

「もちろんです」

「最近、ちょっと疲れちゃってたんですけど……なんだか、元気が出てきました。そんなふうに認めてくれる人もいるってわかったから」

「よかった」

「ユウトさん……私の……お友達になってもらえませんか？」

「ええ、よろこんで」

　ナスが右手を差し出してきて、悠斗は握手を交わすのだった。




















　カーテンの合間から、陽光が差しこんでいる。

　時刻は12時過すぎ──

　台所から調理の音がする。乃のノの香かが昼食を作ってくれていた。

　寝起きの悠ゆう斗とは、アクビしつつ猫のワコムを抱っこして、マウスを操作する。

「フワァ……」

　たしっ、とワコムがマウスを突いた。

　その前足をつまんでやめさせる。

　ニャア。

　乃ノ香が声をかけてくる。

「寝てないんですか、ユウト先生？」

「少しは寝たよ。布団に入ったの、朝方だったけどね」

　昨夜はナスとの会話が盛り上がり、終電で帰宅した。テンションが上がっていたせいで、朝までイラストを描かいていたのだった。

　おかげでスケジュール的には、むしろ余裕が生まれたくらいだが。

　乃のノの香かが心配そうに言う。

「先生、すこし寝ておきますか？」

「ん？　でも、もうすぐ料理ができるんじゃ？」

　チャーハンを作ると言っていた。いい匂においが漂ってきている。

「できますけど……」

「じゃあ、食べるよ。昼夜逆転しないほうがいいし、お腹なかが減ってるし」

「わかりました。もうすぐですので」

「うん」

　そのとき、Skype で錦にしきが話しかけてきた。

　面倒なので、すぐボイスチャットに切り替える。

「やあ、錦が昼間に連絡してくるなんて珍しいね？」

　彼はフランクな言動が目立つが、ゲーム会社に勤めており、昼間は出社している。

『今日は土曜だからな』

「そういやそうだ」

　だから、乃ノ香も昼から来ているのだった。平日は学校がある。

『なあ、昨日だけど……おまえ、ナストキュウリさんと出掛けたか？』

「えっ!?」

『ちと小耳に挟んでな』

「誰から聞いたの？」

『ってことは──マジなのかよ』

「う、うん……まぁ、あまり人に言うようなことじゃないんだけど……うん」

　ストーカーで悩んでいる相談に乗ったなどと、不用意に話すべきではないだろう。

　台所で、ガチャンと食器の音がした。

　猫のワコムが、ピクッと反応し、ぽーんと悠ゆう斗との膝ひざから跳とんだ。するするとキャットタワーに登る。

　錦がため息をついた。

『はぁー……ユウトがねえ。意外だな』

「そうかな？」

『おまえ、ナスキュウさんのこと、ぜんぜん知らないとか言ってなかったか？』

「今もよく知らないけど」

『去年の春頃ごろ、映画になった《五月さつき乙女おとめの恋》ってのあったろ』

　小説が原作のアニメで、タイトルのとおり恋愛ものだ。少女レーベルの作品にもかかわらず、熱心な男性読者もおり、実はＳＦだという。

　業界人なら見ておくべき話題作だったが……

　悠ゆう斗とはちょうど担当作品のアニメ化で忙しくなって、見ていなかった。大学生活を諦あきらめた時期だ。

『あれのイラストレーターが、ナスキュウさんだ』

「おー、そうだったのか」

『原作の絵も、けっこう広告で使われてたから、目にしてるはずだがな？』

「たぶん見てたと思うよ。絵が良かったって記憶だけはあるから」

『このＵＲＬ見てみ』

　Skype のチャットに貼はられたＵＲＬを錦にしきに言われるがままに開いたら、どこかの掲示板だった。

《ナストキュウリ先生、美人すぎ問題》という見出しタイトルだ。どうやら、《五月さつき乙女おとめの恋》の宣伝ニコ生に、ナスが出演したらしい。

　視聴した人たちが、その容よう貌ぼうや優しげな言動を話題にして盛り上がっていた。

「……まるでアイドルみたいだね」

『アイドルが〝崇拝される人〟の意味なら、ナスキュウさんは間違いなくアイドルだな。非公認のファンクラブがあるし』

「ううぅ……ぜんぜん知らなかった」

　そんな女性に、自分は結婚指輪を塡はめ、握手をしてきたのか。

　絵を描かくこと以外に頓とん着ちやくしない悠斗だが、これには少し動揺した。無遠慮すぎただろうか？

『本当に知らずにデートしてきたのかよ』

「いや、デートってわけじゃなく……誰から聞いたのさ？」

『ナスキュウさんが友人のレーターに話したらしい。その子が俺の知り合いで〝ユウトってどんなヤツなんだ、大丈夫なのか？　なんか騙だまされてるんじゃないか？〟って訊きいてきたんだよ』

　そういえば、売り子や作家仲間から《ストーカーほいほい》と呼ばれている──と言っていた。

　悩みを相談している友人がいるわけだ。

　対策を取ったのだから、それを情報共有しておくのは不自然ではなかった。

　錦が尋たずねてくる。

『結婚指輪を渡したって？』

「……うん」




　ガシャーン！　と台所で派手な音がした。




　悠ゆう斗とは慌てて席を立ち、そちらに行く。

「乃のノの香かちゃん、大丈夫!?」

　彼女は台所で立ち尽くし、足元で大皿が砕けていた。フローリングに大小の破片が転がっている。

　悠斗が声をかけたら、ようやく我に返ったように乃ノ香が顔をあげた。

「……あ、ごめんなさい、お皿を」

「そんなのいいよ。ケガはしてない？」

「え？　たぶん、平気です」

「よかった。そこは僕が片付けるから……」

「ダメです！　先生が指にケガでもしたら、そのほうが困ります。こういうのも慣れてますから、やらせてください」

「そ、そう？」

　乃ノ香はしゃがみこんで、大きな破片から拾っていく。

「……あの……先生？」

「なに？」

「ご、ご結婚……なさるんですか？」

「え？　なんで？」

「だって……結婚指輪……」

「ああ！　ぜんぜん違うよ。僕とナスさんは、そんなんじゃないって」

　スピーカーから、錦にしきの大声がする。

『んじゃあ、どんな関係なんだってーの！　結婚しなかったら、指輪なんて渡さねえんだよ！』

　悠斗は頭をかいた。

　誤解されても仕方ないか。

「錦は、そのあたりまで詳しくは、ナスさんの友達から聞いてないの？」

『いろいろ言ってたけど、ユウトが説明しなきゃ、わからねえよ』

「うーん……じゃあ、他言無用で頼むよ？」

『任せろ。俺は拷問されても絶対にしゃべらない気がするはずだ！』

　微妙に不安だ。

　乃ノ香がうなずいた。

「お約束します！」

「えっと……イベントでナスさんに挨あい拶さつしたのは知ってるよね。そのあと、僕にＤＭダイレクトメツセージが届いたのが、きっかけなんだけど……」

　全すべて話しておくことにした。

　悠ゆう斗とは説明が苦手なので、中途半端に端折はしよると誤解が誤解を生みかねない。

　錦にしきが何回か質問したり、要約したりして、どうにか全容を伝えることができた。





　　　　　†






『──なるほどな。お人ひと好よしのユウトらしいぜ』

「本当にプレゼントしちゃったせいで、かえって誤解されたかな？」

『ま、絵に惚ほれたからプレゼントしたんだろ？　それなら、俺が貰もらったウイスキーと同じじゃね？』

「うん、そうだね」

　乃のノの香かが安あん堵どの吐息をつく。

「はぁ……そういう事情だったんですね」

「なんか、驚かせちゃったみたいで、ごめん」

「本当です。いえ、わたしが勝手に勘違いしただけですので。あ、そろそろ、お昼にしますので。その前に台所に掃除機をかけますね？」

「わかった」

　悠斗はうなずいた。

　錦が尋たずねる。

『乃ノ香ちゃん、なに作ったの？』

「お昼はチャーハンです」

『いいなー、俺もチャーハン食べたくなってきたなー。雁がん川せんに行くかな』

　ぼやきつつ、錦がボイスチャットを終了させた。




　乃ノ香が用意してくれ、お昼にする。

　米粒がやわらかく、一口サイズより小さくした焼き豚が多く入っている。あとはグリーンピースとレタスと溶き卵。悠斗の好みに合わせて味は薄めで、醬しよう油ゆの香りが食欲を誘う。

　彼女の料理は、いつもながら美お味いしかった。

　チャーハンを平らげ、中華風のスープを飲み干す。

「ふぅー……ごちそうさま」

「おそまつさまでした」

　いつもなら、すぐ片付けをはじめる乃ノ香が、テーブルに視線を落とし、ため息をついた。

　元気がない。

　先ほどの会話のせいか？

「乃のノの香かちゃん？」

「あ……すみません。すぐ下げちゃいますね」

　その笑顔が、少し無理をしているような気がした。

　何か引っかかる。

　これが仕事に関かかわることなら、担当編集に電話してスケジュールと作業の確認をするところだ。

　ライトノベルのイラストを引き受けた場合、表紙や挿絵の他にも、店舗特典などを依頼されることがある。

　ときには挿絵を納品したあとで店舗特典を描かく場合があり、うっかり忘れていた──などという失敗もあった。間に合うタイミングで、それとなく担当編集が催さい促そくしてくれるので、落としたことはないが……

　──忘れている。

　何かを忘れている？

　猫の食事ごはんは出したはずだし……

　台所で食器を洗う乃ノ香。その後ろ姿を眺ながめる。

　今日は土曜で、部活動もなかったらしく、セーラー服ではなく私服だった。パーカーにキュロットスカートだ。

　私服。

「あ、あああああッ！」

　悠ゆう斗とは思わず大声をあげた。

　びくっ、と乃ノ香が振り返る。

「どうしました、先生!?」

「ごめん！　乃ノ香ちゃん、約束してたのに！」

「あ……」

「一緒に洋服を買いに行くって──〝来月には時間ができる〟って言ったのに！」

　そう言ったのは８月で、今日から10月だった。

　乃ノ香が表情をほころばせる。

「いえ……《メルクラフト》の合同誌が入って忙しくなったの、知ってましたので。神じん宮ぐう寺じ先生のためですよね」

「そうだけど……」

「ナストキュウリ先生のことも、放ほうっておけないの、わかります。当然です」

「でも、ちゃんと乃ノ香ちゃんに話しておくべきだった。ごめん」

　彼女が微笑ほほえむ。

「はい……今、言ってくれたから、もう平気です。それだけ忙しいユウト先生だから、わたしはお手伝いしたいって、思ったんです」

　悠ゆう斗とは時計を確認する。

　昼１時だった。

「よし、今から行こう」

「え!?」

「今日は丸１日、乃のノの香かちゃんが行きたいとこに連れてくよ。８時までに帰ってこれるとこならだけど」

「でも、お仕事があるんじゃ？」

「あるけど……大丈夫！　約束を破ったうえ、さらに待たせるほど遅れてないし」

「本当ですか？」

「それは信じてほしいな」

「わかりました。それなら、わたし、先生とお出かけしたいです」

「うん」

「えへへ……」

　ひさびさに見せる、屈託のない笑みだった。





　　　　　†






　池いけ袋ぶくろ、西せい武ぶ百貨店──

　都内有数の大きな店舗で、土曜の昼間とあって、けっこうな数のお客さんがいた。大半は女性で、とくに年配の人が多い。

　若者向けのショップだけでもいくつも入っているが、下調べしてあったようで、さほど時間をかけず購入できた。

　満面の笑みで、乃ノ香が頭を下げる。

「ありがとうございました！」

　その胸には、今しがた購入したショップバッグが抱きしめられていた。

「気に入ったのがあってよかったよ」

「はい、ちょうど秋物が買いたかったので」

　悠斗がダメにしてしまったのは夏物の洋服だが、この時期だと夏服は売れ残りしかないらしい。

　男性用の服は通年で買えるものが多いが、女性用の服は頻繁に商品が入れ替わるそうだ。

　だから、秋物を買ってあげたのだった。

　わーい！　と乃のノの香かがその場で一回転する。

「今度、これを着て先生の家に行きますね」

「そいつは楽しみ」

「また写真、撮ってくれますか？」

「コスプレみたいだね」

「あはは、またコスプレもしますよー。先生のお好きな衣装で！」

　そんな話をしていたら、近くにいたご婦人から、不審者を見るような目を向けられた。

　先生でコスプレか……

　──外でしちゃダメな会話だ、これ！

「乃ノ香ちゃん、こっち！」

　悠ゆう斗とは彼女の手を摑つかみ、急いでその場を離れる。

　どうにか、ご婦人の目から逃れた。

　逃走成功か。

　ため息をつき、乃ノ香に視線を向ける。

　彼女は手元を見つめていた。

「あ……う……」

「ん？」

「せんせい、手……」

「うおおおっと！」

　慌てて離す。

「びっくりしました。急に……だったので……あ、イヤじゃなかったですよ？」

「ご、ごめん」

「急いで帰ったほうがいいですか？　やっぱり、お忙しいですか？」

　──そうじゃなくてね！　あのままコスプレ談義をしていたら、今夜の僕の寝床が留置場になりそうだったからね？

「別のとこ、行こうと思ってさ」

「いいんですか？」

「言ったでしょ──今日は丸１日、行きたいとこに連れてくって」

「本当にいいんですか？　それじゃ、プールなんてどうでしょうか？」

「え？　もう10月なんだけど……」

「都内には区営の屋内プール、けっこうあるんですよ。ウォータースライダーとかもあったり」

「マジか。この近くなの？」

「個人的にオススメなトコだと、電車とバスで１時間くらいだと思います。先生、前に長く座ってるから腰がつらいって言ってましたよね？」

「ああ、うん」

　膝ひざ枕まくらしてもらったときのことか。

　感触まで思い出して、ほかほかした気分になった。

「ネットで調べたり、水泳部の先生に聞いたりしたんですけど、水泳は腰に負担をかけず、なおかつ筋肉を鍛えられるので、デスクワークによる腰よう痛つうの予防になるそうです」

　体調を心配して、わざわざ調べてくれたのか。

　ありがたいと思った。

「でも、運動って好きじゃないんだよなぁ」

「あぅ……」

「とはいえ、乃のノの香かちゃんが、そこまで僕を気き遣づかってくれてるなら……ちょっとくらい、がんばらないとね。行こうか」

「先生！」

　パァと彼女が表情を明るくした。

　念のため、ルートを調べようとスマホを取り出した途端、コール音が鳴りはじめる。

《神じん宮ぐう寺じ神かみ絵え》

　通話ボタンを押した。

「なんだ、ハラミか」

『ハラミ言うなし。てか、ユウト？　起きてんなら、玄関、開けなさいよ』

「ん？　それ無理だけど」

『なんで!?　あたし、なんかしちゃった!?　部屋に入れたくないくらいのこと!?』

「いやいやいや……どうして、嫌われたって発想しかないんだよ。僕が外出してるって可能性を捨てるなよ。そこまでヒキコモリじゃないからね!?」

『今日、イベントだっけ？　あ、打ち合わせ？』

「買い物だよ。今、西せい武ぶ」

『なんだぁ。駅から歩いてチョー損した！　今から行くから、待ってなさいよ』

「アポなしで家まで来るなよ……暇なのか？」

『なんとなく、ユウトが楽しそうなことする気がしたからさー。ビビッときたわけよ』

「エスパー!?」

　ハラミ、おそろしい子。

『なんかやんの？』

「……まぁ、今から……乃ノ香ちゃんと、プールにでも行こうかと」

『え!?　デート中なの!?』

「違うよ。水泳って腰痛予防になるらしいからさ」

『ほんとにデートじゃないの？』

「前にも言ったけど、そういうんじゃないって」

『じゃ、あたしも行く』

「そうかい？　でも区営プールらしいから、過大な期待はしないようにね？」

『区営……東京都の……？』

「うん」

　ハラミの声が妙に小さくなった。

『……所ところ沢ざわ市民だと、追い返される？』

「なんでだよ!?　所沢市民、東京都に何したんだよ!?」

　念のため、乃のノの香かに確認しておく。

「──ってことで、ハラミも行きたいらしいんだけど、いいよね？」

「はい、もちろんです。でも水着はどうしますか？　ユウト先生のは取りに帰ればいいかと思ったんですが」

「乃ノ香ちゃんのは？」

「えへへ……こんなこともあろうかと、持ってきてますので！」

「こんなこともあろうかと!?　わかった、ハラミに訊きいてみる。──君、水着はどうするんだい？」

『西せい武ぶなら、《ラウレア》入ってるから、そこで買うー』

「買うのか……まぁ、やたらと高価な物でもないしな。僕も買わないと、持ってないや」

　そうだったのですね、と乃ノ香。

　店で合流しよう、とハラミに伝えて、悠ゆう斗とは通話を終えた。
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　２時間後──

　区営プール《すみだスポーツ健康センター》。

　悠斗は更衣室から出る。

　屋内プールは、校庭を建物で覆おおったくらいの広さがあった。壁はガラス張りで、屋根を太い柱が支えている。やや西に傾かたむいた陽光が射さしこんで、まだ充分に明るい。

　中央に広々したプールがあり、くねくねと曲がったウォータースライダーもある。土曜だけあって、大手サークルのごとく人が並んでいるが。

　思ったより暑かった。

　ほとんど外と変わらない室温かと思ったが、まるで夏に戻ったかのようだ。

「まぁ、ガラス張りでソーラーハウスになってるもんな」

　水温も30度以上あるらしい。冷たいと感じることはなさそうだった。

　いきなり、背後から手が伸びてくる。

　抱きしめられた。

「うわっ!?」

「ユーウートー」

　背中にやわらかな感触が押し付けられた。わずかな布と、吸いつくような肌の感触。

「って、ハラミ!?」

「んっふっふ～。どうお？　どうお？　あたしの水着姿♡」

「後ろから抱きつかれてて、見えるわけないだろ!?」

「感触の感想を言ってくれてもいいのよ？」

「……胸と……腹が当たってる」

　バッ！　とハラミが離れた。

「お腹なかは当たってないし！　へこませてたし！」

「へこませてたのかよ」

　実は当たっていなかったが、抱きつかれたままだと公共の場にいられなくなりそうだったので仕方ない。

　ハラミの水着は、第一印象として、布の面積が少なかった。

　さすがに紐ひものようなシロモノではないが、全力で泳いだらズレてしまわないか心配になる。

　しかも、首の後ろや、腰の両サイドで、紐を縛るタイプだった。

　ちょっと引っ張ったら、スルリとほどけそう。

　彼女は腰をひねってポーズを取った。Ｒ18本の表紙に使われそうな決めポーズだ。

「どう？　魅力的？　イケてる？　グッとくる？」

「……そうだな」

「ちんこ、おっきくなっちゃう？」

「ちょっと黙れ？」

　かなり攻せめた水着だ。そのうえ、ハラミのプロポーションは決して悪くない。むしろ、意外とスタイルが良いせいで問題がある気がした。

　──区営プールだと浮いてね？　海とかホテルのプールならいいんだろうけど。

　そう思ったが、わざわざ指摘はせず無難に評しておく。

「えっと……意外にも良いというか……」

「いよっしゃあ！」

「正直、ちょっとガッカリしたな。ハラミなのに、へっこんでるなんて。ニックネームにプライドを持とうよ」

「あたしは、ハラミじゃないってーの！」

「あはは」

「んもぉ……がんばってるんだから、もうちょっと褒ほめなさいよぉ」

　ハラミが唇を尖とがらせた。

　そのスタイルを維持するために、意外と努力しているのかもしれない。

　少し遅れて、乃のノの香かがやってきた。

　こちらは無難なセパレーツだ。

　左右の胸の間にリボンがついているが……ふくらみが大きすぎて、リボンが小さく見える。

　形のいいおへそのあるウエストは、水泳部らしく引き締まっていた。

　下は青いストライプだけで、フリルや結び目などはない。

　急ぎ足だと、胸元がぐらんぐらん揺れる。やはり、中学生離れしたバストが、かなり目立っていた。

「先生、お待たせしましたー」

「あ、うん」

「……あの、どうでしょうか？」

　どう評しようかと悠ゆう斗とが言葉を選んでいると──

　ハラミが上から下まで眺ながめて。

「まぁ、あたしが男なら、控えめに言って……押し倒したい」

「やめい！」

「褒め言葉じゃん!?」

　あはは……と乃ノ香は笑ってくれたが、やや表情が引きつっていた。

　悠斗はため息をつく。

「そういうことは、思っても言わないのが品性ってもんだろ？」

「ユウトはもっと自分に素直に生きなさいよ。酷ひどいことしたいと思ってるんでしょ、エロ同人みたいに！」

「そういう目で見てないっての！」

「じゃあ、どういう目で見てるのよ!?」

「……いや……まぁ、よく似合ってるなと思ってるよ。かわいいよ」

　真面目まじめな感想を口にしたつもりなのだが、先にハラミが妙なことを言ったせいか、乃ノ香が身をよじって恥ずかしがった。

「あうぅ……あ、ありがとうございます。お目汚しじゃなかったなら、よかったです」

　眼がん福ぷくです。

　ハラミが不満げに腕組みする。

「せっかく水着の子がいるんだから、もっと普通じゃわからないことまで取材すべきじゃないの!?」

「ん？　例えば？」

「触り心地を確かめるとか」

「つまみ出されるぞ。下へ手たすると捕まる」

「……のののちゃんのボディが犯罪的だから？」

「犯罪的なのは君の言動だ！　そもそも、絵を描かくのに触り心地って関係ないだろ」

「じゃあ、水着にギュッてされてる肉をチェック！」

　際どい場所に、ぐっとハラミが顔を寄せる。

　乃のノの香かが両手で脇や股こ間かんなど、水着と肌の境を隠した。

「に、肉って言わないでください」

「その、えぐいエロボディなら、ガンガン見せつけちゃいなさいよ！　見られて減るもんじゃなし！　むしろ、見せただけで肉が減ってくれたら嬉うれしいわよね……」

「じっと観察されるのは、恥ずかしいですよぉ」

「……乃ノ香ちゃん、あたしたちは真剣に見てるのよ？」

　急に真面目まじめな口調で言った。

　うっ、と乃ノ香が詰まる。

「あ……そうですよね。照てれてちゃダメですよね」

「真剣に性的な目で見てるの！」

　ハラミの後頭部に、悠ゆう斗とはチョップを入れた。

「アウトだ、アウト！」

「痛たー」

「あんまりからかうなよ」

　興奮したハラミにあれこれ言われて、乃ノ香はもう涙目になっている。

「ううぅ……」

「ごめんな、乃ノ香ちゃん？」

「いえ、平気です。ユウト先生にかわいいって言ってもらえましたので」

　どうにか笑顔が戻った。

　ハラミがプールを指さす。

「ねぇ、競争しようよ！　誰が一番速いか」

「無謀な……乃ノ香ちゃんは、水泳部のレギュラーだぞ？」

「チート!?　こしゃくな、勝負よ！」

　今にもプールに向かおうとするハラミを乃ノ香が呼び止める。

「準備運動しましょう。足が攣つると浅いプールでもおぼれることがありますし、肉離れなど大おお怪け我がにつながる危険もありますから」

「はーい」

　意外と素直にハラミが返事をし、悠ゆう斗とも乃のノの香かに倣ならって準備運動をするのだった。
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「吐く……」

　ベンチに腰掛け、ハラミが死にそうな声をもらす。

　隣に座り、乃ノ香が心配して見守っていた。

　プールサイドの端はしにある、ガラス張りの壁を背にしたベンチだ。快適な休憩場所が他にあるせいか、ここに座りこんでいる者は多くなかった。

　悠斗は肩をすくめる。

「まさか、本気で現役の水泳部員に挑むとは……」

「勝負と言ったからには、勝ちに行くのよ。あたりま……うぷっ！」

　当然、あっさり負けたわけだが、体調が悪くなるまで全力で泳ぎ続けたらしかった。

　乃ノ香が気き遣づかう。

「たぶん酸欠なので、しばらく休んでいれば治るかと」

「うぷす……」

　──仕方ないやつだ。

「僕は飲み物でも買ってくるよ」

「はい、お願いします、先生」

　悠斗はサイフを置いてきていたので、まず更衣室に戻ることにした。




　乃ノ香とハラミが残る。

「ゆっくり呼吸してくださいね、神じん宮ぐう寺じ先生」

「ん……ふぅ……楽になってきた、かも」

「顔色も、少し戻ってきましたね」

「ふっふっふっ……回復が速いのは若さかしらねー」

「波があるので気を付けてください」

「……うぷっ……いや、平気……若いしッ」

　まだ本調子ではなかった。もう少し休息が必要か。

　ハラミはベンチの背もたれに身体からだを預ける。

「ユウト、どこまで行ったんだろ？」

「小銭を持ってきてなかった様子なので、更衣室に戻ったのでは」

「あー、なる」

「ユウト先生、いい人ですよね」

「そうねー。なんだかんだ言って、《メルクラフト》オンリーでも助けてくれたし」

「いつも他の人のことばかりで……無理してて、心配しちゃいます。わたしなんかが心配なんて、おこがましいと思いますけど……」

「そのうち倒れそうな生活してるわね。Skype でいつ話しかけても反応するし」

「作家さんの文章が遅れたぶん、短い期間で描かいたりもしてて……なんだか、周りの都合ばかり優先してるような」

「流されてばっかに見える？」

「……はい」

　乃のノの香かは少し迷ってから、うなずいた。

　ひらひら、とハラミが手を振る。

「んなことないよ。ユウトくらい根っこが定まってる人、ちょっと珍しいんだから」

「そう、ですか？」

「錦にしきは〝お絵描きバカ〟って言ってたよね。それは当たってると思うけど、それだけじゃないよ？　プロのイラストレーターって、絵を描くのが好きじゃなきゃ無理だけど、好きなだけでも無理だし」

「ユウト先生には何かあるんですか？」

「あいつには目標があって……それは、とんでもなく高いトコだから、寄り道してる暇なんてないのよ」

「目標……」

「うぷっ……ま、詳しいことは、そのうち聞いてみたら？　のののちゃんになら、きっと話すから」

　これ以上は自分は話さない──と言外に打ち切った。

　乃ノ香も理解したから、話題を変える。

「あの……」

「ん？」

「神じん宮ぐう寺じ先生って……ユウト先生と……すごく親しいですよね？」

「まぁ、親しいわよね。親友っていうか、ＡＴＭ？」

「ええっ!?」

「あははは！　ウソウソ！　のののちゃんってば純情すぎ。さすがに、そんなふうに思ってるヤツと遊ぶほど暇じゃないよ、あたし」

「……じゃあ、本当は？」

「ふつーにイラストレーター仲間でしょ。友達よ」

「あ、そうですよね」

　くふっ、とハラミがほくそ笑む。

「なに？　もしかして、特別な仲だと思っちゃった？　恋とか愛とかラヴとか？」

「そうは見えませんけど……」

「違うからねー。あたし、オジサン好きだし！　ユウトじゃ若すぎよ？　まぁ、顔は好みだから20年くらいしたらドストライクかもだけどー。あ、想像したら、ヤバイかも……」

「オジサン好き……!?」

「うん、ちょっと錆さびついた感じが好き」

「はぁ……」

「そんなわけで、安心していいから」

「え？」

「あれ？　のののちゃんはユウトのこと好きなんじゃないの？」

　ぱたぱたと両手を振って否定する。

「わたしは、たんなる先生の作品のファンですよ！　わたしなんか、なんの取り柄もなくて釣り合わないですし！」

「家事できるのって貴重よ？　ユウトなんか飼い猫と同じくらいしか家事しないでしょ？　ぶっちゃけ、あの家って猫が２匹でしょ？」

「そ、そんな……ないですよ。猫が２匹みたいなんて思ったことないですよ？」

　乃のノの香かが視線を逸そらした。

　あひゃひゃ、とハラミが笑う。
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　ようやく悠ゆう斗とは戻ってきた。

　両手にペットボトルを２本持っている。

「やあ、元気になったみたいだね、よかった」

「元気じゃないわよー。ノド渇いたー。にゃんこ～」

「にゃんこ？」

　悠斗はポカリのペットボトルを開けてから、差し出した。

　ハラミが受け取るなり一気に飲む。こくんこくん、と喉のどを鳴らした。

「乃ノ香ちゃんも」

　悠斗は別の１本を差し出す。

「ありがとうございます！」

　ぺこり、とお辞儀して彼女は受け取った。

　ほとんど空にしたペットボトルをハラミが突き出してくる。

「ぷはぁ～!!　生き返ったわぁー」

「もう無理しないようにね？」

「ユウトへのお礼は、この飲みかけのポカリをあげるー。間接キスしてもいいのよ？」

「えっと、飲みかけを捨てるとこあったかな？」

「ひどーい」

　悠ゆう斗とは乃のノの香かに声をかける。

「もう少し、泳いできたら？　ハラミは僕が見とくから」

「え？　でも……」

「物足りないでしょ？　顔に書いてある」

「そんな！　わたしも充分に泳ぎましたので」

「ふーん、本当に？」

「はい、だから、神じん宮ぐう寺じ先生が大丈夫になるまで……」

「そうか……乃ノ香ちゃんも満足してるなら、もう帰ろうか」

「え……」

　その表情を見て、悠斗は苦笑する。

「冗談だよ。でもガッカリするくらいなら、泳いできなって。僕らは待ってるし」

「んもぅ。先生、いじわるです」

「はは……」

「でも、わかりました。それじゃ、ちょっと行ってきます」

「うん」

　一礼して乃ノ香がプールのほうへ向かう。

　空いたベンチに、悠斗は座った。

　ふとハラミの様子がおかしいことに気づく。

「どうした、顔が赤いけど？」

「今のユウトとのののちゃんの会話が……エロくて」

「どこが!?」

「〝物足りないでしょ？　顔に書いてある〟のあたり？　年上の攻せめっぽくて、よかった。こんど使うかも」

「……もう本当に元気そうだな」

　ハラミがユウトの手からポカリを持っていき、結局、空になるまで彼女が飲んだ。

　その姿を眺ながめる。客観的に言って──（言動はともかく）容姿だけならハラミも充分に美人だろう。

　悠斗は尋たずねてみる。

「なあ、ハラミのサークルって男性客が多いよな。ずっと話しかけてくるような客っているか？」

「ずっと？　いないわよー。イベント中は糞くそ忙しいのに、長々と一人を相手してらんないし。長くなったら〝そろそろ帰れ〟って言うし」

「言うのか。強いな」

「ま、少し離れたとこから、ずーっとウチのサークルを見てる子はいるけど」

「なんだそれ!?」

「大学生くらいの男が何人か。誰か一人はいる感じ。朝イチで買いに来て、菓か子しとかくれて、ちょっと話して、そこからイベントが終わるまで見てるの」

「わからない。なんのために？」

「あたしが知りたいわよ」

「わざわざ朝からイベントに来て、他のサークルの本を買わないで？　君を見てるの？　罰ゲームとか？」

「失礼ね！　この美しいあたしを見てられるなんて、ご褒ほう美びでしょ！　って言いたいけど、まぁ、理解に苦しむわね」

「…………たぶん、普通に考えたら、君のことが好きなんだろうけど」

　ハラミがお腹なかを抱えて笑いだす。

「あははっ！　意味わかんない。見てるだけで女が落ちるわけないじゃん、魔眼使いなわけ!?」

「いや、落とすとかじゃなく……手が届かないのはわかってるけど、それでも見ていたいという……。たぶん」

「あたしとしては、あたしで抜くんじゃなく、あたしの本で抜いてほしいんだけど」

　──うーん、この女の、どこがいいんだろう？

　悠ゆう斗とは腕組みした。

「趣味嗜し好こうは人それぞれか」

「つーか、あたしの読者なら、押し倒すくらいしてこいっての！」

「ええっ!?」

「好みじゃなかったら、蹴けり潰つぶすけど」

「やめろよ、想像しちゃったろ」

　にひひ、とハラミが笑った。

「ユウトがそんな話するの、珍しいじゃん？　ストーカーでもされてんの？　男の客？」

「どうして僕が男性客にストーカーされなきゃいけないんだ？」

「趣味嗜好は人それぞれなんでしょお？」

「ううぅ……考えたくない」

　ハラミの質問には答えなかったが、彼女は追及してこなかった。話題を変えて、別のことを尋たずねてくる。

「ねえ、ユウト……アニメ化って楽しかった？」

「死ぬほど忙しかったな」

「う……どんな感じ？」

「ＢＤブルーレイ全６巻のジャケットイラストは当然として、広告やグッズや店舗特典でカラーの依頼が激増するんだよ。クオリティの要求は厳しいし、描かくキャラはだいたい決まってるから、構図や表情のバリエーションは尽きるし、スケジュールは窮屈タイトだし……それと、本を読んでもいないのに批判してくるアンチが増える」

「うわぁ……無理っぽ」

「でも、僕は目標にしてたことの一つだったし……作家さんもすごく嬉うれしいって言ってた。担当編集さんをはじめとした出版社の努力の結晶でもある」

「そんなの、あたしには関係なくない？」

「君の知名度も上がるよ」

　ピクッ、とハラミが反応した。

「知名度!?」

「なんだかんだ言っても、ＴＶアニメは王様だよ……観みる人が桁けた違ちがいに多い。絵を好きになってくれるファンも一気に増える」

「信者が増えた？」

「さて、信者と言っていいのか……。僕の場合は《猫と宝石と銃のソナタ》のおかげで、乃のノの香かちゃんとも知り合えたわけだし」

　彼女の中学校で話題になったのは、アニメ化が無関係ではないだろう。

　ハラミが意を決した様子で立ちあがった。

「やるわ！」

「……アニメ化の話、来たんだ？」

「どうなんだろ？　決定じゃないっぽいけど〝やりたい？〟って編集に訊きかれた」

「それは、ほぼ決まりだね。おめでとう」

「実感ないけど……ユウトにお祝いされるのは、悪くないわね」

「……しかし、アレは地上波で流せるのかな？」

　ハラミがイラストを描いている《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》は、タイトルの固さとは真逆のエロバカ作品だった。

　第二次大戦の前線を舞台に、大日本帝国の士官である主人公が──屋根に登って女風ぶ呂ろを覗のぞいていたら、敵の奇襲を察知したり。風俗街で行為に及んでいたら、スパイ活動をしている上官を目撃したり。

　性欲で行動した結果、活躍しまくって出世していく物語だった。

　露ろ骨こつな性描写ばかりでなく、卑ひ語ごや罵ば倒とうの放送禁止用語が連発されている。

　ハラミが首をかしげた。

「たしかに、アレは深夜でもねえ？　ＯＶＡかも？」

「かもね。それでも、アニメ化すれば原作を読んでくれる読者は増えるし、イラストレーターとして経験になるよ」

「なんか、ユウトが先輩みたい」

「いや、先輩だよね？」

「あはは！　だって、童顔なんだもーん」

　ハラミが立ち上がり、プールのほうへと小走りになる。

　ため息をついて、悠ゆう斗ともベンチから腰をあげた。

「僕もがんばらないとな」

　プールの中から、乃のノの香かが手を振る。

「ユウトせんせーい！」




















　10月も後半になった、ある日──

　悠ゆう斗とはビッグサイトに到着した。

　ナスから〝ティアに参加する〟と連絡をもらい、様子を見に来たのだ。とくに問題が起きなければ、軽く挨あい拶さつして帰る予定だった。

　東１・２・３ホールが使われている。コミケほどではないが、かなり大規模なイベントだった。

　会場を見渡す。

「けっこう雰囲気が違うな……」

　ティアは二次創作ではなく、オリジナル作品を出展するイベントだ。

　人の壁で動けないような混雑はなく、じっくり作品を見る参加者が多い印象だった。

　ユウトはオリジナルを商業でやっているので、同人は二次創作ばかりだが、これはこれで楽しそうだ。

　いくつかのサークルで足を止めつつ、会場の奥へと進んだ。

　──この辺か。

　視線を巡らせると、見覚えのある絵柄のポスターが目に留まった。

　そちらに向かって歩く。

「あ……」

　ナスの姿を見つけた。

　声を掛けようとしたが、誰かと話していることに気づく。

　黒ズボンに黒シャツに黒ネクタイという黒一色の20歳くらいの男だった。目元にかかるくらい前髪が長く、色付きの眼鏡をかけている。

　傍はたから見ると、なごやかに話しているようでもあった。

　悠斗は足を止める。

　思い出した。

　──あのときの男だ！

《メルクラフト》オンリーで、悠斗が初めてナスに会ったとき、彼女が話していた相手。その後、悠斗に脅迫ＤＭダイレクトメツセージが届いた。

　おそらく、あの男が──影かげ鯱しやちなのだろう。

　悠斗は空から唾つばを吞のみこんだ。何を考えているのかわからない相手は、不気味だ。

　少し離れた場所から、様子を窺うかがうことにした。

　黒一色の男が話している。

「──んで、オレは言ってやったんだよ。キミの発言ってモラルがないんじゃないの、ってね。ナストキュウリさんも、そう思うだろ？」

「……はい」

　疲れた様子のナスがうなずいた。それでも、やわらかな笑みを浮かべている。

　悠ゆう斗との記憶にある彼女は、もっと楽しそうに笑うのだが……

　男が話し続ける。

「だからさ、陰で悪口を言うのって、オレは許せないんだよね。そういうのって誰も得しないっていうか。聞いてるほうもネガティブな気分になるじゃん。そういうところがアイツはわかってないんだよ」

「……はい」

「なー。そう思うよな。やっぱり、オレの考えを理解してくれるから、あんたは頭がいいよ、うん」

「……いえ、その」

　ナスが頰ほおに左手を添そえる。

　薬指に塡はめた銀色の指輪が見えた。悠斗が渡したものだ。

　既婚者だと思えばストーカーはいなくなる、と期待して──ナスが渾こん身しんのアピール。

　しかし、反応なし！

　無駄！

　相変わらず男は話し続ける。

「オレも大学には愛着あるからさ、やっぱ先輩としては放ほうっておけないんだよね。同期の連中はもう止やめとけって言うんだけど、嫌われてでも誰かが言うべきかなって。今はウザイと思っても、いずれ感謝するはずだしさ。そういうもんだろ？」

　とうとう、ナスは右手で左薬指をなではじめた。

　気づいて！　気づいて！　という感じで。

　男が表情を変える。

「あ、そういや……この前、すっごくウケるツイートを見たんだよ。大学の購買への要望らしいんだけどさ」

　──無視!?

　それとも、本当に気づいていないのか？

　まるで中身はｂｏｔかと思うくらい、男はナスの行動に無関心だった。

　彼は会話をしにきているわけではなく、ひたすらナスに自分の話を聞いてもらいたいだけのようだ。

　がんばってアピールしたナスが、肩を落としてしょんぼりしていた。

　これが延々と続くのは、いくらなんでも可哀かわい想そうすぎる。

　正直、あまり関かかわりたくない男だが……

　悠ゆう斗とは深呼吸した。

　近づいていき、ナスに片手を挙げる。

「どうも、お疲れさまです」

「あっ」

　パアッ、と彼女の表情が明るくなった。

　男が露ろ骨こつに不機嫌そうな顔になる。

「…………」

「すみません、お話し中に」

　悠斗は普通の会話を心掛けた。

　ナスが首を左右に振る。

「いえ、いいんです。えっと、こちらの方は……」

　紹介する前に、男のほうが口を開く。

「ユウトさんっすよねー？　オレが影かげ鯱しやちっす」

　──やっぱりか。

　そして、影鯱は自慢げに所属している大学の名前を挙げた。悠斗でも知っている有名な大学だ。

　ドヤ顔をされた。

　悠斗は思わず笑ってしまう。

「ぷっ……」

　そんな反応をされるとは思っていなかったのか、影鯱が目を見開いた。

「なにが可お笑かしいんすか!?」

「いや、こういう場所で学歴なんか気にしたことなかったから、ちょっと新鮮で。そうか……受験した頃ころって、そんなことが重大に思えてたっけ」

「はぁ？　大学で人生の格が決まるって、わかってないわけ？　ダメだねー」

「そういう価値観もあるかな？　でも、それだけじゃなく、人それぞれだから」

「オレは国家公務員になる予定なんで！　安定した勝ち組が約束されてるんだよね。世間のことわかってないから、イラストレーターみたいに不安定な仕事に就ついちゃって人生失敗するわけよ。もっと将来のこと考えないとダメだったねー」

　影鯱が言い寄っているナスも、その不安定なイラストレーターなのだが……

　悠斗はため息をついた。

「どうでもいいよ」

「え？」

「どうでもいいって言ったんだ」

「な、なに言ってんだ、バカ！　人生設計は大切だろうが!?」




「人生とか安定とか将来とか。そんなもの、絵を描かく役に立たないんだし」




　影かげ鯱しやちがたじろいだ。

「……なんだ、こいつ。おかしい」

「イラストレーターだからね」

　相手が舌打ちして矛先を変える。

「んで？　あんた、ナストキュウリさんの何？　関係ない人は近寄らないでほしいんですけど」

　──友人だ。

　しかし、そう言って、意味があるだろうか。

　彼の口ぶりからすると、もうナスと、かなり親しいつもりのようだ。親友とか恋人とか、脳内設定が影鯱の中だけでは真実になっているのだろう。

　ナスが割りこんできた。

　ぐっ、と目の前に、左手を挙げる。

　薬指を見せた。

「これ！」

　影鯱が首をかしげる。

「……は？」

　まさか結婚指輪を知らないわけでもないだろう。頭が理解を拒こばんでいるのか。

　しかし、ナスが容赦なく事実を叩たたきつける。

「指輪です。左手の薬指に。意味は、知っていますよね？」

「うあ……？」

「わ、私、これを……この男ひ性とに、もらいました！」

　ナスが右手で、悠ゆう斗との左手を摑つかんできた。

　騒動が起きていることに気づかれたらしく、周りから視線が集まり、伝でん播ぱしていく。

　──手が、冷たい。

　ナスの手は血の気が引いて、氷のように冷たくなっていた。

　そして、震えている。

　前に会ったとき彼女は、あからさまに拒絶するのは恐こわいと言っていた。怯おびえている。

　すがるようにナスの手が、悠斗の手を握りしめていた。強く握られているのに、とても弱々しい。

　悠ゆう斗とはナスの手を握り返した。

　自分とて荒あら事ごとは不得意だ。威い勢せいのいい言葉なんて出てこない。

　それでも、せめて相手が激発したときに、彼女の盾になれるよう覚悟はした。膝ひざが震える。

　影かげ鯱しやちが顔を歪ゆがめた。

「はぁ～？　指輪ァ!?　なに考えてんの!?　女性絵師が男を作るとか！　まったく理解できないよ。読者を裏切ったんだよ、わかってんの!?」

「……裏切ったつもりなんて」

　事実としてナスは恋人を作っていない。そうでなくても、イラストレーターが恋人を作ろうと、それが読者への裏切りになるなんて、ありえない話だった。

　悠斗は言う。

「イラストレーターは絵を描かくだけだ！　勝手な期待をするなよ！」

　しかし、影鯱の中では違うらしい。

　声を荒らげて騒ぎはじめた。

「騙だまされた！　この女に、オレは騙された！　返せよ！　今まで買った本の代金、全部！　プレゼントの代金も弁償しろよ！」

「……わかりました。返品には応じます。プレゼントの代金も請求してください」

「金の問題じゃねえんだよ！　なんでも金で済むと思うな！」




　カシャ！




　シャッター音だった。おそらくは、スマホのだ。

　影鯱が周りに視線を向ける。

「誰だ!?」

　イベントで無断で参加者を撮影するのは、ルール違反だ。当然、咎とがめられる行為だった。

　しかし、名乗り出る者も、批判する者もいなかった。

　それどころか、別の方向からも、別のシャッター音があがる。

　衆目が集まっていた。

　誰かがささやく。

「なにアレ？　ヤバくない？」

「絡まれてるの、ナスキュウ先生じゃないか？」

　そんな声が聞こえてきた。

　影鯱が叫ぶ。

「ふざけんなよ！　オレが被害者だろ!?　なんでオレが悪いみたいに言われてんだよ!?」

　ナスが息を吞のむ。

「……ッ」

　口を開くが、声が出てこなかった。

　瞳ひとみから透明な滴がこぼれる。長く苦しんできたことが感情を昂たかぶらせていた。

　悠ゆう斗とは彼女の手を握りしめる。

　そのうち周りから──ストーカーらしいだとか、スタッフ呼んだほうが、といった声も出はじめた。

　影かげ鯱しやちが顔を引きつらせる。

「ああー、ほんと低学歴なヤツらを相手にすると、嫉しつ妬とされて大変だよ！　せっかくオレが親切に教えてあげたのに全く理解できないし！　もう無理だよ、オマエら。残りの失敗人生、みじめに過すごせ！」

　言いたいだけ言って、勝ち誇ったような顔をして背を向ける。

　最後に一言──

「もう、絶対に二度と来てやらねえからな！」

　ナスが目を見開いた。

　そして、心から安あん堵どしたように笑みを浮かべる。

「よかった」

　彼女の言葉に──心配した様子で見守っていた売り子の女性たちが、わぁ！　と喝かつ采さいの声をあげる。

　なぜか周りから拍手があがった。

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、ナスが両手で、悠斗の左手を握りしめる。

「ありがとうございます、ユウトさん」

「いや……僕は、なにも……」

　ここで長居すると、あの男と同じ穴の貉むじなになってしまう。番犬が狼おおかみだ。

　悠斗はやんわり彼女の手をほどいた。

「もう、大丈夫そうですね。じゃあ、僕は行きますから」

「……はい」

　軽く会え釈しやくして悠斗はその場を離れる。




　無事に帰宅できていれば、万事解決だったのだが……





　　　　　†






　荒あら事ごとの苦手な悠ゆう斗とは、自分で思っていた以上に疲ひ弊へいしていたらしい。緊張から解放された直後は、身体からだがふわふわしていた。

　イベント会場には大勢の人が行き交っている。

　反対側から歩いてきた女性と、悠斗は肩がぶつかりそうになった。

「おっと……と……ととと？」

　避よけるために踏み出した左足の膝ひざから、力が抜ける。

「たったっ……ヤバっ!?」

「ユウトさん!?」

　見送っていたナスが悲鳴のような声をあげた。

　悠斗は目の前のテーブルに突っこみかけ、それも避けた結果──

　コンクリートの床にダイブを決めてしまう。




　グキッと手首から音がした。




















　悠ゆう斗とは暗い声で言う。

「……たぶん、３週間くらいかかるって、病院で言われちゃいまして」

　電話の向こうで、編集の永なが井いが血を吐くような声をあげる。

『手首を……ケガ!?』

「すみません」

『み、右ですか……!?』

「左です」

『そっかぁ！　よかったー』

　心の底から安あん堵どした声だった。

　悠斗は微妙な気分になる。

「……」

『おおっと、失礼！　ケガはよくないですよねー。早く治るといいですね、お大事にしてください！』

　なかなか酷ひどくて素直な人だった。

　絵を描かくときには左手も使うので、全く仕事に影響しないわけではないのだが、今は原稿待ちの時期だ。さほど支障がないのは救いだった。

　ところで──と永井が話題を変える。

『ユウト先生、そろそろ新シリーズなんて、どうですか？』

「え？　もしかして《猫ソナ》終わるんですか？」

　イラストレーターが同じレーベルで複数のシリーズを同時に描くことは滅多にない。

　ＭＦ文庫Ｊで新シリーズを描くということは、今やっている《猫ソナ》が完結するということだった。

『いえいえ、まだ続きますよ。でも、アニメも終わったし、そろそろ終わりに向かってはいますよね』

「まぁ、そうですね」

『ですから、小お倉ぐら先生としては、《猫ソナ》が終わる前に新シリーズを始めたい、とのことで』

　小倉先生というのは、《猫と宝石と銃のソナタ》の作者のことだ。

「でも他レーベルでも書いてませんでしたっけ？」

『ウチ以外でも、４シリーズやってますね。だけど、編集部としては断る理由なんてないですから』

「そりゃそうですね」

　数字が出せそうな企画を蹴ける理由はなかった。

『小お倉ぐら先生のほうから、新シリーズの企画書を５本ほど貰もらっていまして……私としては、来春刊行を目指して動かすつもりなんですが……』

「はい」

『《猫ソナ》に引き続き、挿絵はユウト先生にお願いしたい──と思ってるんですよ』

　うーん、と悠ゆう斗とはうなる。

　悩む。

　これまでの仕事を評価されての依頼なので、それは嬉うれしかった。

　実績のある作家さんの企画だし、レーベルにも恩がある。心情的には引き受けたいところだ。

「でも、原稿が予定どおり来ないのがなぁ」

『ご迷惑をおかけしていることは重々承知なんですが！　どうか！』

「最近はネットで発表済みの小説が、書籍化されることも多いじゃないですか。ああいうのだと原稿を待たされるってことはなさそうだし」

『そこを何とか！』

「スタートが１ヵ月も２ヵ月も遅れるのは、きついんですよ……クオリティも枚数も落としたくないし」

　永なが井いが声を震わせる。

『じ、実は……小倉先生が〝ＭＦで書くならユウト先生以外はイヤだ〟と、おっしゃいまして』

「なん、ですと」

『シリーズ累計５００万部超えの担当作家に、新シリーズを書いてもらえない場合、私の編集部での居場所がですね……わかってもらえますよね？』

「そうですよね……。今までおつかれさまでした。異動しても、たまにはメシに行きましょう！」

『ユウト先生えええぇぇぇぇー!?』

　スマホが震えるほどの絶叫だった。

　悠斗はため息をつく。

「……とりあえず、スタートする企画が固まったら、連絡ください。読んでから決めますから」

『ありがとうございます！　近日中にメールさせていただきます！』

「描かくのは、面白そうな企画ならですよ!?」

『それなら大丈夫です！　では、また連絡します！』

　通話を終えた。

　ものすごく自信がある。あるいは、小お倉ぐら先生への信頼か。

「……たしかに、実力はあるんだよなぁ」

　悠ゆう斗とはスマホをクレードルに戻した。





　　　　　†






　ひょこ、と制服姿の乃のノの香かが台所から顔を出す。

「……」

「あ、もう電話は終わったよ」

「はい！　それじゃ、お茶を出しますね」

「ありがとう」

　乃ノ香が来ていることは永なが井いも承知しているが、電話中は音を立てないようにしているらしかった。

　猫のワコムは、容赦なく駆け回り、むしろ電話中ほど騒がしかったりするが。

　紅茶とクッキーをもらい、作業に戻る。

　左手は使えない。

　今は包帯でぐるぐる巻きで、指先しか出ていなかった。ほぼキーボードも打てない。

　経過が良好であれば、固定範囲は減るらしいが、とにかく捻ねん挫ざ治療は安静が一番とのことだった。

　ＳＡＩサイを立ち上げて、適当に線を引く。

「うーん……」

「今日もお仕事ですか？」

「凝こったことはできないから、今のうちに、同人誌のラフでも進めておこうと思ってね」

「なるほどです」

「最近、いろいろあって、仕事できない日が多かったんだけど……さっき確認したら、スケジュールが１週間くらい前倒しにできててさ」

「さすがはユウト先生ですね！」

「いやいや……乃ノ香ちゃんが毎日のように来て、家事をしてくれるおかげで、仕事に集中できる時間が増えたんだと思う」

「そうなんですか？　だとしたら嬉うれしいです」

「感謝してるよ」

「えへへ……」

　彼女が台所に戻る前に、尋たずねる。

「乃のノの香かちゃん、アニメを流していい？」

「あ、はい。なにかやるんですか？」

「ニコ生で《緋ひ弾だんのアリアＡＡダブルエー》の一挙放送があるんだよ」

「わぁいいですねー。私も好きなんですよ、麒き麟りんちゃんとか」

「お、おう」

「そういえば、ユウト先生って、けっこうアニメを見てますよねー」

「まぁ、オタクだし」

　そうでなければ、悠ゆう斗とはライトノベルの挿絵ではなく、絵画を描かいていたかもしれない。

　きっと違った人生があっただろう。

　乃ノ香が不思議そうにする。

「アニメを見ながら、お仕事ってできるもんなんですか？」

「むしろ、何か流しながらじゃないと、気が変になっちゃいそうだよ。少なくとも、僕の場合は映像か音楽があるほうが集中できるかな」

「そういうもんなんですね」

「アニメとかって、資源なんだよ」

　悠斗は人差し指を立てる。

　乃ノ香が首をかしげた。

「資源？」

「そう、《艦これ》で言うところの、資源──僕が仕事に集中するために必要な、燃料とか弾薬みたいな」

「消費するんですか？」

「うん。僕の趣味に合う作品じゃないと、流してる意味がない。かといって、何度も見たことがある作品だと、飽あきちゃってて眠くなる。理想は、１年くらい前に見た好きなアニメの再放送かな」

「それが一番、お仕事に集中できるんですね」

「他にもゲーム実況とか、ネットラジオなんかも悪くないんだけど……そのへんは、アタリ・ハズレがあるんだ」

「面白いかどうか、見てみないとわかりませんよね」

「いや……つまらなければ他のを流すからいいんだけど……面白すぎるとマズイんだよ。つい作業の手を止めて見ちゃうから。初見のアニメとかも同じ理由でダメなんだ。再放送じゃないと」

「はわわ……時間泥棒ですね！」

「そういうこと」

《緋ひ弾だんのアリアＡＡダブルエー》の一挙放送を流しはじめる。

　乃のノの香かが画面を見つめた。

「あの、わたしも見ていいですか？　夕飯の支度は終わってるので」

「もちろん。ベッドに座って、見える？」

「はい！」

　好きな作品を一緒に見たいと言われるのは、けっこう嬉うれしいものだった。

　液晶ディスプレイの角度を後ろめに直す。スピーカーのボリュームを気持ち大きくした。

　乃ノ香がベッドに腰かける。

「ユウト先生は、どの子が好きなんですか？」

「誰か特別にってわけじゃないけど……やっぱり、アリアかな。あかりちゃんの先輩をやってるときのアリアはカッコイイよ」

「あー、わかります！」

「本編のほうだと、ヒロインなんだけど、こっちだとヒーローだよね。乃ノ香ちゃんは、麒き麟りんが好きなんだ？」

「ライカ先輩に一いち途ずなとこと、積極的なとこがいいんですよね。純愛です！」

「このアニメ、けっこう百ゆ合りだけど……やっぱり、乃ノ香ちゃんて……」

「かわいい女の子も好きなだけですよー。ユウト先生はどうなんですか？」

「僕は好きだよ、当然」

　断言した。

　それじゃあ──と乃ノ香が話題を広げる。

　アニメ談義に花が咲き、とても楽しかった。




　悠ゆう斗とはマウスをクリックして、終了後アンケートに答える。

「《とてもよかった》……と」

「ほんとですねー。わたしもけっこう忘れてるとこがあって、ひさびさに見て楽しめました」

「うん」

　アンケートの結果は良好だった。

　当然か。面白いから。

　ふと悠斗は液タブに目を向け、愕がく然ぜんとなった。

　──ぜんぜん進んでない!?

　当然か。ずっとアニメ談義で盛り上がっていたから。

　ほぼ白いキャンバスを前にして、悠斗は固まった。

　その様子から察したのか、乃のノの香かが申し訳なさそうに言う。

「あ……ごめんなさい……わたし、お仕事の邪魔しちゃってましたか？」

「いやいやいや、僕が話したくて話してただけだからね。大丈夫。平気。スケジュールに余裕あるし、余裕、余裕」

　実際、時間が経過してしまったことはいい。さしたる問題ではなかった。

　それより、貴重な〝趣味の合うアニメの再放送〟を普通に楽しんでしまったことが、気分を重くする。

　趣味話を存分に楽しめたなぁ～という満足感と、やっちまったなぁ～という悔かい恨こんが半々だった。ダイエット中なのに焼き肉を腹いっぱい食べてしまったような感じだ。

「まぁ……ネトラジでも流すか」

「じゃあ、お夕飯を用意しますね。そのあと、お風ふ呂ろに入りましょう」

「ホワッ!?」

「左手をケガしてるから、身体からだが洗いにくいですよね？」

「そうだけど……」

「お手伝いしますので！」

「いやいやいや、その理屈はおかしい。左手は使えないけど、右手があるからね！」

「その右手を、どうやって洗うんですか？」

「えっと……」

　想像してみると、たしかに左手を全く使わずに右手を洗うのは困難だった。まさか、泡だらけのタオルを咥くわえるわけにもいかない。

「治るまでは、シャワーで流すだけでも……」

「ダメです。清潔にしてないと、他の病気になっちゃうんですから」

「でも忙しい時期は、風呂なんか──」

「え？」

　おっと──女の子に話すべき事柄ではなかった。

　悠ゆう斗とは視線を逸そらす。

「いや……だけど、やっぱり、一緒に風呂に入るなんてマズイと思うんだよ。倫理的に」

「わうっ!?　一緒にお風呂に入るわけではないですよー!?」

「あれ？」





　　　　　†






　ざぁぁぁぁ……とシャワーからの湯が肩に当たる。

　浴室だった。

　シャワーヘッドは乃のノの香かが持っている。

　そして、反対側の手で、悠ゆう斗との右腕を摑つかんで支えていた。

「温度、どうですか？　先生」

「ちょうどいいよ」

　彼女はスクール水着を着用していた。

　悠斗のほうは、腰にしっかりとタオルを巻いている。

「それでは、洗っていきますね」

「う、うん」

　浴室には入っているが、一緒に湯ゆ船ぶねに浸つかるわけではなかった。身体からだを洗ってもらうだけだ。

　乃ノ香がタオルにボディソープを出す。

　くしゅくしゅ、と両手で泡立てた。

　湯をかけたときと同じように、片手で悠斗の腕を支える。もう一方の手を使って、タオルをこすりつけてきた。

　──くすぐったいような、気持ちいいような。

　いつも使っているタオルで、こする強さも大差ない。それなのに、自分で洗っているときと、ぜんぜん感覚が違うのが不思議だった。

「どうですか？　くすぐったかったり、痛かったりしませんか？」

　美容院の洗せん髪ぱつみたいなことを訊きかれた。

「えっと……もう少し強くしてくれるといいかも」

「こうですか？」

　乃ノ香が身を乗り出す。

　泡立てたタオルをごしごし押しつけてきた。

　ところが、同時に胸のふくらみまで押しつけられてしまう。肩に乗っかってきた。

「んしょ……んしょ……んしょ……」

「う、お!?」

　スクール水着ごしの、やわらかな感触と重み。濡ぬれているせいもあって、すべすべでなめらかだった。

　改めて、14歳とは思えないボリュームだと驚いてしまう。

　ぐいぐいとふくらみが、今度は背中に押しつけられる。

　脇から胸のほうまで洗ってくれた。

　──これは身体を洗ってもらっているだけだ。やましいことを考えるヤツがいたら、そいつの思考がやましいんだよなぁ。

　変な目で見るから、変な行為に映るのであって、純粋に乃ノ香の優しさと親切心から、身体からだを洗ってもらっているだけだった。

　彼女が前へと手を伸ばし、タオルが悠ゆう斗との太ももの内側にあてがわれる。

「おおう……。の、乃のノの香かちゃん、そこは自分でやるよ」

「そうですか？　それじゃあ、このへんで」

「うん、ありがとう」

「どういたしましてです」

　ぺこりと頭を下げ、スクール水着姿の乃ノ香が浴室を出ていった。




　やっと、一人になる。

　いくら相手が水着とはいえ、狭い浴室に二人で居るのは、なかなか緊張した。

　ふぅ、とため息をつく。

　悠斗は右手だけで膝ひざに置いたタオルを泡立てた。

　下半身は自分で洗わないといけない。使えないのは左手だけなので、それくらいは問題ないはずだった。

　部屋のほうから──

「キャア!?」

　乃ノ香の悲鳴が聞こえてきた。












　同時に、男の声もあがる。

「うおおおおッ!?」

　──誰だ!?

　悠ゆう斗とは慌てて腰を浮かせる。

　なにがあった!?　いろいろな可能性が脳裏を過よぎったが、判断する前に浴室を飛び出していた。

　脱衣所のドアを勢いよく開け、半歩、出る。

「乃のノの香かちゃん!?」

「先生!?」

　ＤＫダイニングキツチンに二人の姿があった。

　一方は乃ノ香で、まだスクール水着姿のまま。これから着替えるところだったのだろう。

　そして、もう一方は錦にしきだった。

　手に果くだ物もの籠かごを持っている。

　──見み舞まいに来たのか。

　ふはぁ～、と悠斗は深いため息をついた。

「なんだ……錦か……驚かさないでよ」

「わ、悪いな、ユウト。寝てるのかと思ってよ、これを冷蔵庫に入れて帰ろうかと」

　まさか、脱衣所から水着姿の乃ノ香が出てくるとは思わなかったらしい。

　よほど驚いたのか、乃ノ香がまだ固まっていた。

　果物籠をコタツに置いた錦が、パン！　と両手を合わせて拝む。

「すまん！　こんな状況とは思わなかった！」

「いや、いいけど……」

「どうしても改めて謝罪したい、って言うもんでよ」

「ん？」

「ま、見舞いくらいならいいんじゃね？　って連れてきちまったんだ！」

「……え？　なに？　なんの話？」

「そりゃ、おまえのケガについて一番責任を感じちゃってる女ひ性とのことさ」

　そこまで言われれば、悠斗にも見当はついた。

　まだ乃ノ香が固まっている。

　彼女の視線は、悠斗よりも後ろ──玄関へと向いていた。

「…………」

「冗談だよね？」

　悠斗は背後を振り返る。




　玄関に、ふわふわ髪の女性の姿があった。左手の薬指には結婚指輪が塡はまっている。

　驚いて目を見開いていた。

　悠ゆう斗とも驚きよう愕がくする。

「ナスさん!?」

「……はい」

　彼女の瞳ひとみは、乃のノの香かを見つめていた。




　キャットタワーから猫のワコムが眺ながめている。彼女は今日も幸せそうだった。
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『14歳とイラストレーター』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。




　年下だけど世話焼きな乃のノの香かちゃんに、癒いやしを感じてもらえたなら幸いです。




　本作はイラストだけでなく企画としても、溝みぞ口ぐちケージ先生に関かかわっていただき、密に連絡を取りながら進めました。今までの自著とは違ったテイストが、取り入れられたのではないでしょうか（悠ゆう斗とのモデルは溝口先生ではありません、念のため）。

　小説家にとって近いようで遠いイラストレーターという職業について、掘り下げてみました。その仕事内容や、どういう楽しさと難しさがあるのか、少しは語れたのではないかと思っています。

　取材に協力してくださったクリエイターの皆様と、このような企画を快諾してくださったＭＦ文庫Ｊの神かみ長なが編集長に感謝を！

　異世界ファンタジー全盛の時代に、社会人が主人公の現代モノ（不思議要素なし）と、チャレンジングな企画なので、第２巻の予定は未定です。刊行できれば小説家が登場するかと。よろしくお願いいたします。




　宣伝です──

『覇剣の皇姫アルティーナ』ファミ通文庫から刊行中、コミック版もあります。

『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』講談社ラノベ文庫、こちらも、コミック版を発売中。

　そして、11月30日に『千年戦争アイギス　白の帝国編』ファミ通文庫から刊行です。




　謝辞──

　帯コメントをくださった平ひら坂さか読よみ先生、お忙しいなか、本当にありがとうございます！

　溝口ケージ先生、今回のような形で作ったのは初めてで、楽しかったです。

　デザイナーの木き緒おなち様、かわいくてかっこいいデザイン、最高です。

　担当編集の神長様、ＭＦ文庫Ｊ編集部と関係者の方々、大切な家族と友人たち。

　そして、ここまで読んでくださった皆様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　











あとがき









　イラスト・企画とかいう珍しいジャンルを担当をさせていただきました。

　溝みぞ口ぐちケージと申します。よしなによしなに。

　まずは読了ありがとうございます。色々と頑張りました。仕事量が普段の倍やった……。




　そうそう、多分皆様が疑問に思ってくださるであろうアレコレをば。

　そもそもなぜこんな企画が始まったのかというというと、実はむらさきさんの別連載作品である『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』の立ち上げの企画書を挿絵担当である友人の鶴つる崎さき貴たか大ひろさん経由で見せていただき、その作品が異世界モノということで、当時既に小説家になろう（※異世界モノが多数派を占める有名小説投稿サイト）のスコッパー（※数多ある投稿作から面白いものを探す人柱）だった僕らは、なろうならここはああだこうだとプロの企画書にリテイクを出す、とかいう全くもって失礼なところからお知り合いになりまして。

　そして新刊が出るたびに、次巻の打ち合わせという名の飲み会に部外者ながら（しかもむらさきさんの奢りで）参加するという、これまた大層失礼なお付き合いをさせていただいておりました。

　……あれ、この人図々しいな？




　そんな飲み会の席である日、むらさきさんが新作の企画書がある、と出してきたのがラノベのイラストレーターモノだったわけです。

　そして何かに使えないかとたまたま僕が趣味で書いていた同人ゴロモノの企画書と合わせて話が盛り上がり、融合素材のアルコールと混じり合って一つの作品となりました。




　こんな経緯の作品に面白そうにＧＯサインを出して頂いたＭＦ文庫Ｊ様、そしてやりたいことをやらせて頂いた担当の神かみ長なが様、細々とした、しかも間違っているわけじゃないのに僕の好みに合わせるために頑張って大量のリテイクをこなして頂いたむらさきさん、平ひら坂さか読よみ先生の帯コメが欲しい！　デザインは木き緒おなちさんがいい！　という僕のワガママに応えてくださった両先生、関かかわって頂いた全ての方、本当にありがとうございました！




　そして改めて、本文を読んでくださった皆様へ。

　本当にありがとうございました！


溝口ケージ　　　　

















特別付録　書き下ろし短編







　イラストレーターの悠斗（22）はコタツの前に座りこんだ。

　台所で料理していた乃ノ香（14）が、振り向く。

「あら、ユウト先生、どうしたんですか？」

「うーん……ちょっと構図で悩んでてね。アクションシーンなんだけど……あまり得意じゃなくて」

「意外です。そうなんですか」

「描くのはいいけど、構図を思いつくのに時間がかかってね。テンションを上げて頭をアクションモノに切り替えるため、マンガでも読もうかと」

「なるほどです」

　悠斗は都内にマンションを借りている。さほど広い部屋ではなかった。

　本棚から溢れるほどの資料を所有しているが、それらは画集などの紙でしか存在しない書籍が大半だ。より多くの本を電子書籍で購入していた。

　そのようなわけで、悠斗は iPad でマンガを開く。

　子供先生が魔法を使ってラッキースケベ……かと思いきや、どんどんガチなバトルモノになっていく長編シリーズだった。

　乃ノ香が隣に座る。

「あたしも横から見せてもらっていいですか？」

「僕、再読だから、けっこう読むの早いけど……」

「平気です。あたしもですので。邪魔はしたくないから、気にせず読んでください」

「わかった」

　ページを開いた。

　乃ノ香が肩を寄せてくる。

　しばらく読み進め──

　バトルが白熱してきたあたりで、彼女が身を乗り出してきた。悠斗の腕にやわらかいものが乗っかってくる。

（これは……）

　悠斗は少し考えたものの、せっかく夢中で読んでるんだし、と気にしないようにした。

　どんどん読み進め、感動のフィナーレを迎える。

　乃ノ香が吐息をついた。

「わぁ～、面白かったですねぇ、ユウト先生！」

「うん、満足した」

　乃ノ香が身体を離し、悠斗の腕がやわらかな重みから解放される。

「ユウト先生、お食事にしますね？」

「ありがと……って、もうそんな時間!?」

　ぜんぜん進んでいない作業を思い出し、悠斗は悲鳴をあげるのだった。
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